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予算特別委員会記録（第１号） 

 

 

令和５年３月３日 金曜日 午後２時５２分開会 

委員長 山 科 正 仁     副委員長 山 科 春 美 

 

 出 席 委 員（１４名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  委員     ３番   新  田  道  尋  委員 

  ４番   八  鍬  長  一  委員     ５番   今  田  浩  徳  委員 

  ７番   山  科  春  美  委員     ８番   庄  司  里  香  委員 

 １０番   山  科  正  仁  委員    １２番   奥  山  省  三  委員 

 １３番   下  山  准  一  委員    １４番   石  川  正  志  委員 

 １５番   小  嶋  冨  弥  委員    １６番   髙  橋  富 美 子  委員 

 １７番   佐  藤  卓  也  委員    １８番   小  野  周  一  委員 

 

 欠 席 委 員（０名） 

 

 欠     員（４名） 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 武 田 信 也  総 務 主 査 笹 原 佳 子 

主 事 秋 葉 佑 太    

 

本日の会議に付した事件 

 

委員長の互選 

副委員長の互選 
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開      議 

 

 

新田道尋臨時委員長 ただいまから委員会条例第

10条第１項の規定に基づき予算特別委員会を開

き、委員長の互選を行います。 

  なお、委員会条例第10条第２項の規定により、

委員長が互選されるまでの間、私、新田道尋が

臨時に委員長の職務を行いますので、よろしく

お願い申し上げます。 

  ただいまの出席委員は14名です。 

  これより予算特別委員会を開きます。 

 

 

委員長の互選 

 

 

新田道尋臨時委員長 委員会条例第９条第２項の

規定により委員長の互選を行います。 

  お諮りいたします。 

  委員長の互選の方法につきましては、会議規

則第126条第５項の規定により指名推選による

こととし、臨時委員長において指名したいと思

います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

新田道尋臨時委員長 御異議なしと認めます。よ

って、臨時委員長において指名することに決し

ました。 

  委員長に山科正仁委員を指名いたします。 

  ただいま指名いたしました山科正仁委員を委

員長の当選人と定めることに御異議ありません

か。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

新田道尋臨時委員長 御異議なしと認めます。よ

って、山科正仁委員が委員長に当選されました。

御協力ありがとうございました。 

  暫時休憩いたします。 

 

     午後２時５４分 休憩 

     午後２時５５分 開議 

 

山科正仁委員長 それでは、休憩を解いて再開い

たします。 

  ただいま予算特別委員長に当選しました山科

正仁でございます。皆様、御協力のほどよろし

くお願いいたします。 

 

 

副委員長の互選 

 

 

山科正仁委員長 これより委員会条例第９条第２

項の規定により副委員長の互選を行います。 

  お諮りいたします。 

  副委員長の互選の方法につきましては、会議

規則第126条第５項の規定により指名推選によ

ることとし、委員長において指名したいと思い

ます。これに御異議ございませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。よって、

委員長において指名することに決しました。 

  副委員長には山科春美委員を指名いたします。 

  ただいま指名いたしました山科春美委員を副

委員長の当選人と定めることに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。よって、

ただいま指名いたしました山科春美委員が副委

員長に当選されました。 

  山科春美委員、副委員長よろしくお願いいた

します。 

 

 

散      会 
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山科正仁委員長 それでは、３月10日金曜日午前

10時より予算特別委員会を本議場において開催

いたしますので御参集願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  お疲れさまでした。 

 

     午後２時５６分 散会 
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予算特別委員会記録（第２号） 

 

 

令和５年３月１０日 金曜日 午前１０時００分開議 

委員長 山 科 正 仁     副委員長 山 科 春 美 

 

 出 席 委 員（１４名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  委員     ３番   新  田  道  尋  委員 

  ４番   八  鍬  長  一  委員     ５番   今  田  浩  徳  委員 

  ７番   山  科  春  美  委員     ８番   庄  司  里  香  委員 

 １０番   山  科  正  仁  委員    １２番   奥  山  省  三  委員 

 １３番   下  山  准  一  委員    １４番   石  川  正  志  委員 

 １５番   小  嶋  冨  弥  委員    １６番   髙  橋  富 美 子  委員 

 １７番   佐  藤  卓  也  委員    １８番   小  野  周  一  委員 

 

 欠 席 委 員（０名） 

 

 欠     員（４名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 小 松   孝 

総 務 課 長 西 田 裕 子  総 合 政 策 課 長 川 又 秀 昭 

財 政 課 長 荒 澤 精 也  税 務 課 長 佐 藤   隆 

市 民 課 長 伊 藤 幸 枝  環 境 課 長 小 関   孝 

成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 伊 藤 リ カ  子育て推進課長 

兼福祉事務所長 加 藤   功 

健 康 課 長 山 科 雅 寛  農 林 課 長 柏 倉 敏 彦 

商 工 観 光 課 長 小 関 紀 夫  都 市 整 備 課 長 長 沢 祐 二 

上 下 水 道 課 長 矢 作 宏 幸  会 計 管 理 者   
兼 会 計 課 長 荒 田 明 子 

教 育 長 高 野   博  教 育 次 長     
兼教育総務課長 平 向 真 也 

学 校 教 育 課 長 杉 沼 一 史  社 会 教 育 課 長 渡 辺 政 紀 

監 査 委 員 大 場 隆 司  監 査 委 員 
事 務 局 長 津 藤 隆 浩 

選挙管理委員会  
委 員 長 武 田 清 治  選挙管理委員会  

事 務 局 長 岸     聡 
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農業委員会会長 浅 沼 玲 子  農 業 委 員 会   
事 務 局 長 横 山   浩 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 武 田 信 也  総 務 主 査 笹 原 佳 子 

主 任 小 松 真 子  主 事 秋 葉 佑 太 

 

本日の会議に付した事件 

 

議案第８号令和５年度新庄市一般会計予算 
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開      議 

 

 

山科正仁委員長 おはようございます。 

  ただいまの出席委員は14名です。 

  それでは、これより予算特別委員会を開きま

す。 

  本特別委員会に付託されました案件は、議案

第８号令和５年度度新庄市一般会計予算から議

案第14号令和５年度新庄市下水道事業会計予算

までの７件であります。 

  審査に入る前に、審査及び本委員会の進行に

関し、主な留意点を申し上げます。 

  予算特別委員会は３日間にわたり開催されま

すが、本日と13日の審査につきましては午後４

時頃の終了をめどに進めてまいりたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

  会議は、おおむね１時間ごとに10分間の休憩

を取りながら進めてまいります。 

  質問は、最初に必ず予算書のページ数、款項

目、事業名などを具体的に示してから質問され

るようお願いいたします。 

  また、会議規則第116条第１項に「発言はす

べて、簡明にするものとして、議題外にわたり

又はその範囲を超えてはならない」と規定して

おりますので、これを御遵守願います。 

  以上、ただいま申し上げました点について特

段の御理解と御協力をお願いいたしまして、た

だいまから審査に入ります。 

 

 

議案第８号令和５年度新庄市一般

会計予算 

 

 

山科正仁委員長 初めに、議案第８号令和５年度

新庄市一般会計予算を議題といたします。 

  一般会計の審査につきましては、歳入と歳出

を分けて質疑に入ります。質疑は、答弁を含め

歳入と歳出それぞれ１人30分以内といたします。 

  それでは、質疑に入ります。 

  一般会計の歳入について質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 11ページの１の１の１

で5,235万7,000円増えております。ここで、給

与所得の伸びについて伺います。 

佐藤 隆税務課長 委員長、佐藤 隆。 

山科正仁委員長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 おはようございます。 

  給与所得の伸びということでございますが、

給与所得につきましては例年２％ほどの伸びを

示してきておりますけれども、令和４年度につ

いてはマイナス２％としたところでございます。

これをマイナス２％から２％伸ばしてプラス・

マイナス・ゼロ％として試算したところでござ

います。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） これは昨年の８月の人

事院勧告による国家公務員給与の引上げを受け

て、地方公務員の引上げも計上されているもの

と見ますが、どうでしょうか。 

  また、会計年度任用職員の勤勉手当の支給を

可能にする改正の見通しもあると聞いておりま

すが、本市もそのように見ているのか、お願い

します。 

佐藤 隆税務課長 委員長、佐藤 隆。 

山科正仁委員長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 まず一般的なことをお話しさ

せてください。 

  個人市民税のことに関しましては、経済情勢

として持ち直しの動きが続いておりますが、な

おコロナウイルス感染症の影響もまだあると見
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ておるところでございます。 

  今お話ございました一時金や給与改定の動き

もありましたので、先ほど申し上げましたとお

り令和４年度についてはマイナス２％としてお

ったところを、プラスの２％としてプラス・マ

イナス・ゼロ％として試算したところでござい

ます。 

  以上でございます。 

西田裕子総務課長 委員長、西田裕子。 

山科正仁委員長 総務課長西田裕子さん。 

西田裕子総務課長 おはようございます。 

  先ほど委員のほうから会計年度任用職員の勤

勉手当についての今後の見込みといった御質問

がございました。こちらにつきましては、国の

ほうから会計年度任用職員の処遇の改善という

ことで、そういった通知も来ておりますが、ま

だ具体的にどういった方向になるかというとこ

ろはどの自治体も動いていないといったような

状況ですので、今後、国の状況、あるいは近隣

市町村の状況を見ながら、市においても検討し

てまいりたいと思います。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 次に、16ページの11の

１の１で、地方交付税がプラスの6,600万円と

いうことでありますが、この交付税にマイナン

バー算定が入っているのかということです。マ

イナンバーカードの利活用特別分として、上位

３分の１の市町村が達している交付率以上の市

町村に、カード交付率に応じた割増率によって

交付税を上乗せするとの話もありますが、本市

はどうですか。 

荒澤精也財政課長 委員長、荒澤精也。 

山科正仁委員長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 地方交付税のうちの普通交付

税の算定に関わる部分でございますけれども、

そういった動きがあるということは承知してお

りますけれども、実際に普通交付税の算定につ

いては、それぞれルールに従った形で国から示

されてございます。 

  実際にこのたびの普通交付税は6,600万円の

増という見込みでございますけれども、それに

つきましては、国で示しております地方財政計

画の出口ベースで1.7％ほど増というふうに示

されております。ただ、それについても大幅な

増ということは見込めないことから、地方交付

税全体で対前年度比、予算比で1.4％の増とい

うことで、普通交付税については1.7％の増と

いうことで6,600万円、特別交付税については

昨年度と同額の７億5,000万円というようなこ

とで試算させていただいたところでございます。 

  以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 交付税によるマイナン

バー算定については、どうなんですか。 

荒澤精也財政課長 委員長、荒澤精也。 

山科正仁委員長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 来年度当初の予算については、

そういった部分の加味はしてございません。全

体のいわゆる国で示された試算に基づいて、昨

年度に比べて出口ベースで1.7％の増というよ

うなことで、実際にこの予算については、そこ

の部分については今後示される部分であるとい

うふうに考えてございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 今回のにはそれは入っ

ていないが、今後ということです。 

  カード交付率で交付税に差をつけ、競争をあ

おるというやり方は、交付税制度の趣旨をゆが

めて、地方固有の財源を政府のマイナンバーカ

ード普及策に利用するやり方であり、これは問

題ではないかと思いますが、そういったことを

指摘する考えはあるか、お願いします。 
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荒澤精也財政課長 委員長、荒澤精也。 

山科正仁委員長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 実際に国の動きの中でそうい

った話がされている部分はございますけれども、

現実的に一切その数字をもってということで指

示とかを示されたわけではございませんので、

そういった動向も注視しながらというような形

になろうかと思います。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 注視するだけで、うの

みにしては、地方自治体の姿勢としては問題だ

と思います。そういう意味で、地方からそうい

う競争をあおるようなやり方は地方交付税制度

の趣旨をゆがめるものではないかと言う必要が

あると、私はそういう権利があると思うんです

が、どうですか。 

荒澤精也財政課長 委員長、荒澤精也。 

山科正仁委員長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 委員がおっしゃるとおり、そ

うした部分でそれぞれの自治体が有利、不利と

いうような形になることは現実的ではないとい

うふうに思いますので、そういったことがない

ように、当然うちのほうからも要望しなければ

ならない部分があるかと思います。 

  以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 要望するんですか。 

荒澤精也財政課長 委員長、荒澤精也。 

山科正仁委員長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 まだ国の決定事項でもござい

ませんし、その後、そういった部分が示される

のか、その判断を見てという形になろうかと思

います。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 決定されるようなこと

のないように要望する必要があると思いますが、

どうですか。 

山尾順紀市長 委員長、山尾順紀。 

山科正仁委員長 市長山尾順紀さん。 

山尾順紀市長 御指摘のマイナンバーカードに対

する交付税の算入がなっているかということで

ありますが、そのことをもって市政を運営して

いるということではないということを御理解い

ただきたいというふうに思います。 

  マイナンバーカードは、国策という形で、世

界全体の中で今回のコロナ対応の中で日本が非

常にそういうＩＴ関係が遅れているというよう

なことで、これを世界並みに持っていくために

は、このＩＴ社会を導入していく、特に人口減

少社会であるとか様々な課題を抱える日本にお

いて、そうしたシステムを導入せざるを得ない

と。結果的には国のＩＴの田園都市構想につな

がるというようなことで、それぞれにつながっ

てくる国の施策だというふうに理解しておりま

すので、それやめろとか、するなとか、そうい

うようなことを要望する考えはございません。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） これは交付税制度の趣

旨をゆがめるものだというふうに財政課長も考

えておられることです。しかし、市長はそれに

要望はしないというところで、それは新庄市の

財政運営を本当に考えた姿だろうかというふう

に私は疑問に思うところです。 

  次に、20ページ、15の２の１、ここでマイナ

ンバーカードの交付事務費補助金988万8,000円

の内容についてお願いします。 

伊藤幸枝市民課長 委員長、伊藤幸枝。 

山科正仁委員長 市民課長伊藤幸枝さん。 

伊藤幸枝市民課長 マイナンバーカード交付事務

費補助金の内容につきましては、市町村におけ

るマイナンバーカードの交付事務に必要な経費

に対しての国の補助金となっております。実際
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には会計年度任用職員の人件費、事務費、それ

から関連する機器の使用料、保守委託料等とな

っております。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） マイナンバーカードを

推進するための人件費や機器という内容だとい

うことです。 

  先ほど市長のほうからデジタル田園都市構想

ということを進めねばならないんだというお話

でしたが、私はこのデジタルが進むというか、

そういうのは個人的には利便性を高めるという

点では反対はしないものではあります。しかし、

デジタル田園都市構想とマイナンバー推進の最

大の目的は何かということですが、どうやって

行政の持つデータとサービスを企業のもうけ口

につなげるかを財政主導で具体化することでは

ないのですか。 

山尾順紀市長 委員長、山尾順紀。 

山科正仁委員長 市長山尾順紀さん。 

山尾順紀市長 個人的な考え方ということで捉え

させていただきたいというふうに思います。 

  今回の背景には、やはりパンデミックがあっ

たのかなというふうに想像しているところです。

やはり国がワクチン接種をする際に、市町村の

データが一括して国にあれば、その方策につい

ては早めに対応できると。それを一つ一つ市町

村がデータを起こさなければいけないと。世界

ではいち早くそういうようなデータを活用しな

がらパンデミックに対応していった、コロナワ

クチンを接種していったと、そういう遅れとい

うようなことの反省もあるんではないかという

ふうに想像しているわけであります。 

  あくまでも委員の個人的な意見として聞かせ

ていただきました。ありがとうございました。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 遅れている、確かにほ

かの国、ヨーロッパの進んでいる国は、かなり

デジタル化というか、その方策が進んでいる、

日本は遅れているというところは、私も聞いて

おります。そういう意味では、それを活用して、

住民の生活が利便性が高まるということになる

ようにしていただくことについてはいいと思う

んですが、しかし、よく見てみますと、巨額の

税金を投入し、行政サービスの後退、例えば職

員を削って、こういうものを使えない高齢者、

障害者、弱者、こういう人たちに丁寧な聞き取

りをする体制が弱まる可能性があるわけです。 

  それから、財界への利益誘導、この関係の業

者はかなりこれで利益が誘導されていると聞い

ています。官民癒着の拡大を招く一方、国民に

は個人情報の漏えいの危険や負担増、また給付

の削減が押しつけられるおそれがあるのではな

いかと考えますが、いかがですか。 

川又秀昭総合政策課長 委員長、川又秀昭。 

山科正仁委員長 総合政策課長川又秀昭さん。 

川又秀昭総合政策課長 それでは、デジタルの全

般的な総括ということで、私のほうからお答え

させていただきますけれども、先日の一般質問

のほうでも申し上げましたけれども、やはりデ

ジタル田園都市構想も含めまして、デジタルの

全体的な動きといいますのが、これまでの保護

というふうなところから、時代の流れとともに

データの利活用というふうな部分に流れが向い

てきているというふうなところがあります。そ

の中で、委員おっしゃるようなデータの流出で

ありますとか癒着というふうなところがどうな

のかというところがありますけれども、そうい

ったところのリスクというふうなものはこれか

ら社会が大きく変わる上で様々あるかと思いま

すけれども、そういったところを未然に防止す

るようなシステムというところも一方で構築さ

れながら、社会全体を大きく変えていくという

ふうな今流れにあるかと思いますので、そうい
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ったことで御理解いただければというふうに考

えております。 

  以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） データの流出、また官

民癒着の拡大、こういったことのリスクはある

が、未然防止のシステムが構築されるんじゃな

いかというお話でありましたが、残念ながら日

本の個人情報保護の体制はヨーロッパに比べて

非常に弱いと、こういう指摘がありますので、

そういう意味では、その部分を、住民の利益を

守るという立場から慎重に考えていく必要があ

るんではないかなということを私は考えており

ます。 

  次に行きますが、15ページの７の１の１で、

地方消費税交付金が3,430万円の増となってい

ます。消費税のインボイスが10月からというこ

とになってまいりました。そこで、自治体の一

般会計でインボイス制度の対応はされているか

ということについて、どうですか。 

山科正仁委員長 暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時２１分 休憩 

     午前１０時２２分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

荒澤精也財政課長 委員長、荒澤精也。 

山科正仁委員長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 登録については、一般会計及

び特別会計の水道、下水道の部分も含めて、登

録はしております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 国のほうから、一般会

計についてもインボイスの登録をしなければな

らないのではないかという通知が来ているとい

うこともあって、しているんだというお話でし

た。 

  そうしますと、自治体施設を利用する消費税

課税業者の納税額が増えるということはないと

いうことですね。 

山科正仁委員長 暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時２３分 休憩 

     午前１０時２４分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

佐藤 隆税務課長 委員長、佐藤 隆。 

山科正仁委員長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 私のほうからお答えいたしま

す。 

  制度の趣旨から言いますと、その制度の趣旨

どおりというふうなことでございます。 

  以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） ということで、新庄市

としての一般会計においてはインボイス制度の

対応はされているということを確認しました。 

  そうしますと、本市の消費税負担というか、

それがこのインボイス導入によって増える、こ

れは前の議会で私は業者の皆さんの、今まで非

課税、免税、あるいは課税、両方ともインボイ

スが導入されることで増えていくんじゃないか

というふうに警鐘を鳴らしてまいりましたが、

新庄市の一般会計において、消費税納入が増え

るというか、インボイスによってですけれども、

そういう可能性があるということですか。 

佐藤 隆税務課長 委員長、佐藤 隆。 

山科正仁委員長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 そもそも一般会計でいわゆる

領収書を出すという行為がそんなにいっぱいあ

るかというふうな点も考慮する必要がございま

す。 

  以上でございます。 
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１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） いっぱいあるかという

ことで、確かにそんなにないのだろうというふ

うに思います。でも、一応出すというか、先ほ

ど言ったように自治体施設を利用する消費税課

税業者の納税額が増えないようにするためにも、

市として一般会計で制度に加入するというか登

録するということが必要になるというふうにな

っているわけですから、支出は増えることにな

るんだろうと私は思います。 

  そういう意味で、事業者を守るということも

含め、自治体としてやはりインボイスはいかが

なものかと中止を求める立場に立つべきではな

いかなと思うんですが、どうでしょうか。 

佐藤 隆税務課長 委員長、佐藤 隆。 

山科正仁委員長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 前回の一般質問か何かでお答

えしたような記憶がございますけれども、その

考えはないというふうなことでお答えしておる

はずでございます。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 16ページの10の２の１

で、新型コロナウイルス感染症対策地方税減収

補塡特別交付金が310万円増となっていますが、

内容はどうなんでしょうか。 

佐藤 隆税務課長 委員長、佐藤 隆。 

山科正仁委員長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 すみません。 

山科正仁委員長 暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時２６分 休憩 

     午前１０時２７分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

佐藤 隆税務課長 委員長、佐藤 隆。 

山科正仁委員長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 この新型コロナウイルス感染

症対策地方税減収補塡特別交付金につきまして

は、地方税法の附則の規定によりまして、固定

資産税の取扱いについて減免するといったよう

な取扱いになってございます。その減収分につ

きまして、交付金として補塡するというふうな

ことで、令和４年度は９社に対し433万円ほど

減額しておるんですけれども、そこから推計い

たしまして、令和５年度につきましては390万

円ですか、入ってくるのではないかというふう

なことで推計したところでございます。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） そうしますと、固定資

産税の減免というのが、また新型コロナに感染

した、影響を受けた場合に、固定資産税の減免

が続くということですか。 

佐藤 隆税務課長 委員長、佐藤 隆。 

山科正仁委員長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 この制度は令和８年度まで継

続される予定になってございまして、ただ、コ

ロナウイルスに感染したから固定資産税を減額

するといった制度ではなくて、先端設備に該当

する家屋及び償却資産について、取得してから

３年間、課税標準をゼロにするという制度でご

ざいます。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 令和８年まで継続とい

うことで、分かりました。 

  新型コロナの感染症法上の位置づけを５類に

移行することで、国は各種支援制度を一斉に打

切りにするということを聞いております。それ

らの内容はどういうことなのか、お願いします。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員に申し上げます。
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令和５年度の予算についての審査でありますの

で、質疑の際はそのことを踏まえて、質問の趣

旨を明確にして質問をお願いいたします。 

１ 番（佐藤悦子委員） こちらで把握している

ところを述べますと、生活困窮者自立支援金は

2022年の12月で打切り、それから国民健康保険

のコロナ傷病手当金は2023年３月で終わりと。

また、休業支援金・給付金や小学校休業等対応

助成金は今年の５月で期限切れになるとのこと

です。しかし、第８波がこの間ありました。医

療崩壊や死亡者数がこれまで以上に深刻化した

ということであります。そしてまた、今新たな

ウイルスがアメリカから来ているというお話も

ありますし、そういう中で、公的責任を後退さ

せているように感じますが、こういう新型コロ

ナウイルス感染症対策地方税減収補塡特別交付

金のような、これは固定資産税だけだという話

ではありますが、ほかの対策も本当は続ける必

要があるというふうに考えるんですが、そうい

うことについてどのように見ておられるでしょ

うか。 

佐藤 隆税務課長 委員長、佐藤 隆。 

山科正仁委員長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 国保の部分に関しては、国保

会計のところでお答えいたします。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） ほかの部分について答

えられないという、今の執行部の皆さんの姿勢

がここに出ていて、とても残念な気がいたしま

す。これからもしも新型コロナの第９波とか、

可能性がないわけではないわけです。そのとき

に、公的責任を後退させては、大変なことに市

民が置かれるような気がするんですが…… 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員に再度申し上げま

すが、本委員会は令和５年度予算についての審

査でありますので、御留意ください。 

１ 番（佐藤悦子委員） はい。 

  令和５年度の予算についてですが、ここで前

にあった支援がないということになったら、市

民生活は大変な困窮状態にさらに追い込まれて

いくことも考えられますから、ここはよく見て、

市民に合わせて予算要求していくなりが必要で

はないかと思うんですが、どうかというところ

です。 

  それからもう一つ、23ページの16款１項１の

生活保護費負担金130万8,000円について、お願

いします。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員に申し上げますが、

質問の内容を明確にしてください。 

１ 番（佐藤悦子委員） 分かりました。 

  生活保護費が増えるのかということで、お願

いします。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

伊藤リカ。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長伊

藤リカさん。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 生活保護

費については、令和４年度、前年度より支給し

ている扶助費は下がっているというような状況

でございます。 

  令和５年度については、例年どおり要求はし

ておりますが、どのような状況になるかといっ

たところは今のところ明確にはお答えできない

というような状況です。 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） おはようございます。 

  私のほうからは、おおむね１点でございます。

予算書27ページ、18の１と２、主にふるさと納

税に関しまして質問いたします。 

  ここで委員長の格段の御配慮をいただきたい

のですが、質問とお答えの整合性を保つために、

一部文言程度に歳出の項目のところまでちょっ

と踏み込む可能性がありますので、お許しくだ
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さい。 

  初めに、ふるさと納税寄附金ということで、

今回当初予算で10億円ということでございます。

これは新庄市以外の市町村、もしくは都市部の

ほうから個人的な部分で寄附されるという仕組

みになっておりますが、ふるさと納税に関して

は非常に我々議会でもいろいろな質問をこれま

でしてきた経緯があります。例えば寄附者の寄

附の動機につながるような、例えば寄附したと

きに市のホームページ等ではこういった部分に

関して新庄市では使いましたというイメージが

できるような今流れを取っております。私がこ

のたびお伺いしたいのは、例えば今農業が危機

的状態にある中で、農業に特化した部分でふる

さと納税を集めるんだと。目的税化というのか

もしれませんが、そういったときにやはりふる

さと納税自体の法整備、しっかり変える必要が

あるのかなと思いますが、このたび新年度の予

算を編成する上で、そういったふるさと納税の、

この事業に特化して集めるんだというような法

整備等の検討はされたのかどうか、まずお伺い

いたします。 

川又秀昭総合政策課長 委員長、川又秀昭。 

山科正仁委員長 総合政策課長川又秀昭さん。 

川又秀昭総合政策課長 それでは、ふるさと納税

につきまして、寄附者の意向を特に目的化して

反映したような考えとかはあったかというふう

な御質問かと思いますけれども、今石川委員お

っしゃったような例えば農業にというふうなと

ころの中で、今現在の状況をお話ししますと、

基金の使い道としましては産業、医療・福祉、

教育・文化、社会生活基盤、環境保全と地域づ

くりということで、６つの指定の枠の中で、広

く解釈をして充当できるようにしております。

あと、その他指定なしということで、これが６

割から７割ぐらいあって、何にでも使えるとい

うふうなところになっておりますけれども、実

は今回この予算を編成する上で、新庄まつりの

事業を抜き出しして、基金のほうといいますか、

使い道を特定できないかというふうなところで、

内部で検討した経緯があります。新庄まつりの

財源不足というふうなところも問題というか課

題でありますので、そういったところで検討し

てきた経過がありますけれども、最終的に条例

の案的なところまで考えたわけですけれども、

内部で話をしていく中で、ある一定程度常識の

範囲内で基金が集まれば、それはそれでよろし

いわけなんですけれども、例えば仮に思いのほ

か集まり過ぎたというふうな場合を想定いたし

ますと、例えば２億円、３億円、庁舎建設基金

よりも集まってしまったなどとなった場合に、

条例を制定してしまいますと、それを新庄まつ

り以外に使えなくなってしまうという縛りが出

てきますので、やはりそこについては条例化と

いうふうなことではなくて、内部で、運用で、

毎年このふるさと納税の中から、金額はちょっ

とまだ確定しておりませんけれども、500万円

とか1,000万円ずつ積立てをしていくというよ

うな内規をできないかというような形で、商工

課のほうとも話をして、検討しているところで

ございます。ですので、まるっきり事業を明確

にして、目的税化みたいな形で条例化するとい

うふうなところは、なかなか厳しいかなという

ふうに感じているところでございます。 

  以上です。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 経緯は、私は半分以上

納得しています。ただし、集まり過ぎると、こ

れは関係者にとっては非常にありがたい話です。

その辺は歳出の部分できっちり行きますけれど

も、例えばふるさと納税といえば、制度自体は、

地方交付税が一律下がっていく中で、それでは

基礎自治体の方々の運用が大変だということで、

地元ゆかりの総務大臣の方がある程度自由裁量、

縛りがなくて、自主財源確保という観点から出
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てきた制度であります。制度発足当時から、現

在では非常に変わりつつある中で、例えば昨年

度も、今課長おっしゃられたまつりの各団体に

対する手当に関しては、コロナ禍という背景も

ありまして、暫定的に補正で対応していただい

たと。ただ、市長の所信表明にもあったとおり、

これから長期にわたりやはり財源を確保しなけ

ればならないということですね。そうすると、

最初の取っかかりの部分は、例えば寄附といえ

ばクラウドファンディングがありますが、あそ

こは一時的なものの対応でしかない。長期にわ

たり今後の財源を確保するという観点では、や

はり今言った目的税化すれば、そこの部分にし

か使えないというところもあるにせよ、やはり

これから始まるであろう歴まちに基づくまちづ

くりには相当な資金が必要でございますので、

一般質問で小嶋先輩議員が質問されたように、

やっぱりある程度歳出というところをイメージ

して、当然国の補助金ももらいつつ、当然市民

からの浄財ももらいつつではありますが、これ

はその事業をアピールするという意味でも、や

はりもう一度目的税化という検討は私はするべ

きかなと思うのですが、いかがでしょうか。 

川又秀昭総合政策課長 委員長、川又秀昭。 

山科正仁委員長 総合政策課長川又秀昭さん。 

川又秀昭総合政策課長 今石川委員のほうから目

的税化を再度検討すべきではないかというふう

な御意見をいただきましたけれども、全くない

というわけではなくて、検討というふうな部分

では今後考える余地は当然ございますし、また

歴まちの財源というふうな部分でも、これから

10年間にわたって事業計画があるというふうな

ところで、クラウドファンディング、石川委員

おっしゃったように短期のうちに事業を定めて、

目的を明確にするというふうな部分であります

とか、あと、先日の一般質問でありました城郭

の復元に当たって必要な基金を設置するといっ

た部分とか、これは庁内で合意形成になってい

るものではございませんけれども、そういった

ものも広く踏まえて、財源の確保はしていきた

いというふうに思っています。 

  なお、ふるさと納税全体として入るパイとい

うふうなものが決まっておりますので、それの

寄附額の向上というふうなところはもちろんな

んですけれども、それをどういうふうにしてい

ろいろ目的別に有効に活用していくかというふ

うなところになりますので、そこは内部でも今

後検討していきたいというふうに考えておりま

す。 

  以上でございます。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 分かりました。 

  まつりの部分というところでは、まつり振興

基金で年次、年次で目標額を定めて積立てをし

ていくというような流れ、これは確認していい

ですか。 

川又秀昭総合政策課長 委員長、川又秀昭。 

山科正仁委員長 総合政策課長川又秀昭さん。 

川又秀昭総合政策課長 ただいまの質問につきま

しては、内部で検討を進めていくというふうな

ところでの段階になっておりますので、そのよ

うなことでよろしいかと思います。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） ぜひ前向きに検討して

いってください。歳出の部分でここはきっちり

やりますので。 

  次に、ふるさと納税企業版というところで、

去年、この名目はありませんでしたので、今年

度ようやく予算書に載ったなというところで、

非常に安心しております。この問題は、恐らく

２年前、３年前だったかと思いますが、同僚の

下山准一議員のほうから御指摘を受けて、よう

やく市の受入体制を整備した経緯があります。 

  このたびお伺いするのは、受入体制が万全か



- 172 - 

ということです。つまり、ふるさと納税の企業

版というのは、幾ら会社として寄附したいとい

う思いはあっても、新庄市にその受皿となる事

業、そこがないと寄附できないという流れがあ

ると承知しておりますので、その辺のところを

お伺いいたします。 

川又秀昭総合政策課長 委員長、川又秀昭。 

山科正仁委員長 総合政策課長川又秀昭さん。 

川又秀昭総合政策課長 それでは、企業版ふるさ

と納税についての御質問ですけれども、企業版

ふるさと納税につきましては、国が認定いたし

ました地域再生計画に位置づけられた地方創生

のプロジェクトに対して企業が寄附を行った場

合でありまして、おおむね総合戦略に掲げてお

ります市の事業の大半が受入れ可能な事業とい

うふうなことになっておりまして、今現在、企

業版ふるさと納税は昨年の９月補正予算でサイ

トの経費でありますとかダイレクトメールを行

う経費などを予算化させていただきましたけれ

ども、現在サイトのほうにも新庄市が掲げるプ

ロジェクトについて寄附をお願いしますという

形で掲げておりますので、受皿としてはほぼ市

が行う事業全てにおいて寄附の受入れが可能だ

というふうな形になっております。 

  以上でございます。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） なぜこんな質問をした

かと申しますと、今年ようやく、３年ぶりでし

たか、ふるさと応援隊の新年交流会、新庄にゆ

かりのある企業の方々と御挨拶する機会があり

ました。企業の中には、自分が納めるべき税金、

法人税等、それは本拠地にただ税金を納めれば、

国やそこの部分の税収になるわけですね。とこ

ろが、この部分は法人がやった場合、多分90％

近く控除されるというところで、企業の経営者

の方々は地元、新庄は非常にいいところだから、

一緒に行政と手を取り合ってやっていきたいと

いう高い企業理念、経営理念をお持ちの方がお

られますので、やはりその辺もう少し、民間企

業はやはり利益を求めるというのは第一原則で

はあるものの、その辺、気持ちがいっぱいある

人がたくさんいます。残念ながら新庄市は今非

常に窮屈な財政運営をしている中で、やはりこ

ういった民間の方々の力をお借りしながらこれ

から市政を積極的に進めていくというのは、私

も重要だと思います。この辺で、もう少し強気

の戦略を持って、もう少し強気の予算額を計上

すべきかと私は思ったのですが、その辺の考え、

できれば財政運営に携わる財政課長あたりから

心強い前向きな御答弁をいただければと思って

いますが、どうでしょうか。 

荒澤精也財政課長 委員長、荒澤精也。 

山科正仁委員長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 すみません、お気遣いいただ

きまして。 

  本当に財政に携わる身として、やはり毎年こ

の査定の時期というのは当然歳入の確保、いわ

ゆる財源の確保というのは当然重要なことであ

りまして、なかなかこれだけ人口減少の中で、

ますます税収のほうもあまり伸びてこないとい

う部分を考えますと、やっぱりこうしたふるさ

と納税、または企業版ふるさと納税という部分

については貴重な財源というふうに捉えており

ます。 

  財政の査定の中でも、総合政策課とのヒアリ

ングの中で、いわゆる宣伝の部分ではもっと使

っていいよというような話で、逆にちょっとあ

れですけれども、商売の用語としては「損して

得取れ」という言葉がありますけれども、実際

にこれからの財政を考えれば、やっぱりこうし

た部分を、制度がある以上ずっと継続するとい

う部分にあっては、それなりにやっぱり確保と

いう部分はしっかりと考えていかなきゃならな

いんだろうなということを考えておりますので、

この辺についても総合政策課のみならず、他課
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の部分でもいろんな企業とのつながりとかもあ

りますので、そういった部分、一生懸命まず手

を携えるという部分も含めてやっていきたいと

いうか、やってもらいたいということがござい

ます。 

  以上でございます。 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

１７番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１７番（佐藤卓也委員） それでは、私のほうか

ら質問させていただきます。 

  ページ数12ページになります。１款２項１目

固定資産税及び13ページになります、市税のほ

うになりますが、１款５項１目都市計画税、こ

ちらの収納率ですけれども、今年は97.6％とな

っており、昨年度より0.2％上がっております。

なぜ0.2％上がったのか、その理由をお尋ねい

たします。 

佐藤 隆税務課長 委員長、佐藤 隆。 

山科正仁委員長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 固定資産税、都市計画税の収

納率についての御質問でございます。令和３年

度、それから令和４年度もそうなんですけれど

も、非常に収納状況が好転しておるというふう

なことで、令和５年度につきましても実態に即

した形で、なるべく近い形で収納率を計算させ

ていただいたということでございます。 

  以上です。 

１７番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１７番（佐藤卓也委員） 分かりました。やっぱ

り経済が好転に回っているという、要は経済も

少しずつ上昇しているから0.2％上がったとい

う理由でよろしいでしょうか。はい、分かりま

した。 

  先ほど石川委員も言ったとおり、かなり市が

大変な状況になっていますので、少しでも皆さ

んが納めやすい、景気がよくなったということ

だったので、ぜひとも収納率を少しでも上げる

ような努力をよろしくお願いしたいと思います。 

  次に、ページ数16ページになります。13款１

項２目になりますけれども、こちらのほうには

子育て関係がございまして、児童入所負担金、

また、次のページの18ページになりますけれど

も、14款１項６目土木使用料に公営住宅費が載

っております。こちらのほうも年々減少してお

るようです。こちらがなぜ減少しているかを説

明をお願いします。特に公営住宅費に関しまし

ては、昨年度からもかなり減っているイメージ

がございます。というのは、やはりこれは入っ

ていただけない理由がもしかしたらあるのかな

と思いますので、どのようにして少しでも入っ

ていただくような形にできるのか、よろしくお

願いします。 

加藤 功子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

加藤 功。 

山科正仁委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

加藤 功さん。 

加藤 功子育て推進課長兼福祉事務所長 子育て

関連におきます各収入未済といいますか、保育

料等に係るものの状況でございますけれども、

保育所入所負担金でございますが、こちらのほ

うは令和元年10月から幼児教育・保育無償化に

より３歳から５歳と０歳児から２歳児での非課

税世帯におきます保育料につきましては無償化

になっております。 

  児童館収入におきましては、児童館使用料に

つきましては無料のために、最初からかかって

おりません。 

  延長保育につきましても、徴収する部分が実

質ございません。 

  副食費につきましては、100％納入いただい

ている状況でございます。 

  これらに伴います現年度の徴収率自体が上が

っておりますが、これはコロナの影響によりま

して様々な支援金、定額給付金等、これまで支
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給されているものがございまして、支払える生

活環境があるために収納率が上がってきている

というふうに見ているところであります。 

  また、滞納繰越している部分の方につきまし

ては、同じような方が滞納している傾向もござ

いまして、こちらのほうはコロナウイルスの感

染の影響もあって、考えられるというところで

ございます。 

  いずれにしましても、収入未済に対して、あ

る程度の方々が納められない状況がございます

ので、引き続ききちんと保護者との連絡を取り

ながら、早期の納付のほうをお願いしてまいり

たいと考えております。 

  以上です。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 公営住宅の家賃収入につ

いて御質問をいただいたところです。 

  この家賃収入に関しましては、積算根拠とい

たしまして、前年の10月時点の実際の入居状況

の調定額を基にして、次年度の収入を算定して

いるというふうなことでございます。 

  実際に調定額が年々減少しているというふう

なことでございますが、原因といたしましては

公営住宅の入居率の低下というふうなことも当

然考えている部分でございます。 

  入居率の減少というふうな部分に関しまして

は、施設そのものの老朽化等のこともございま

すし、実際に入居される方が入居基準に合うか

どうかというふうな部分も原因の一つとなって

いる部分もあるかと考えます。 

  実際に昨年から入居率が低下している住宅、

老朽化している住宅ということで、玉の木団地

や北新町団地は年間数回の募集期間だったもの

を通年通しての募集を行ったところ、若干入居

される方が増えてきているというふうなことも

ございました。ですので、実際その入居期間中

だけではなくて、やっぱり通年を通して必要な

方もいらっしゃるというふうなことで、その対

応も必要であったというふうなことで、実感し

ているところでございます。 

  ただ、老朽化そのものは当然進行していくわ

けでございますので、現在の一般的な住宅の標

準的な機能というか設備状況、やっぱり市営住

宅は一昔前の状況のような部分もございますの

で、できる限り現状に合わせた改修につきまし

ても力を入れさせていただければと思っており

ます。 

  また、来年度、公営住宅も含めまして、住生

活基本計画ということで、実際の住宅の施策の

指針として活用できるような計画も進めていく

こととしておりますので、そちらも併せまして

実際の公営住宅のボリューム感、必要戸数など

についても検証していきたいというふうに考え

ているところですので、よろしくお願いしたい

と思います。 

  以上です。 

１７番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１７番（佐藤卓也委員） まず初めに16ページの

子育て関係なんですけれども、特に今子育て関

係は入所料無料となっておりまして、少しでも

要は子育てに優しい、国の施策もでもあります

し、少子化対策の観点からも必要でありますけ

れども、滞納分があるというのはやはり公平性

が保たれないと思いますので、私いつも決算で

申し上げますけれども、やはりしっかり払って

もらうものを払ってもらって、そして子育てし

やすい環境を整えていただきたいと思いますけ

れども、もう一度そこら辺の観点について、や

っぱり少しでも集めやすい環境づくりも必要だ

と思うんですけれども、いかがでしょうか。 

山科正仁委員長 ただいまから10分間休憩いたし

ます。 

 

     午前１０時５８分 休憩 
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     午前１１時０８分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

加藤 功子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

加藤 功。 

山科正仁委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

加藤 功さん。 

加藤 功子育て推進課長兼福祉事務所長 ただい

ま佐藤委員より保育所入所負担金ほか収入未済

額の対策につきましてお問合せをいただいてい

るところであります。 

  保育料につきましては、口座振替が基本とな

っております。口座振替不能が分かった時点で、

早めに保護者と連絡を取り、早期の納付、また

は書面、電話等により督促催告を行っていると

ころでございます。 

  滞納者の傾向としまして、パート職、または

休職中の保護者の方もおります。独り親家庭に

おきましても比較的割合が高い状況で推移して

いるようであります。そのような場合、児童手

当から充当するという方法もありますが、同意

を得る必要がございますので、まずそちらのほ

うの相談をさせていただいているところであり

ます。さらに、卒園されている方もおりますの

で、どうしても連絡が取れないでいる方もいら

っしゃいますので、結果的に収納が難しい状況

にある場合もございます。 

  令和４年度におきましては、特に児童手当か

らの充当をあえて強くお願いしてはきませんで

したが、今後の感染状況を考慮しながら、少し

ずつでもお支払いいただけるよう努力してまい

りたいと思います。 

  以上です。 

１７番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１７番（佐藤卓也委員） 分かりました。引き続

き努力をよろしくお願いしたいと思います。 

  また、公営住宅、そして定住促進住宅におき

ましても入居率の低下という問題、そしてやっ

ぱり少し住居が古いのかなという問題もありま

す。これは歳出になりますから、ここではあえ

て言いませんけれども、やはり入りやすい条件

ですよね、そして入っていただくような手だて

もあると思います。先ほど課長のほうからも空

き家対策もありましたとおり、兼ねることがあ

りますけれども、やはりこの新庄に住みたいと

いうものの一つに住宅がございますので、その

方が入っていただければ少しでも使用料が増え

るわけですから、その努力を惜しまないで続け

ていただきたいと思いますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

  私からは以上です。 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

山科正仁委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） 北本町アーケードの撤

去費用の納付金額が令和５年度の歳入のどの款

項目に計上されているか、私自身は把握するこ

とができませんでしたので、委員長の許可が得

られれば質問したいと思いますが、どうですか、

委員長。 

山科正仁委員長 許可いたします。 

１８番（小野周一委員） ありがとうございます。 

  それでは、質問させていただきます。 

  市民の安全・安心な通路確保のため、占用許

可物件として所有している北本町アーケードの

事故防止措置の行政代執行に要した応急処置費

631万4,000円、また解体業務に要した費用

4,620万円、合わせて5,251万4,000円のうち、

昨年度は40万円ほどが納付されたと聞いており

ます。であれば、令和５年度における分納及び

納付の金額はどの款項目に計上されるのか、お

聞きしたいと思います。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 北本町アーケードの行政
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代執行に係る費用の収納についてというふうな

ことで御質問をいただいたところです。 

  小野委員おっしゃいましたように、今年度実

施いたしております解体作業につきましては、

おおむね終了を見ているところでございます。 

  最終的な精算というふうなことで、業者のほ

うとの廃材の数量等の精算というふうなことで

現在作業を進めているところでありますので、

契約金額4,500万円ほどというふうなものにつ

きましては、最終的に確定したものとして、後

ほど原因者のほうへ請求を出させていただくと

いうふうなことで、準備を進めたいと思ってい

るところです。 

  また、昨年実施いたしました危険防止の作業

につきまして、631万4,000円に関しましては、

納付期限を区切りまして原因者のほうへ請求を

出したところでございますが、納付期限を過ぎ

ても納入がなかったというふうなことで、今年

度に入りましても原因者に向けて支払うよう協

議を進めてきたところでございます。 

  その中で、令和４年度分の支払金額というふ

うなことで、市としましてもその納入に関しま

しては原則全額の納付を要求してきたところで

ありますが、会としての今年度納入金額が限ら

れているというふうなことで、まずは40万円の

入金をいただいたところでございます。 

  実際の収入の款項目に関しましては、21款諸

収入の雑入、弁償金というふうな部分が記載さ

れる部分となってくるかと考えております。 

  その中で、令和５年度の予算額に関しまして

は予算計上していないというふうなことであり

ますけれども、令和４年度分の調定額に関しま

しては、先ほどお話ありました40万円を差し引

いた部分に関しまして、滞納繰越として令和５

年度分の中に入ってくるというふうなことで考

えております。 

  また、現在進めております解体費用につきま

しても、額が確定した段階で収入の調定を起こ

しまして、その時点からの記入というふうなこ

とになろうかと思います。 

  また、その費用の回収につきましても、継続

的に今後もしっかりと原因者に向けて請求を継

続していきたいと考えておりますので、よろし

くお願いしたいと思います。 

  以上です。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

山科正仁委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） 実は、今年は選挙の年

であります。我々も市内を回っていると、あの

アーケードの処理にかかった費用はどうなって

いるんだということをよく聞かれます。そうい

うこともあって、款項目に載っていなかったの

で質問したわけでございますので、やはり課長

が言ったとおり、その都度請求していただきま

して、税の公平性を考えてやっていただきたい

という思いで質問したわけでございますので、

今後とも、難儀だとは思いますけれども、よろ

しくお願いしたいと思います。 

  そして、この解体、除去に当たっては、町内

会と、また商店街の連名で、アーケード除去に

関しての要望書が出されておりましたね。この

アーケード除去後、関係者からどのような声が

市役所のほうに届けられているか。感謝の声も

あれば、お聞かせいただきたいと思います。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 北本町のアーケードの代

執行で、今年度実施しております解体の作業に

つきましては、原因者であります協同組合北本

町昭和会、また、その施設を利用している北本

町の町内会の方から、解体に先立ちまして要望

書を頂いていたところでございます。このこと

も受けまして、議会の中で解体に関する予算を

補正予算として御可決いただきまして、実際に

解体作業を実施して、おおむね完了の見通しが

ついたというふうなことでございます。 
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  実際に当時要望されました原因者、また町内

会の３者連名による要望書を頂いたところであ

りますが、その方々からの正式な形でのコメン

トというふうなものは今のところいただいてい

ないというふうなことでございます。ただ、町

内会等の個人的な方との会話の中で、「ああ、

よかったな」というふうなことで安心される言

葉などは個別にいただいている方もいらっしゃ

るというふうなことで、御理解いただければと

思っております。 

  以上でございます。 

山科正仁委員長 よろしいですか。（「はい」の声

あり） 

  ほかにございませんか。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

山科正仁委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） ２点質問させていただ

きます。 

  予算書13ページ、１款市税２項市たばこ税４

目市たばこ税の市たばこ税について質問いたし

ます。 

  調定見込額で、本数見込み、見込金額も増え

て、昨年度より5,300万円増えているんですけ

れども、どのように見込んでそのようになった

のか、教えてください。 

  あともう一つなんですが、歳入のページを見

ていて、これは何なんだろうというふうに思っ

たのがあったんですけれども、予算書25ページ、

16款県支出金２項県補助金４目農林水産費県補

助金の弾薬購入経費支援事業費補助金というこ

とで、鳥獣被害対策のものではあるかと思うん

ですが、どういったものなのか教えてください。 

佐藤 隆税務課長 委員長、佐藤 隆。 

山科正仁委員長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 たばこ税のお話でございます。 

  一般論、全国の傾向といたしましては、売上

本数は減っている、売上金額も減っているとい

う傾向を示してございますが、新庄市といいま

すか最上郡内において、令和３年度、令和４年

度は増加傾向を示してございます。理由といた

しましては、販売しているところが増えている、

コンビニエンスストア、ドラッグストア、そう

いうことで増えているのではないかというふう

なたばこ販売業者の、我々も同じなんですけれ

ども、推定でございます。したがいまして、増

加傾向というふうなことで予算を編成させてい

ただいたというふうなことでございます。 

  それから、もう１点あるのは、加熱式たばこ

も結構増えてきてございまして、それも増加傾

向の一因であるというふうに分析してございま

す。 

  以上でございます。 

柏倉敏彦農林課長 委員長、柏倉敏彦。 

山科正仁委員長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 予算書25ページの弾薬購入経

費支援事業費補助金について御質問をいただき

ました。 

  こちらにつきましては、新庄市鳥獣被害防止

対策協議会が行います射撃訓練、それから受講

経費を支援するものでございまして、射撃訓練

の際に弾薬を使うということで、こういう名称

に変わっておりますが、必ず講習を受けなけれ

ばならないということになっておりますので、

その実経費を助成するものでございますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

山科正仁委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） 市たばこ税の件で、当

市の場合は令和３年も令和４年も増えていると

いうことで、全国の流れとちょっと違っている

んだなというふうに、分かりました。増えてい

るということで、上がっているということで、

分かりました。 

  あと、弾薬購入経費、こちらは鳥獣被害対策

協議会ということなんですけれども、猟友会の

方がそういった練習をするものなんでしょうか。 
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柏倉敏彦農林課長 委員長、柏倉敏彦。 

山科正仁委員長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 実際にはその協議会に入って

いらっしゃいます猟友会の会員が、猟銃免許、

いわゆる銃の保持免許を持っているわけですけ

れども、そちらの方が実際に講習を受けて、弾

薬を撃つ際のその弾薬経費ということでござい

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

山科正仁委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） 分かりました。 

  結構猟友会の方々の人数も減ってきていると

いうお話なんですけれども、またちょっと別の

ところではいろいろ、ちょっと話が違ってくる

かもしれないんですが、カモ撃ちとか、何とか

いろいろしているところもあるんですけれども、

市有地内に鉄砲の痕、薬きょうが捨てられてい

てと、そういった話も聞くんですけれども、や

っぱり鳥獣被害ってすごく大事なことだと思う

んですが、また講習も受けていただきながら、

マナーも守っていただきながら、頑張っていた

だきたいなと思います。 

  以上で終わります。 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 ほかに質疑なしと認めます。よ

って、歳入については質疑を終結いたします。 

  次に、一般会計歳出について質疑ありません

か。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） ページ数33ページの歳

出、２の総務費、１目一般管理費の職員給与費

の部分だというふうに思っております。ここの

中に、東京オリンピック・パラリンピックなど

で問題となっている会社への研修の費用が入っ

ていると推察されるのですけれども、その部分

について、次年度もされる予定なのか、お聞き

したいです。 

  ２点目は、38ページ、２総務費の１項総務管

理費の移住・定住促進事業費についてです。こ

の内容について、次年度、新たな取組などがあ

ればお知らせください。 

山科正仁委員長 暫時休憩いたします。 

 

     午前１１時２４分 休憩 

     午前１１時２６分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

西田裕子総務課長 委員長、西田裕子。 

山科正仁委員長 総務課長西田裕子さん。 

西田裕子総務課長 職員給与費の件についての御

質問ですが、内容としては市が行っている電通

への派遣に関する費用がこちらに含まれている

のではないかといったような趣旨かと思います。

その件につきましては、まず職員給与費につき

ましては、電通派遣を行っている職員の給与は

この中に含まれているといった状況ですが、電

通派遣への派遣費のようなものは含まれていま

せん。電通派遣につきましては、研修費といっ

た事業費はありませんが、予算書の中では33ペ

ージの２款１項１目一般管理費の中の総務一般

管理事業費の下から５番目に普通旅費とありま

すけれども、この普通旅費の内容が電通派遣職

員の旅費といったような内容になっております。 

  内訳としましては、帰任旅費であったり、そ

れから赴任旅費であったり、それから毎月定例

報告に市に帰ってまいりますので、その定例報

告のための旅費、それから現場で、電通の建物

の中だけではなく、様々なところに行き、職員

と一緒に現地取材であったり現地研修であった

りということもありますので、そういった旅費

等も全て含めての旅費ということになっており

ます。 

  そのほかに、職員が借りております官舎がご

ざいます。官舎につきましては財政課のほうか
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らお答えさせていただきます。 

  来年度も予定があるのかといった御質問です

けれども、現在のところ来年度も派遣する予定

でおります。 

  以上です。 

川又秀昭総合政策課長 委員長、川又秀昭。 

山科正仁委員長 総合政策課長川又秀昭さん。 

川又秀昭総合政策課長 それでは私のほうからは、

移住・定住促進事業費の中での令和５年度の新

たな事業があるかというふうなところでの御質

問になりますけれども、移住・定住につきまし

ては、主要事業の概要のほうにも掲載させてい

ただいておりますけれども、移住世帯住宅取得

助成金ということで、以前も申し上げましたけ

れども、新たに若者住宅の取得事業のほうの組

替えをさせていただきまして、県外からの移住

世帯に対して100万円の住宅取得の助成を行う

というふうなものになっております。 

  もう一つ、新規の事業といたしまして、移住

体験交通費助成金というふうなところで、予算

書のほうにもございますけれども、こちらにつ

きましては、昨年来といいますか、今年度も実

施しております移住体験プログラム、今年度は

あまり参加状況がよくなかったわけですけれど

も、そちらをまた来年度企画する中で、この移

住体験プログラムに参加するための交通費を助

成するというふうなことで、往復の交通費の実

費相当分のうちの上限２万円分というふうなこ

とで、助成するものでございます。 

  また、新庄市に来られた場合にレンタカーを

借り上げて地域内を移動するというふうな場合

に、借り上げ経費の２分の１を乗じた金額、ま

たは上限6,000円のいずれかを助成するという

ふうなことで、関係人口の創出を目指すために

も、そういった形で移住体験に来られる方を支

援していきたいというふうに考えているところ

でございます。 

  以上でございます。 

荒澤精也財政課長 委員長、荒澤精也。 

山科正仁委員長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 先ほどの電通の派遣の部分で、

公舎借上料というようなことでございますが、

年間で132万円の公舎借上料となってございま

す。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） 一番最初の電通の件な

んですけれども、研修は本当に大切だと思って

おります。毎年やっていることなので、それは

大切な事業だと思っております。ただし、行っ

た方が肩身が狭くなるようなことだけはないよ

うにしていただきたいなというふうに、そうい

う思いで質問させていただいた次第でございま

す。ぜひとも御理解のほどよろしくお願いいた

します。 

  ２点目の移住についてなのですけれども、一

般質問でもさせてもらった内容です。コロナか

ら脱却してから、これからやはり注目されたり、

若い人たちが移住したいというふうな思いを持

ってくださる方もいらっしゃると思いますので、

ぜひとも頑張っていただきたいなと思っており

ます。 

  ３点目になります。38ページの一番下、ふる

さと納税事業費の中のどこに入っているかちょ

っと分からないんですけれども、返礼品のこと

についてお尋ねしたいと思います。 

  返礼品は、他市でも問題となっていますよね。

企業などの選定の透明性などを図る点では、ど

のようにお考えなのか、ぜひともお聞きしたい

です。よろしくお願いします。 

川又秀昭総合政策課長 委員長、川又秀昭。 

山科正仁委員長 総合政策課長川又秀昭さん。 

川又秀昭総合政策課長 ふるさと納税の返礼品の

事業者の件の御質問かと思いますけれども、ふ

るさと納税の返礼品につきましては、全国的に

は違反等が報道されているようなケースがあり
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ますけれども、新庄市におきましては、以前も

申し上げたかと思いますけれども、事業者登録

の際の規律、規範につきましては、きちんと書

類を提出していただくとともに、聞き取り等も

行う中で確認をさせていただいているというふ

うな状況でございまして、今年度も、先日の一

般質問でも申し上げましたけれども、２社登録

が増えまして、57事業者となっているところで

ございます。 

  県内で起きた事件につきましては、返礼品の

登録事業者というよりは、事業所が市内になか

ったというふうな事件が起きたわけですけれど

も、その部分につきましても、会社の所在地が

市内にあるかどうかというふうな部分について

は、本市におきましてはしっかりと登録の時点

でチェックをさせていただいておりますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

  以上でございます。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） 市のイメージにも関わ

ってくるので、ぜひとも確認のほどよろしくお

願いいたします。 

  次に参ります。 

  42ページの２の総務費、一番最後のところに

なります。防犯灯ＬＥＤ化事業費補助金につい

てです。現在、全体の何％になっているのでし

ょうか。 

  それと、昨年はお願いしても予算は終わった

という話も結構あったので、本年度については

どのぐらいの見込みで、全体の何％ぐらいまで

しようと思っていらっしゃるのか、お聞きした

いです。 

小関 孝環境課長 委員長、小関 孝。 

山科正仁委員長 環境課長小関 孝さん。 

小関 孝環境課長 では、防犯灯ＬＥＤの助成事

業についてお答えいたします。 

  現在、そのような形で防犯灯をＬＥＤに新設

もしくは更新を行う際に助成金、電気料も含め

てということで行っておりますが、まずは令和

４年度、今時点での実績でございます。全体の

ＬＥＤ化率は84.4％、昨年度末が82.5％だった

ので、それに対して約２％増しということにな

ってございます。 

  それと、町内からの要望に対して補助を行っ

ている事業でございますが、あらかじめ今年度

は要望を一部お伺いしている部分がありますの

で、その分も含めましての予算編成ということ

で、ただ、このように84.4％というふうに数字

は向上しておりますので、こちらのほうで予算

化する額もそのことも踏まえながら編成してい

るものというふうに御理解いただきたいと思い

ます。 

  以上です。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） 84.4％というのはかな

り高いと思っております。本当に努力のかいが

あるなというふうに思っております。ＬＥＤは

電気の使用量も少ないので、つい最近の電気料

の高騰については有効だと思いますので、ぜひ

とも普及に向けて頑張ってください。よろしく

お願いいたします。 

  次に参ります。 

  47ページ、２の総務費、３項戸籍住民基本台

帳費のマイナンバーカードについてでございま

す。現在の保有率を教えてください。 

  また、次年度の取組について、新たなものが

あればお聞きしたいです。よろしくお願いしま

す。 

伊藤幸枝市民課長 委員長、伊藤幸枝。 

山科正仁委員長 市民課長伊藤幸枝さん。 

伊藤幸枝市民課長 マイナンバーカードの交付率

につきましては、２月末で新庄市は68.8％とい

うことになっております。 

  これに対し、申請率が84.1％ということで、
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２月末の締切りまでに随分と駆け込みで申請い

ただいた方が多くございました。 

  来年度の課題といたしましては、なかなか来

庁が難しい方に対して、こちらから出向いてい

くような申請方法を取って、交付率の向上につ

なげてまいりたいと考えております。 

  以上です。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） 病院とかでも何かいろ

いろされているというお話を聞いたりしており

ます。携帯電話屋でもしていただいたり、なか

なか企業でも協力体制が整ってきたんではない

かと思っております。84.1％というのは、やは

り県内でも結構高いほうではないかなというふ

うに、68.8％の保有率ということもなかなかす

ばらしい数字だと思っておりますので、今後と

もよろしくお願いいたします。 

  次に参ります。 

  ページ数81ページ、７商工費１商工費という

ことで、下から２番目の移動販売車両購入支援

事業費補助金についてでございます。本年度の

実績はどうだったのか、次年度に向けて何かほ

かに取組、対象を広げるとか、そういうことを

お考えなのか、お聞きしたいです。 

小関紀夫商工観光課長 委員長、小関紀夫。 

山科正仁委員長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 いわゆるキッチンカーに

ついての御質問でございます。こちらのほうで

すが、今年度の実績といたしましては３件、導

入の補助の実績がございました。 

  来年度につきましては、予算のほうが今年度

と比べまして半分程度になってございますが、

この部分につきましては、国の交付金を充当さ

せていただいた事業でしたので、ここのところ

は全て一般財源で来年度については賄うという

ような予定になってございます。台数は同じく

３台というふうに予定してございます。 

  以上でございます。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） 本年度は３台というこ

とで、来年度も３台の予定ということですね。 

  でしたら、そのことについてはもう周知され

ているとお考えなのか、再度お願いいたします。 

小関紀夫商工観光課長 委員長、小関紀夫。 

山科正仁委員長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 一応３台という形で予算

のほうは計上させていただいておりますので、

予算のほうを御可決いただきましたら、早急に

周知を図ってまいりたいというふうに考えてご

ざいます。 

  以上でございます。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） では、周知のほうをよ

ろしくお願いいたします。キッチンカーが増え

て、若い方が仕事をしやすくなったらいいんじ

ゃないかなと、独立しやすくなったらいいんじ

ゃないかなと思っておりますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

  次に参ります。 

  83ページの７商工費１商工費の一番上のラッ

ピングトラックについてお聞きしたいと思いま

す。 

  ラッピングトラック、とてもきれいで、新庄

まつりのＣＭになっていると思っているのです

けれども、横、サイドだけなんですよね。後ろ

のほうにラッピングされているトラックもこの

頃よく見かけるので、その点についてはどのよ

うにお考えなのか、お聞かせください。 

小関紀夫商工観光課長 委員長、小関紀夫。 

山科正仁委員長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 ラッピングトラックの後

方の部分の貼り方というか、シートの部分でご

ざいますけれども、今のところは現状のままと



- 182 - 

いうふうに考えてございます。 

  ラッピングトラックのほうですが、我々新庄

まつりのほうを施行させていただいてからかな

り年数が経っておりまして、その間、やはり周

りの市町村、他の自治体でも様々なＰＲ効果を

狙って、ラッピングトラック等々を実施なさっ

てきたわけでございますが、我々担当課のほう

といたしましては、ある一定程度の効果は出て

きたのではないかというふうに考えてございま

して、現状の台数等々を維持しながら、もうし

ばらく様子を見ていきたいというふうに考えて

ございます。 

  以上でございます。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） ＣＭ的に有効性がある

と私も思っております。台数を増やすというこ

とではなく、もし貼り替えるような予定がある

ようなことがありましたら、後方のほうにもも

しできるような技術があればということでお聞

きいたしました。可能性についてお聞かせくだ

さい。 

小関紀夫商工観光課長 委員長、小関紀夫。 

山科正仁委員長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 後方のドアの部分のシー

トを追加して貼るという形になりますと、当然

それなりに経費もかかってまいります。そこら

辺も全て総合的に勘案しながら、実際に貼り替

える機会が出てきましたら、検討させていただ

きたいと思います。 

  以上でございます。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） 後ろの車は見る機会が

多いと思いますので、もしできるようだったら

いいなというふうに思いますので、ぜひともそ

の点、御検討ください。 

  最後になります。94ページの８土木費の準学

生寮供給促進事業費補助金についてです。説明

会があったということはお聞きしたのですけれ

ども、その後の進捗状況などが分かれば教えて

ください。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 準学生寮供給促進事業費

補助金というふうなことで御質問いただいたと

ころです。 

  委員おっしゃいますように、前段で事業者向

けの説明会を実施させていただいたところです。

その中で、二十数名ほどの参加をいただきなが

ら、その後、希望される方にエントリーをして

いただいたところです。エントリーをしていた

だいた方が８件ほどいらっしゃったかと思って

います。その後、物件ごとに現在協定を結ばせ

ていただいている県、また山形県の住宅供給公

社と市でその物件の調査、またオーナーとのヒ

アリング等も実施させていただいたところです。

現在、そのオーナーの方とのヒアリング等の中

で、来年度に向けての事業の考え方などを改め

て相談をさせていただいているというふうなこ

とでございます。 

  ただ、実際に８件ほどのエントリーはいただ

いたのですが、物件を見させていただいた中で、

なかなか建物の耐震性だったり使われ方だった

りを考えると、かなり費用がかかってしまいそ

うだなというふうな物件もございまして、オー

ナーの方とその辺の費用の関係、またこれから

の事業の進め方なども含めまして相談をさせて

いただいているというふうな状況でございます。 

  実際に来年度事業を実施していただける方に

関しましては、今後、その調整をさせていただ

いた後に実際の申請等の行為に進展する方に向

けて改めて内容を精査させていただきたいとい

うふうに考えているところです。ぜひその辺も

含めまして検討していただきたいというふうな

ことでお願いをしているところでございますの
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で、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上でございます。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） やはり利活という点で

有効性が高い事業だと思っておりますので、せ

っかく８人も手を挙げてくださったのであれば、

やはり実現に向けてぜひとも動いていただけた

らと思っております。もちろん動いているのは

重々承知なのですけれども、郡部でももうかな

り進んでおりまして、そういう部分でも新庄市

で遅れを取らないように、ぜひとも頑張ってい

ただきたいという思いで質問させていただきま

した。 

  以上でございます。 

山科正仁委員長 ただいまより１時まで休憩いた

します。 

 

     午前１１時４７分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  ほかに質疑ございませんか。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） よろしくお願いいたし

ます。市議会議員として最後の予算委員会にな

ろうかと思います。 

  初めに、聞きたい款項目だけ申し上げますの

で、よろしくお願いいたします。 

  予算書69ページ、４の２の１、合併処理浄化

槽に係る補助金。 

  次に、予算書73ページ、75ページ、77ページ

の農業振興費、畜産業費、水田農業対策費。 

  次に、予算書83ページ、７の１の３、観光費、

新庄まつり実行委員会負担金。 

  それから、関連しますが、ラッピングトラッ

クの委託料。 

  次に、91ページ、８の４の１、エコロジーガ

ーデン周辺道の駅造成事業工事。 

  続きまして、予算書109ページからの社会教

育費。 

  時間があれば、予算書36ページ、２の１の６

財産管理費の修繕料。 

  よろしくお願いいたします。 

  初めに、予算書69ページ、４の２の１の中の

合併処理浄化槽設置整備事業費補助金、この中

身は、個人が例えばトイレ、条件が合えばです

けれども、しかも公共下水道の用途地域以外と

いうところに初期費用を補助する事業と思いま

す。例えば、私がこの春先に相談を受けた件が

１つあります。地元の公民館のこれまでくみ取

り式のトイレを、条件が合っておりますので、

合併処理浄化槽に切り替えたいと。個人とは違

って、まとまったグループというか、公民館で

すので、その辺、この事業でカバーできるのか

どうか。合併処理浄化槽に係る部分の補助の体

系を説明しつつ、その辺をお答えいただければ

と思います。 

矢作宏幸上下水道課長 委員長、矢作宏幸。 

山科正仁委員長 上下水道課長矢作宏幸さん。 

矢作宏幸上下水道課長 現在、合併処理浄化槽に

つきましては、委員おっしゃるとおり公共下水

道区域と農業集落排水区域以外の市内全域、あ

と公共下水道で当面着手できない箇所について

は合併浄化槽の補助金の対象となっています。 

  内容としましては、主に自ら居住する住宅を

対象に、合併処理浄化槽を設置する費用の一部

を国の補助金とか、あと県の補助金を活用して

行っております。 

  質問の公民館についてなんですけれども、現

在、主に個人の住宅の新築、あとは改築、あと

は単独浄化槽から合併浄化槽への切替え、この

３点について補助金を交付しているというよう

な状態です。公民館につきましては、地域活動

の拠点でもありますので、現在要綱など内容に
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ついて検討する必要があるのかなというふうな

ことを今考えているところでございます。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 私はこれまでも１期目

でトイレの問題から始まり、この春、トイレの

問題で終わるのかなと思いますが、公共下水道

の用途区域の大幅な見直しがかけられまして、

特に私の地元のことで恐縮ではあるんですが、

農集でカバーできない国道13号線沿いの集落で

ありますとか、そこは既に新庄市の公共下水道

の恩恵を受けられない。下水処理を何のために

するのかと。一言で言うと、人が暮らすことに

よって汚れた水をきれいにして河川に戻すとい

うことですね。個人の場合は、今課長から答弁

があったように多分国、県、それから市の流れ

で、おおむね事業費の半分程度は、上限はある

かもしれませんが、カバーできると。公民館と

いうと多分総合政策課、もしかして社会教育課

あたりも、修繕費的にはその辺の事業をカバー

できるのかもしれませんが、やはり新しく公共

下水道事業、まだまだ時間がかかりますけれど

も、その用途区域でない方々にも十分な行政の

支援は私は必要だと思います。今、課長の答弁

の中で、要綱の見直し等を含めた部分の答弁が

ございましたが、やはりもう少しきめの細かい

対応が必要かと思われますが、どうでしょうか。 

矢作宏幸上下水道課長 委員長、矢作宏幸。 

山科正仁委員長 上下水道課長矢作宏幸さん。 

矢作宏幸上下水道課長 確かに公共下水道の整備

のスピードなんかが遅い中で、区域以外の農集

も含めて、以外の部分についても先ほど委員お

っしゃるように本来の目的は公共用水域の水質

の保全、あとは生活環境の改善というふうにな

っております。そういったことを含めますと、

これまでは個人の住宅を対象に、国と県の補助

金を活用してきたわけですけれども、公民館等

の公共的な施設、地域の拠点でもありますので、

現在は公民館の改築なり修繕なりというふうな

補助金の要綱などもあるわけですけれども、そ

の辺などとも整合を図りながら、いい方向に検

討していければなというふうに思っているとこ

ろです。 

  以上です。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 今々即答しろというわ

けではございませんが、いい方向、いい方向と

いうとやっぱり……。 

  あとは、この話題からは若干ずれてくるんで

すが、昨年度から農集の部分の料金の見直し体

系が変更という中で、やはり公共下水道の料金

体系に合わせると。ただ、前提として、合併処

理浄化槽を独自で設置しながら、維持管理費の

部分でいくと、どうしても個人での、合併処理

浄化槽の維持管理の部分も多少値段の開きが出

てきますので、その辺、併せて検討いただけれ

ばというふうに思います。 

  次に、予算書の73ページから77ページ、農業

の経営に関わる部分のところです。今年度、生

産資材の高騰、それから畜産に関わる部分の餌

代の高騰、スピード感を持って対応していただ

いたことには私も感謝しております。 

  ただ、この春からはまた今度動力系、つまり

電気料金の大幅な引上げが予想されております。

予算書を拝見したところ、支援の新しいメニュ

がちょっと見つけられなかったもんですから、

当初予算で盛り込むには、どういったところへ

の支援をどんなふうにするのかという設計と、

それから財源等の確保という大きな問題がある

かとは思いますが、来年度以降の農業の支援、

今のところで結構ですので、どのようなお考え

をお持ちなのか、お伺いいたします。 

柏倉敏彦農林課長 委員長、柏倉敏彦。 

山科正仁委員長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 ６款の部分で農業支援策、ど
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のように考えているのかというようなことで御

質問いただきました。 

  当初予算段階では、まずは補助事業のほうで

採択を見込めるものの予算を計上しております。

それから、緊急的に費用の上昇分の補塡事業で

ありますとか、そちらの部分につきましては国

の動向を現在注視しながら、その時々で財源充

当を考えながら行っていきたいと思いますが、

現在、国でも電気料等の高騰対策については議

論されているという状況でございますので、そ

ちらも動きを見ながら、的確に判断していきた

いというふうに考えております。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 的確に判断していくと

いうことで、私は一定の安心感があるんですが、

やっぱり農家の場合、もう市長をはじめ職員の

皆さんお分かりのとおり、生産費の価格上昇部

分を最終的に農産物の販売額になかなか影響し

づらいと、これは一般論としてあります。米に

限って言えば、昨年の農家の仮渡しの時期です

から、９月末、それから10月末あたりが一番の

底値であろうと。それから時間が経過して、春、

桜の頃には令和３年度分ぐらいの米価に戻るの

ではないかなという見立てもあります。ほかに、

新庄市も力を入れておりますが、ニラとかネギ

とか、あと山菜系もこの頃非常にいい値段で推

移しています。ただ、残念なことに化学肥料、

それからエネルギー系は海外からの依存による

ものですので、当面高止まりという状態が続き

ます。ここは農業を営む上で大事な線でござい

ますので、しっかりとした制度設計をお願いし

たいというふうな声も聞いていますので、いか

がでしょうか、その辺は。 

柏倉敏彦農林課長 委員長、柏倉敏彦。 

山科正仁委員長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 今年産の肥料高騰分の春肥に

ついては、現在助成の申請が終わっておりまし

て、今後交付される見込みというようなことに

なっております。 

  また、再生産費を割る販売額ということで、

現在国のほうで基本法の見直しがされておりま

す。これまで農産物については市場依存型の価

格形成というようなことでございましたが、そ

れでは再生産費を上回ることができないだろう

と、持続可能な農業を営めないだろうというこ

とで、現在その議論も進んでおりまして、秋頃

には法律の改正案が示されるのではないかなと

いうふうに考えてございますので、その辺につ

いてもこちらのほうでも意見を述べる機会がご

ざいますので、その場、その場で要望をしてま

いりたいというふうに考えております。 

  以上です。 

山尾順紀市長 委員長、山尾順紀。 

山科正仁委員長 市長山尾順紀さん。 

山尾順紀市長 農林課と協議している中で、先日

の一般質問の中にも農家の疲弊、あるいは酪農

の、牛乳の問題とかが出てきておりますので、

緊急を要する部分もあるのかなというふうに解

釈しております。そのことについては、今後と

も国の動向以前に市独自でやはり農家の方々が

目標を持って生産に取り組めるというような支

援はしっかりさせていただきたいなと思ってお

りますので、よろしくお願いします。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 今市長が心強い答弁を

されたので、農業はあとやめますが、本当に農

家の皆さんは切実でございますので、よろしく

お願いいたします。 

  次に、商工観光費になります。先ほど歳入の

部分でも若干触れましたが、まつり実行委員会

への負担金、それから先ほど庄司委員がラッピ

ングトラック、もう少し増やしてはというよう

な趣旨の質問をされましたが、私はちょっと逆

のスタンスからです。 
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  昨年３月、一般質問で、限られた職員定数、

定年の引上げ等は始まりつつも、やはり人口減

少の中で職員の方たち、ちゃんとした定員管理

の下でやろうという流れですが、やはり事務事

業の数が多過ぎるんですよ。去年の新庄まつり

のときも、新庄まつりに関わる各団体からの要

請と、新庄まつり実行委員会には新庄市の関わ

りは事務局という立場ではございますが、職員

の方々が非常に苦労されているのを私目の当た

りにしています。まつりに１か月、２か月取ら

れたからといって本来の業務を怠るわけにはい

かないので、非常に負荷になっているのかなと。 

  ここで私が申し上げたいのは、今すぐにとい

うのは非常に難しいのですが、ある程度まつり

に係る部分の事業を実行委員会のほうに、つま

り民間のほうに移管してはいかがかということ

です。事務局として関わっている部分で、まつ

りに関して幾ばくかの負担金はこれは一般会計

から充当しても仕方ない。百年の大計、今提案

いただきましたが、新庄市民全体の宝というこ

とですから。ただ、これから予想されるのは非

常に大きな問題。課長もお分かりかと思います。

例えば運行経費にしろ、もうこれまでと違う。

あとは、まつりを伝統文化と捉えたときに、そ

の継承に関しては、教育委員会所管で事業を行

っていただいていますが、やはりこれはある程

度区切りをつけて、民間に任せる部分は任せる

んだというような考えもありますので、その辺

の考え方はどうなのか、お示しいただければと

いうふうに思います。 

小関紀夫商工観光課長 委員長、小関紀夫。 

山科正仁委員長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 まつりの実行委員会の事

務局体制の在り方ということで御質問をいただ

いたわけでございますが、今委員おっしゃられ

た内容につきましては、担当している我々とし

ても痛いほど痛感してございます。ただ、現状

といたしまして、まつり委員会からまつり実行

委員会に変わった変遷、それから今までのまつ

りが始まった経緯等々ございますので、そうい

うところも総合的に勘案しながらという形にな

るかとは思いますが、今委員のほうからおっし

ゃられました民間のほうに移行してはどうかと

いうのは、当然我々としてもそういうふうな形

でまつりを民間主体でやっていただくのがやは

り一番いい形ではないかというふうには考えて

ございます。ですので、当分の間は我々行政の

ほうとしても関わり合いは当然していくべきも

のであるというふうには考えてございますし、

当然負担金を支出しているという立場もござい

ますので、すぐすぐという形ではございません

が、様々事務局も今現在は３団体のほうで協働

しながら進めてございますので、そこら辺も相

談させていただきながら、よりよい体制のほう

はこれからも検討してまいりたいというふうに

考えてございます。 

  以上でございます。 

山尾順紀市長 委員長、山尾順紀。 

山科正仁委員長 市長山尾順紀さん。 

山尾順紀市長 ラッピングトラックの件が御提案

ありましたけれども、予算上は原状回復という

ようなことで、減らす方向で今考えているとい

うことです。どこかでスクラップをしていかな

いと、予算的には無理だというようなことで、

担当課のほうにはこれまでのような形ではなく、

先ほど課長の答弁にありました、ある一定程度

宣伝効果はあったんではないかということで、

５年ぐらいしたラッピングについては剝がして、

原状回復というようなことでお返しするという

ことで来年度は考えておりますので、徐々に縮

小してまいりたいというふうに考えております。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 縮小ということで、安

心しています。もうカバーし切れない。まつり

以外にも新庄市をアピールするという観点でラ
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ッピングトラックの委託を始めて、これはもう

経過して、一定の効果はもう出ている。同じ予

算を充当するのであれば、総合政策課あたりと

連携して、デジタル技術を生かした、より若者

の目に留まるようなアピールのほうがより効果

的ではないかなと思っていましたので、よろし

くお願いいたします。 

  次に、エコロジーガーデン周辺道の駅という

ことで、事業費が出ておりますが、7,600万円、

この中身を教えていただければと思います。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 エコロジーガーデン周辺

道の駅の来年度予算の中身について御質問いた

だいたところです。 

  来年度の事業につきましては、こちら記載し

てありますが、道の駅の造成工事というふうな

ことで、これまで今年度設計、また用地の獲得

というふうなことで、事務を進めさせていただ

いたところです。 

  用地のほうも、先日の議会の中で御可決いた

だいた案件につきましても、本契約をいただき

ながら、現在所有権の移転登記の事務作業中と

いうことで、今週もしくは来週の頭ぐらいには

登記が完了するのかなというふうに思っている

ところです。 

  今年度におきまして用地の確保ができたとい

うふうなことで、来年度、継続して設計業務を

行っていくわけでございますけれども、その中

で造成に関係する開発許可の手続の事務を行い

まして、その許可を得た段階で造成工事に入っ

ていくというふうな予定としております。 

  来年度の事業費に関しましては、この造成に

係る費用ということで、今現在の用地は農地で

ありましたので、表面の土を剝がしながら、新

たに盛土を行うというふうなことで、浸水想定

区域の中でございましたので、その高さをクリ

アできるような高さに造成、盛土を行うという

ふうなことで、その盛土の部分の工事費という

ふうに考えております。 

  この中で、盛土の用土に関しまして、これま

でも御説明させていただきましたけれども、国

土交通省の河川改修事業の発生土を利用したい

というふうなことで、現在も国交省と協議をさ

せていただいている最中でございますが、来年

度発生する用土の状況を見ながら、なるべくい

いところの土を提供いただきたいというふうな

ことで、現在国のほうとも調整をさせていただ

いているところでございます。 

  実際には７月か８月頃から搬入ができればと

いうふうに思っておりますが、降雪前まで、11

月頃までには盛土が完成できるような形で進め

たいというふうに考えているところです。よろ

しくお願いいたします。（「費用は」の声あり） 

山科正仁委員長 どうぞ。 

長沢祐二都市整備課長 すみません、付け加えさ

せていただきます。 

  このたびの費用につきましては、市が業者の

ほうに発注する費用ということで、全体の費用

を見込んでおります。 

  最後に、国のほうとの整備区分の割合に関し

まして、後から国のほうから国の負担分に関し

ては市からの請求をもって精算をしていただく

というふうなことで進めるということになって

おります。 

  また、国との協定の関係でございますが、基

本設計が完了した形で現在協議をさせていただ

いたところでありますけれども、前回、全員協

議会のほうで説明をさせていただいた、国が２

割、市が８割というふうなことで、暫定的な数

値としておりましたけれども、基本設計の図面

に基づいて、国が４、市が６というふうなこと

で、おおむねそのような形での割合に変更する

ということで御了解いただいているところです。 

  なお、その具体的な数字、変更協定につきま

しては、実施設計の中でまた若干数字が変わり
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ますので、確定した後で変更協定を結ばせてい

ただくということで協議を進めているところで

ございますので、この辺もよろしくお願いした

いと思います。 

  以上です。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 今、次に聞こうかなと

思ったところまで入れていただきました。昨年

の７月だったかと思いますが、全協で示した建

物に関しては５対５、駐車場その他に関しては

今おおむね課長がおっしゃられたように国が４、

市が６ということで、当初のトータルの事業費

に関しても、資材等の高騰のこともあって、若

干の変更はあるにしろ、７月に説明を受けた中

身で行けるんだという捉え方でいいですね。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 昨年、用地の取得に関し

ての補正予算をさせていただくときに、前段で

概算の費用をお示ししたところでありますけれ

ども、そのときにお示しさせていただいた負担

割合は国が44、市が56程度だったかと思います。

その時点からの費用負担、そのときの資料から

いいますと１億3,800万円ほどだったかと記憶

しておりますが、今回改めて４対６の割合で試

算してみましたところ、おおむねそれと同額程

度、若干少なくなっている、今現在の状況でご

ざいます。今後、その数字に関しましては、ま

た詳細のところ、変更になる部分はありますけ

れども、おおむねその形での進め方で行けるだ

ろうというふうなことで考えているところでご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 次に、ちょっと款項目

わたるんですが、社会教育費の中で市有施設の

主に指定管理で維持している分でございます。 

  前段、農業のところでも触れましたが、既に

光熱費の値上がりは確定でございまして、恐ら

く今年度も補正等で出されて、対応されている

のかと思いますが、この当初予算の考え方です。

それぞれの施設の利用料金というのはもう条例

で決まっていますね。ところが、残念ながら費

用の部分は、もう燃料も上がり、電気料ももっ

と上がるんですよ。その部分をどうするかです。

つまり、委託料に含めるのか、それとも維持管

理する部分のコストの上昇は利用者の負担にな

るのか、基本的なところをちょっとお伺いいた

します。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

山科正仁委員長 社会教育課長渡辺政紀さん。 

渡辺政紀社会教育課長 私どもの社会教育課で所

管している施設の運営経費の部分についてでご

ざいますけれども、そちらにつきましては、基

本的に指定管理の委託料の中で増額という形で

対応させていただきたいと思っているところで

ございます。 

  ちなみに、昨年度に比べまして燃料費は１割

程度、光熱費は４割程度、今年度の予算要求に

おいては計上させていただいているところでご

ざいます。 

  なお、利用料金につきましては、やはり今家

庭内でも様々な負担が大きい中で、利用料金に

すぐ転嫁するということは考えておりませんの

で、施設の委託料の中で対応させていただきた

いと思っておりますので、よろしくお願いいた

します。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 今年はそれで安心でき

ました。ただ、電気代はこれから下がる可能性

はほぼない。ということは、指定管理をされて

いる方がより経営努力をなさるのか、市の一般

会計で出すしかないということで、やはりこれ

は長期にわたる場合もございますので、そのと
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きは対応を再考いただけますか。どうでしょう

か。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

山科正仁委員長 社会教育課長渡辺政紀さん。 

渡辺政紀社会教育課長 施設の利用料金の部分に

ついての考えでございますけれども、やはりお

ととしぐらいからずっと燃料費が上がっている

中で、負担が増えているということでございま

す。当面いつまで金額が上がって、どこまで燃

料費とか電気代が上がっていくかというのはま

だ不透明な部分ございますので、その辺を見た

上で、そこについては使用料に転嫁するという

か、増やすかについては、検討させていただけ

ればと思っておりますので、よろしくお願いい

たします。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） 一番最後の質問、お答

えをもらえるか、時間は分かりませんが、３時、

10時、我々少数派ですが、たばこをたしなむ方

は憩いの時間、非常に寒いんですよ。たばこ税

も多分上がるという予想でございますので、そ

の分、若干温かい手を差し伸べていただければ

と思うんです。多分もう時間がないので、ここ

で終わります。ありがとうございました。 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

山科正仁委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） ４点質問させていただ

きます。１つ目が予算書38ページ、２款総務費

１項総務管理費７目企画費の三世代同居等住宅

取得助成金について。また、ちょっと関連して

移住世帯住宅取得助成事業について。そして２

つ目が38ページの２款総務費１項総務管理費７

目企画費の結婚新生活支援事業について。そし

て３つ目が予算書94ページ、８款土木費５項住

宅管理費１目住宅管理費の空き家対策事業費に

ついて。あと、最後が予算書100ページの10款

教育費１項教育総務費２目事務局費の通学手段

確保対策事業補助金について質問いたします。 

  今回、三世代同居等住宅取得助成金というこ

とで、子育てしやすい環境、親の孤独感、負担

感を解消するということで、そしてまた子育て

世帯の定住と出生率の向上を図るという目的で

この助成金がつくられたのだと思うんですけれ

ども、その説明の中で、結婚を機に三世代が住

めるように、例えば住宅をリフォームしたとい

う方が対象になるのかということと、あと、ま

だ子供はできていないんですけれども、既に妊

娠していて、子供ができるというのが分かって

いるならば、そういった形のを使うことができ

るのか、教えてください。 

川又秀昭総合政策課長 委員長、川又秀昭。 

山科正仁委員長 総合政策課長川又秀昭さん。 

川又秀昭総合政策課長 それでは、私のほうから

三世代同居の助成金のほうについてお答えいた

します。 

  初めに、リフォームについて該当するのかと

いうふうな部分でございますけれども、リフォ

ームにつきましては今の住宅リフォームの助成

金のほうを活用していただくというふうなこと

で、併用は可能とする予定ではありますけれど

も、こちらにつきましては新たに三世代同居の

住宅を新築もしくは中古で購入した場合という

ふうなことで考えているところでございます。 

  また、妊娠して出産予定の場合はどうなるの

かというふうなことにつきましては、今要綱等

を内部で検討中でございますけれども、先ほど

委員がおっしゃったように例えば母子手帳等で

妊娠が確認できるような状況で、今後出産予定

だというふうなところであれば、そういったと

ころの状況を勘案して、該当させるようにした

いというふうに考えております。 

  以上でございます。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

山科正仁委員長 山科春美委員。 
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７ 番（山科春美委員） 分かりました。子育て

家庭に寄り添う支援ということですので、そち

らが中心となってくると思うので、新築とか中

古購入でもいいということで、すごいいい施策

だと思います。 

  あと、ちょっとそれに関連してなんですけれ

ども、移住世帯住宅取得助成事業なんですけれ

ども、例えばもともと新庄に親夫婦が住んでい

て、若夫婦が移住してきて、そして三世代にな

った場合、もちろん子供もいて、新築とか中古

の住宅を買ったとか、そういった形の場合はこ

れに当てはまるんでしょうか。 

川又秀昭総合政策課長 委員長、川又秀昭。 

山科正仁委員長 総合政策課長川又秀昭さん。 

川又秀昭総合政策課長 移住世帯の助成金につい

てですけれども、もともと新庄に親世帯がいて、

子世帯が移住してきた場合というふうなところ

の話になりますけれども、こちらも内部で検討

中ですけれども、基本的には世帯全員が県外か

ら移住してきたものというふうなことで、広く

東京一極集中是正というふうなところで国も動

いておりますので、そちらを政策的に誘導した

いというふうに考えているところです。 

  なお、先ほど三世代同居の助成金がありまし

たけれども、三世代で移住されてきた場合には

加算措置としてプラス100万円というふうなこ

とで考えておりまして、また、中古住宅加算と

いうふうなことで50万円と考えておりますけれ

ども、基本額が移住世帯100万円に対して中古

がなぜ50万円プラスなんだというふうなことに

なりますけれども、空き家が全国的に相当数増

えているというところで、新庄市内の空き家を

活用して中古住宅を購入されるというふうな場

合には、空き家抑制の観点から50万円を加算す

る方向でということで考えているものでござい

ます。よろしくお願いいたします。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

山科正仁委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） 本当に東京から来て、

中古住宅を買って、そして三世代で住んでいた

だくというのがすごく一番いいことだと思いま

すので、ぜひ推進のほうを頑張っていただきた

いなと思います。 

  次なんですけれども、結婚新生活支援事業と

いうことで、すみません、ちょっとここは何回

もいろんなところで質問させていただいており

ます。昨年の12月の補正予算なんですけれども、

今年度は450万円の予算となっておりましたけ

れども、令和５年の予算はその３倍の1,500万

円ほどになっていますけれども、その要因と見

込数を教えてください。 

川又秀昭総合政策課長 委員長、川又秀昭。 

山科正仁委員長 総合政策課長川又秀昭さん。 

川又秀昭総合政策課長 それでは、結婚支援生活

支援事業補助金について、金額が多くなってい

る部分の要因というふうなところですけれども、

今年度につきましては所得要件が夫婦合計所得

が400万円未満というふうなところが、来年度

以降は500万円未満というふうなことで、要件

が緩和されるというふうなところがございます。 

  また、現在、補助金の年齢要件について、夫

婦共に39歳以下で30万円というふうなところが、

夫婦共に29歳以下の場合60万円、39歳以下のと

きに30万円というふうなことになるものです。 

  加えまして、制度が周知されてきて、この補

助金を活用したいというふうなところが広まっ

てきているというふうなところも加味いたしま

して、来年度につきましては、60万円の29歳以

下の夫婦として21名分、39歳以下の夫婦の件数

として９名分というふうなことで、合計して

1,530万円としているところでございます。よ

ろしくお願いいたします。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

山科正仁委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） 500万円未満になると

いうことと、また29歳以下で60万円も助成があ
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るということは、すごいやっぱり強い味方であ

ると思います。 

  あとは、今年度はあと20日ぐらいありますけ

れども、12月の補正予算のときに見込みは15件

とおっしゃっていましたけれども、現状はどの

ようになっていますか。 

川又秀昭総合政策課長 委員長、川又秀昭。 

山科正仁委員長 総合政策課長川又秀昭さん。 

川又秀昭総合政策課長 今年度分の現状ですけれ

ども、今委員おっしゃったように現予算が450

万円というふうなところの中で、今現在の執行

状況は367万円ほどとなっております。あと予

算の範囲内でどれだけ申請が来るかというふう

な状況になっております。 

  以上でございます。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

山科正仁委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） 本当に、今年度もそう

ですけれども、来年度も周知が広まって、これ

を機に結婚する方も増えていけばいいなという

ふうに思います。よろしくお願いします。 

  次に、空き家除却支援事業ということで、

200万円ということであるんですけれども、こ

れは新たに空き家等を除去する費用の一部を補

助する事業と聞いていますけれども、その詳細

について教えていただけるとありがたいです。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 空き家対策事業費の空き

家除却支援補助金の内容についてというふうな

ことで御質問いただきました。 

  空き家対策につきましては、本市におきまし

てもこれまで様々な取組の中で、空き家バンク

の活用や宅建協会とのコラボによりまして空き

家相談会なども実施してきたところでございま

す。その中でも大きな話題とされてきたのが、

空き家の除却に対する補助金はないのかという

ふうなことの御意見などもこれまでいただいて

きたところであります。 

  今回、来年度に向けまして事業展開をさせて

いただく予定としておりますのが、空き家の除

却の支援策ということで、今回２系統の補助金

を考えております。 

  一般的な空き家の除却で一番困るのが、老朽

化して崩れ落ちそうになっている管理不全空き

家というふうなことで、こちらについての補助

金を１本、費用といたしましては除却費用の一

部を補助するということで、限度額100万円と

いうふうなことで考えております。この事業に

ついては、国の補助金も活用しながら支援して

いこうというふうなものになっております。 

  もう一方の２本目の支援といたしましては、

そこまでになる前に、空き家をお持ちの方への

除却への動機づけというふうなことで、それほ

ど古くなっていない空き家を持っているけれど

も、どうしようかと考えている方に対しまして、

除却を促していく施策といたしまして１件当た

り10万円を10件分、今回予算化をさせていただ

いたところであります。 

  こちらにつきましては、費用的なものとすれ

ば全体の除却費のほんの一部というふうな形で

はあるかと思いますけれども、御相談いただい

た中で、新庄市におきましては老朽化がひどい

ものだけではなくて、空き家になっているもの

を除却したいという希望の方がいらっしゃれば

補助金を出させていただくというふうなことを

アナウンスさせていただきながら、空き家の除

却、ひいては除却された後の土地の利活用に向

けて促していければというふうなことで、動機

づけをさせていただければと思っているところ

でございます。 

  皆様方からの御利用に向けて、業界の方とも

協議をさせていただきながら、一緒に取り組ん

でいきたいというふうに考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 
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山科正仁委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） ２つあって、老朽化す

る建物を除却するための補助金ということでし

たけれども、例えば管理不全空き家で、幾ら助

言、指導しても、ちょっとなかなか対応に応じ

ることができない方とかは、解体にこの制度を

使うことは厳しいんでしょうか。可能なんでし

ょうか。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 御質問いただいた周りに

不安を感じさせるような空き家の除却に向けて、

対象としての対応はできるかというふうなこと

で御質問いただいたかと思います。それも可能

だとは思っています。ただ、今回の制度に関し

ましては、あくまでも所有者の方からの申請行

為に基づいて補助を出すということになります

ので、そもそもその空き家の所有者の方との関

わり合いを持たせていただいた上で、解体に向

けての誘導も一緒に行っていく必要があるとい

うふうに思っております。なかなか放置されて

いる空き家の持ち主の方というのは連絡も取り

づらい部分もあるかと思いますけれども、そち

らにつきましては環境課とも連携を取りながら、

対象となる方へのアプローチも考えながら進め

ていければというふうに思っているところであ

りますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

山科正仁委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） すごい何か希望がある

なと思ったんですけれども、やっぱり今地震と

か台風とか、このたびの雪もそうなんですけれ

ども、やっぱり自然災害も大きくなってしまっ

て、すぐすぐ対応できない管理不全空き家に対

しまして、その所有者との話合いの下、周りの

住民の方たちが不安にならないような形で、そ

ういうふうな形で支援していただけることはす

ごくいいことだと思います。よろしくお願いい

たします。 

  次なんですけれども、通学手段確保対策事業

のところですけれども、スクールバスの件だっ

たんですけれども、国は小学校が４キロ、中学

校が６キロまではスクールバスとかはないのに、

新庄市のほうでは小学校が２キロ、中学校が３

キロということで、本当にすごく緩和していた

だいているんですけれども、やっぱり地域の中

で今変質者とか事故とかの関係もあったり、民

家が周りになかったりとかして、やっぱり夏場

も乗せてもらいたいという形で言っている方も

いて、何か要望活動をされている方もいると思

うんですけれども、そういったことはこれから

どのようにお考えでしょうか。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 委員長、平向

真也。 

山科正仁委員長 教育次長兼教育総務課長平向真

也さん。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 スクールバス

の運行についての御質問でございます。 

  委員おっしゃるとおり、国の基準は４キロ、

６キロです。夏の間は小学生３キロ、中学生５

キロと。冬期は特に日が短いということがござ

いまして、やはり下校の際に小学校低学年が１

人、２人、少人数で帰るというのは非常に危険

だということで、さらに小学生については２キ

ロ、中学生については３キロというふうな基準

で、緩和して運行してございますが、この基準

につきましては、教育関係者の方ですとか学校

関係者の方から、市のほうで諮問しまして答申

を受けた形で、「安全安心通学プラン」という

ふうな基準の中で運行しているわけでございま

す。ただ、この距離基準だけではなかなか判断

できない部分もございますので、民家が少ない

とか、交通状況が危ないと。特に最近では県立

病院が移転するというようなことで、交通量も

増えておりますし、工事の区間で歩道が塞がれ
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ているというふうな部分もございますので、そ

ういう個別条件も加味して対応してきていると

ころです。 

  以上でございます。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

山科正仁委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） 何か様々な、本当にそ

の距離数に当てはまらないところもあるんです

けれども、いろんな家庭事情とか、またそうい

った道路事情とかもあって、やっぱりそういう

要望もありますので、ぜひ検討していただいて、

子供たちが安全・安心に学校に通えるように、

今後もよろしくお願いしたいと思います。 

  以上で終わります。 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

  暫時休憩します。 

 

     午後１時４９分 休憩 

     午後１時５０分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  ただいまから10分間休憩いたします。 

 

     午後１時５１分 休憩 

     午後２時０１分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  ほかに質疑はございませんか。 

１７番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１７番（佐藤卓也委員） それでは、私のほうか

ら質問させていただきます。 

  ページ数42ページになります。２款１項11目、

こちらのほうに新規で街頭防犯カメラ新設工事

がありますけれども、どのようなものなのか、

よろしくお願いいたします。 

山科正仁委員長 暫時休憩いたします。 

 

     午後２時０２分 休憩 

     午後２時０３分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

小関 孝環境課長 委員長、小関 孝。 

山科正仁委員長 環境課長小関 孝さん。 

小関 孝環境課長 それでは、防犯カメラ新設工

事について御説明申し上げます。 

  こちらは、市内に設置してある防犯カメラの

設置工事に係る費用でございます。毎年計画的

に防犯カメラを市内の要所に設置して、防犯対

策につなげておるわけですけれども、令和５年

度としましては市内に16か所最大整備する予定

でございます。そのための設置工事ということ

で、予算を上げさせていただいたということで

ございます。 

  以上です。 

１７番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１７番（佐藤卓也委員） 今回は令和５年度です

ので、新設になりますので、新設した場所をお

願いしたいと思います。 

  あと、この防犯カメラのデータ管理をどのよ

うにやっているのかもお伺いいたします。 

小関 孝環境課長 委員長、小関 孝。 

山科正仁委員長 環境課長小関 孝さん。 

小関 孝環境課長 今年度は新規で２か所に設置

しております。万場町交差点と金沢13号線に設

置しました。 

  令和５年度の予定としましては、若葉町アン

ダー、駅前ロータリーの出口、金沢の地下道、

松枝の歩道橋、戸田菓子店付近の交差点、新庄

小学校付近Ｔ字路、上西山交差点、沼田町交差

点、万場町交差点、駅駐車場に２か所、千門町

交差点、13号線交差点、鳥越金沢、金沢新町を

まずは予定しておるんですが、この中から関係

機関、警察ですとか小学校と協議しながら正式

に決定していく形になります。 
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  それから、データの管理ということですけれ

ども、これまではＷｉ－Ｆｉを通じて、インタ

ーネットを通じてパソコンの本体に画像が録画

される仕組みだったんですが、令和５年度は防

犯カメラ本体についているＳＤカードに録画す

る方式に切り替えたいというふうに思っていま

す。こちらのほうが、調べた結果、費用もかか

らないし、Ｗｉ－Ｆｉ方式と同等の性能が得ら

れるということで確認しておりますので、この

ような形で進めたいというふうに考えておりま

す。 

  以上です。 

１７番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１７番（佐藤卓也委員） 確認ですが、今年度じ

ゃなくて来年度、令和５年度は16か所というこ

とでいいんですね。はい、分かりました。やは

りこれはいろんな箇所が多分出ているので、私

もちょっと書き切れなかったんですが、後で教

えていただきたいと思います。 

  また、やはり防犯カメラというのは市民の安

全・安心を守るものでしょうし、また、そのデ

ータ管理も非常に重要だと思っていますので、

警察と多分一緒に管理すると思うんですけれど

も、そのデータ管理も重々注意していただきな

がら、市民の安心・安全のために防犯カメラ設

置をよろしくお願いしたいと思います。 

  次に、ページ数57ページになります。３款２

項１目、小中学校等新入学祝い金及び第３子以

降、第２子保育料の免除の事業がありますけれ

ども、こちらの説明をよろしくお願いいたしま

す。 

加藤 功子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

加藤 功。 

山科正仁委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

加藤 功さん。 

加藤 功子育て推進課長兼福祉事務所長 ２点い

ただいております。 

  １点目、小中学校等新入学祝い金支給事業で

あります。事業費としまして、1,590万円とな

っております。昨年よりも60万円ほど増えてい

る状況でございます。今年度からの新規事業と

してさせていただいているところであります。

小中学校に入学しました児童の保護者に対して、

児童１人につき３万円を支給するという事業で

ございます。 

  来年度の対象児童としまして、小学１年生

240名、中学１年生290名ということで、合計

530名を見込んで、1,590万円を計上しているも

のでございます。 

  こちらの事業につきまして、できるだけ早い

時期に実施できるよう、準備を進めているとこ

ろでございます。通常は３か月の準備期間が必

要なものですから、新年度が始まってからです

と支給時期が遅れるということもあり、できる

だけ早く支給できるようにということで、基準

日を例年５月１日、学校のほうの定着が整う５

月１日を基準に以前はしておりましたけれども、

ほかの市町村の事例でもございましたので、４

月10日に変えることによって、支給を早めるこ

とができるということで、５月の支給を目指し

た準備を進めているところでございます。 

  続きまして、多子世帯減免ということで、こ

ちらのほうは複数の事業を組み合わせて事業化

させていただいているところでございます。 

  １つは認可外保育施設乳幼児育成支援事業費

補助金1,152万円、また第３子以降児童幼稚園

等保育無償化事業費補助金696万3,480円、そし

て第２子児童保育料半額免除事業費補助金68万

7,000円、そして保育料無償化に向けた段階的

負担軽減事業交付金348万3,000円、こういった

事業を組み合わせる中で、多子世帯減免を実現

するということで、公立も含め、また民間にお

きましても認可外保育も含めた多子世帯減免を

実施させていただいているということで、御理

解いただきたいと思います。 
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  以上です。 

１７番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１７番（佐藤卓也委員） 分かりました。 

  小中学校等入学祝い金なんですけれども、今

年度から始まった事業だったんですけれども、

やはり早めに支給が欲しいという方々が多かっ

たので、来年度からは早めに支給ということだ

ったので、ありがとうございます。ぜひとも子

育てしやすい新庄市になるように、やっぱり保

護者の意向を踏まえた施策が必要だと思ってお

ります。 

  また、市長も来年度は多子世帯を応援する初

年度と言っておりますので、こういった事業を

展開しているのが多分新庄市も子育てに優しい

まちづくりをしているのかなと思いましたので、

この事業を来年も続けるということは非常に評

価できると思いますので、ぜひよろしくお願い

したいと思います。 

  また、次ページになりますが58ページ、こち

らのほうにも子育て支援医療給付事業費が上が

っております。こちらも今年は拡充ということ

だったんですけれども、こちらの事業について

説明をよろしくお願いいたします。 

加藤 功子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

加藤 功。 

山科正仁委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

加藤 功さん。 

加藤 功子育て推進課長兼福祉事務所長 子育て

支援医療給付事業費１億3,423万6,000円になり

ます。こちらの各費目の中で内訳が出ているわ

けなんですが、16歳から18歳まで拡大するとい

う部分が新たな取組部分になります。従来の子

育て支援医療費としては、子供の数も減ってき

ているものですから、全体的に年々減少傾向に

あるわけですけれども、新たに18歳まで拡大す

ることによりまして、このたび2,000万円ほど

新たに追加しているところがございますので、

全体的な事業費としては大きく膨らんでいると

ころでございます。 

  新たに事業を行う部分につきましては、15歳

までの方につきましては従来どおりでございま

すけれども、16歳から18歳までの方につきまし

ては、令和５年６月の医療費から適用できるよ

う、これも従来ですと３か月の準備期間が必要

なものですから、７月からの開始が本来見込ま

れるところではございますが、こちらもできる

だけ早く実施したいということから、令和５年

６月の医療分から適用できるように、前もって

広報等を今かけさせていただいているところで

ございます。医師会、歯科医師会、薬剤師会等

に対しまして、令和６年度から実施したいとい

うことでの事前の告知をさせていただくなど、

できる限り前もって周知に努めさせていただい

ているところでございます。 

  以上です。 

１７番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１７番（佐藤卓也委員） 実質的にゼロ歳から高

校３年生まで医療は無料化になるということで

よろしいんですね。分かりました。 

  そのためになんですけれども、高校３年生ま

でになるに当たって、これが出来上がった過程

をちょっとお聞きしたいんですけれども、多分

国保の協議会なんかでこのお話が上がったんで

しょうか。というのは、いろんな方がこの事業

をやってほしいと、議員の方でも言われるんで

すけれども、あくまでも様々な協議会を経てこ

うなったような事業だと思うんですけれども、

そこら辺はどのような経過で高校３年生まで無

料化になったのか、ちょっとお聞かせください。 

加藤 功子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

加藤 功。 

山科正仁委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

加藤 功さん。 

加藤 功子育て推進課長兼福祉事務所長 各協議
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会という部分もございますが、やはり市の施策

の中の一環として、多子世帯を応援するという

ことで、やはり子育て世代におきましては非常

に負担感が大きいということもあり、できるだ

け子供たちの成長を手助けするため、そして経

済的負担の軽減を目的に展開するというところ

が大きいと思います。 

  また、最上地域では８市町村の中で７町村が

実施しているということでの地域格差もなくな

るということに対しては、非常に大きなメリッ

トではないかと思いますので、こちらのほうの

実施に至っているものと考えております。 

  以上です。 

１７番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１７番（佐藤卓也委員） 分かりました、 

  次に、66ページになります。衛生費、１項２

目になります。こちらは小児インフルエンザ予

防接種事業委託費が計上されていますけれども、

こちらも拡充だと思いますが、こちらの説明を

よろしくお願いいたします。 

山科雅寛健康課長 委員長、山科雅寛。 

山科正仁委員長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 では、小児のインフルエンザ

の予防接種について、私のほうから説明させて

いただきます。 

  小児のインフルエンザの予防接種につきまし

ては、法定の定期接種の中には入ってございま

せんで、任意で行われている接種になってござ

います。小児に関しては、インフルエンザに対

する免疫が未熟なため、感染しやすく、重症化

しやすいと言われております。特にこの３年間、

流行がございませんでしたので、免疫の低下に

より小児の重症化が心配されるところでありま

す。そのため、令和５年度より重症化予防対策

として、また子育て支援対策としまして、今回

小児インフルエンザ接種の助成を始めたいとい

うものでございます。 

  助成の内容としましては、１回につき1,700

円の助成としておりまして、６か月から中学校

３年生の15歳までを対象として助成を行うもの

でございます。 

  以上です。 

１７番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１７番（佐藤卓也委員） 分かりました。 

  これだけ見ても、やっぱり来年度は子育てに

集中しているんだなということが分かりました

ので、よろしくお願いします。 

  ぜひとも、例えば小児インフルエンザ予防接

種、これの広報だったり、先ほどの医療費が高

校３年生まで無料になりましたという広報も必

要なんですけれども、それと同時に、やはりコ

ンビニみたいな形、コンビニに気軽に行けるか

ら医者にかかろうではなくて、しっかり予防の

ほうもしていただきたいと思います。要は簡単

に言えば、ちょっと予算書には触れないんです

けれども、やはり免疫効果を高めるものだった

りだとか、要はコンビニみたいに軽く通うので

はなくて、しっかりと適正な医療費を使ってい

ただきたいと思います。やはり要はただになれ

ばいいんだみたいな形は非常にもったいないで

すので、必要なときに必要なものをかけるもの

が重要だと思いますので、そこら辺の広報もし

っかりしていただきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

  次に、81ページになります。７款１項１目、

こちらも新規ですね、ＤＸ人材育成講座実施業

務委託料が計上されていますけれども、どのよ

うな講座なのか、よろしくお願いいたします。 

小関紀夫商工観光課長 委員長、小関紀夫。 

山科正仁委員長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 こちらのほう、新規で上

げさせていただきましたＤＸ人材養成講座実施

関係でございます。 

  目的といたしましては、当然今現在ビジネス
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関係に不可欠となってございますＩＣＴ関係、

それからＤＸ関係の習得に必要な知識、技術を

高める機会を提供することで、現在企業のほう

にお勤めになっている従業員の方々のＩＴ不足

の解消と、業務の効率化や生産性の向上を図る

ものでございます。 

  内容といたしましては、３つほど想定してご

ざいまして、まず１つ目がＩＴの実践コースで

ございます。こちらのほうは、ビジネスデータ

ベースの作成、それから表計算ソフトの応用、

それからビジュアルベーシック等々、基本的な

ＩＴスキルを習得していただくようなコースと

考えてございます。 

  ２つ目がＩＴパスポート試験対策講座といい

まして、こちらのほうは国家資格でありまして

……。 

山科正仁委員長 暫時休憩いたします。 

 

     午後２時１８分 休憩 

     午後２時１９分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

小関紀夫商工観光課長 委員長、小関紀夫。 

山科正仁委員長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 すみません。失礼いたし

ました。 

  ＩＴパスポート試験対策講座といいまして、

こちらのほうは国家資格となってございます。

今後のＩＴ関係の技術化に関しまして、利用す

る情報機器システム等を把握して活用するとか、

それから担当業務その他の問題点の把握、解決

を図るとか、そういう関係の業務でございまし

て、各企業で事務をやっている方を対象として、

こういう講座を設定したところでございます。 

  それからもう一つ、Ｇ検定講座というのも想

定しているところでございます。こちらのほう

は、プロジェクトの検討、それから企画推進の

ため、ＩＴリテラシーを習得していただくとい

うようなことを想定してございます。 

  こちらのほうを３つ、それぞれその目的に合

った方々を募集いたしまして、約半年くらいの

期間で、それぞれ週一、二回程度ずつ講座を開

催したいというふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

１７番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１７番（佐藤卓也委員） 続きまして、ページ数

が85ページと91ページになりますけれども、２

つ一緒によろしくお願いします。こちらはエコ

ロジーガーデン利活用事業、そして道の駅整備

事業、２つ重なっておりますので、同時に質問

させていただきます。 

  分かりやすく言えば、今回の主要事業の概要

になります。ページ10ページ、11ページになり

ますが、新庄市では道の駅を進めており、また、

この道の駅はエコロジーガーデンにつながるも

のと思っております。その中において、今回、

第５期利用計画に基づくソフト事業の充実をう

たっておりますし、これを進めるためにはその

間の施設ですよね。要は行く道なんかも、これ

から隣接する既存地域のことが非常に重要にな

ってくると思います。今回も多分産業厚生常任

委員会のほうにもいろんな事業が上がっており

ますが、やはりこれから道の駅を活用するには

非常に重要な事業だと思っていますけれども、

ここら辺の説明をよろしくお願いいたします。 

小関紀夫商工観光課長 委員長、小関紀夫。 

山科正仁委員長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 エコロジーガーデン推進

事業費につきましては、特に都市整備課のほう

と連携いたしまして、道の駅関係と共同で事業

を進めることとしてございます。 

  当然、大規模駐車場の整備は都市整備課のほ

うで進めていただくわけですが、それを十分に

活用できるような整備を進めてまいりたいと思

ってございます。 
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  まず、その中でエコロジーを担当しておりま

す我々のほうで、今後のエコロジー部分のハー

ド整備といたしまして、大規模駐車場のほうか

ら既存施設への人の流れをスムーズに円滑的に

進めていくために、今回は設計委託料になりま

すが、そこのところを予算計上させていただい

たところでございます。 

  それから、当然令和７年にオープンを目指し

ますので、第５期利用計画のほうにも記載して

ございますが、様々なソフト事業は展開してい

くべきものというふうに考えてございます。そ

の中で、それも委託料のほうに計上してござい

ますが、80万円ほど推進活用等々の委託料を計

上させていただいておるところでございます。

80万円の内容につきましては、従来第５期利用

計画の様々な委員協議会、それから全員協議会

のほうで説明させていただいておりますが、北

側エリアを含めました様々な事業展開を考えて

おりまして、ドッグランですとか、それから熱

気球関係とか、そこら辺も網羅した形で、民間

の方々の御協力を得ながら事業のほうを進めて

まいりたいというふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 91ページのエコロジーガ

ーデン周辺道の駅整備事業の造成工事の関係と

併せて御質問いただきました。 

  ただいま商工観光課長が答弁させていただい

たとおり、都市整備課の整備、また商工観光課

のほうでのソフト事業、またその連携したつな

がりのある施設整備と利用の仕方というふうな

ことで、一緒になって協議をさせていただきな

がら、整備のやり方についても進めているとこ

ろでございます。 

  今回の都市整備のほうの予算の中では、駐車

場の部分の造成費用というふうなことで計上さ

せていただいておりますけれども、現在進めて

おります基本設計また実施設計の中で、既存の

エコロジーガーデンへのアプローチのしやすさ

だったり、既存施設の利用のしやすさなんかも

含めて配置計画を検討しているところでありま

す。実際には、なるべく既存施設の「まゆの

郷」や「ＡОＭＵＳＨＩ」のカフェなどに近い

ような形での休憩施設の配置、また、歩行者動

線がなるべく近くなるような動線計画なども併

せて計画をしております。それも含めて、令和

７年度のグランドオープンに際しましては、皆

さんが喜んでおいでいただけるような施設を目

指して進めていきたいと思っておりますので、

よろしくお願いいたします。 

１７番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１７番（佐藤卓也委員） 分かりました。 

  道の駅造成工事、またエコロジーガーデンの

推進事業に関しましては、一体となってやる事

業だと思っていますので、ぜひとも既存施設に

入りやすい動線ですよね、これが非常に重要で

すので、今回は実施設計までは行かなくても、

基本設計あたりは多分出ると思うので、そこら

辺は十分に加味してやっていただきたいと思い

ます。 

  また、今回はソフト事業の充実とおっしゃい

ました。北側施設だったり、やはり一番問題な

のは、この議場でもそうなんですけれども、冬

ですよね。冬場にどういうふうに使っていただ

けるのか、非常に重要だと思っていますので、

このソフト事業の充実に関して、冬場はどのよ

うに設定したのか、今答えられる範囲でいいの

で教えていただければと思います。 

小関紀夫商工観光課長 委員長、小関紀夫。 

山科正仁委員長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 冬場のエコロジーガーデ

ンの利活用ということでよろしいかと思います

が、従来ですと、まず12月にクリスマスマーケ

ットのほうを開催してございました。大変皆様
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方から好評をいただいておりまして、今年はち

ょうど12月の寒い日に当たりましたので、それ

から天気もちょっとよくなかったということで、

屋外よりも屋内のほうに皆さん集まっていただ

いたという形で把握してございます。 

  あと、冬場の今後の展開でございますが、ま

ず一例といたしまして、今年初めてなんですが、

最上中央公園、かむてん公園のほうで従来新庄

ＪＣのほうでやってございます雪まつりの次の

週にエコロジーガーデンの雪まつりを開催した

ところでございました。そちらのほうは、利用

者を中心といたしまして様々な企画を、滑り台

であったり、それから宝探しであったりとか、

そういう冬場の利活用も含めた形で、実際に

我々も当然支援という形でお手伝いをしており

ましたが、今回は利用者サイドのほうからそう

いう声が上がってきたという形でございました

ので、大変我々としてもうれしく思っていると

ころでございます。 

  もう１点、そのときに改めて我々のほうでも

再認識したところなんですが、北側の利用なん

ですが、従来からちょっと考えてはおったんで

すが、雪国ワンダーランドのスノーモービルの

体験がございますが、そちらを北側のほうで今

回初めてやってみたんですが、あの広大な土地、

あのシチュエーション、それから気候的なとこ

ろもあったんでしょうが、雪もかなり締まって

おりまして、かなりモービルの体験には適した

ところだなと。やはり駐車場としてあそこのと

ころを改装してしまって、それだけでは非常に

もったいないシチュエーションだったなという

ふうに改めて認識したところでございます。そ

ういう部分をさらに我々のほうでも再認識した

ところでございましたので、そういう部分につ

いてまた来年度以降検討してまいりたいという

ふうに思ってございます。 

  以上でございます。 

１７番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１７番（佐藤卓也委員） 分かりました。ぜひと

もそういったふうに、１か所にとどまらずに、

しっかり角度を広げて、新しい事業をどんどん

使っていただければと思います。黙って置いて

おくのはもったいないので、ぜひとも令和５年

度についてはしっかり取り組んでいただきたい

と思います。 

  ページ数117ページになります。10款５項11

目、こちらのほうに新庄リレーマラソン大会実

行委員会負担金が今回計上されております。い

ものこマラソンがなくなったのは非常に寂しい

とは感じるんですけれども、この大会はどのよ

うな大会なのか、よろしくお願いいたします。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

山科正仁委員長 社会教育課長渡辺政紀さん。 

渡辺政紀社会教育課長 新たに来年度、新庄リレ

ーマラソン大会を実施したいと考えているとこ

ろでございます。ハーフマラソン大会につきま

しては、平成29年の陸上競技場のこけら落とし

ということで開催させていただいたところでご

ざいます。間、コロナ禍において２年ぐらい実

施できませんでしたけれども、それに当たりま

してハーフマラソンの開催について様々検討し

た中で、やはり交通規制の部分や費用対効果の

部分についてなかなか難しい部分があった中で、

どうしようかと。そのような中で、開府400年

とか、歴史まちづくり事業ということで、最上

公園を中心とした利活用が何かできないのかと

いうふうに私どもとしても検討したところでご

ざいます。 

  今回、このリレーマラソンにつきましては、

最上公園の周辺地において、１周１キロのコー

スを設けまして、そこを周回していただいて、

リレー形式で小学生から高齢者までいろんな方

がチームをつくってもらって参加していただい

て、最上公園のにぎわいを設けていきたいと。 

  あわせて、開催においては味覚まつりなど、
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その辺の日にちと併せて開催することによって、

まちなかのにぎわいを、最上公園の辺りでいろ

んな方が集ってもらうようなことができないか

というふうに考えています。 

  また、ハーフマラソンにおきましてかなり人

も来ていただいておりますので、ソロでコース

自体20キロ程度と考えておりますので、ハーフ

マラソンとしての距離を１人でも走れるような

形でのコースも考えておりますので、よろしく

お願いいたします。 

１７番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 佐藤卓也委員。 

１７番（佐藤卓也委員） 分かりました。 

  せっかくマラソン大会があるわけですから、

やっぱり広報をしっかりしていただきたいです

よね。平成29年から非常に私も楽しみにしてい

たものがなくなってしまうのは寂しいでしょう

し、今回このリレーマラソン大会を行うことで

パワーアップするということだったので、ぜひ

とも、ハーフマラソンのときにおいては振る舞

いが結構好評でした。あのときはおにぎり、そ

して芋煮、そしてアイスクリームも出たような

大会で、味覚にとっては非常に重要な大会だっ

たので、今回このリレーマラソン大会はどのよ

うな振る舞いをするのか、お聞かせください。

よろしくお願いします。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

山科正仁委員長 社会教育課長渡辺政紀さん。 

渡辺政紀社会教育課長 味覚まつりと同日開催を

検討しておりますので、例えば味覚まつりで使

っていただけるようなクーポン券などをお渡し

するなどしながら、その部分も含めて考えてい

きたいと思っております。振る舞いについても

十分楽しんでもらうような大会にしたいと思っ

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

山科正仁委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） それでは、私のほうか

ら質問をさせていただきます。ちょっと前後す

るかもしれませんが、その点はよろしくお願い

します。 

  最初に71ページの地域循環型生ごみ収集事業

費の中の堆肥製造業務委託料についてお伺いい

たします。 

  昨年同様の金額が計上されていますが、この

内容について、まずはお伺いしたいと思います。 

小関 孝環境課長 委員長、小関 孝。 

山科正仁委員長 環境課長小関 孝さん。 

小関 孝環境課長 御質問にございました堆肥製

造業務委託料でございますが、こちらの事業は、

堆肥の発酵促進に関しまして、発酵促進剤の散

布から、袋詰めから、その堆肥の管理まで委託

しているわけなんですけれども、そちらの内容

となっております。その委託先は市民団体、ネ

ットワーク農縁ということで、平成28年度から

委託を継続しているという内容になっておりま

す。 

  以上です。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

山科正仁委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） 今、農業情勢は大変厳

しいところでありますし、肥料、農薬も含めて

高騰が続く中で、幾らかでも農家の負担軽減に

なる一つの方策として、堆肥活用であったり、

様々な食品残渣であったり、そういうところを

取り入れながら取り組もうとしている農家が増

えてきているのも事実でありますし、こういう

状況の中で今取り組んでいるこの堆肥製造に関

しての事業というところは、大変貴重な部分に

なると思います。様々なところでの連携を含め

ながら、もうちょっと利用推進、拡大について

考えていくことがいいと思うんですけれども、

今のこの予算規模の中で、委託しているわけで

す。委託先も含めて、そういうふうな大きくし

たいとか、もうちょっと規模を広げたいとかと
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いう、そういう希望であったり、また市側から

のお願いであったりというところの話合いなん

かはあるんでしょうか。 

小関 孝環境課長 委員長、小関 孝。 

山科正仁委員長 環境課長小関 孝さん。 

小関 孝環境課長 まずは委託している先からな

んですが、その団体の規模、人員が比較的高齢

が進んでいるということで、今の現状では拡大

というのはちょっと難しいものがあるのかなと

いうのがまず１点。 

  それから、今現在の堆肥製造舎と堆肥保管庫

がかなり老朽化が進んでおりまして、もし今以

上の事業拡大ということであれば、全面建て替

えが必至であるというふうなことで考えており

ますので、その辺のところを十分に検討する必

要があるんだろうなというところでございます。 

  以上です。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

山科正仁委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） どのくらいの方が利用

しているかというところも非常に分からないと

ころではあるので、何とも言えないところでは

ありますけれども、例えば今市民農園がありま

す、市民農園の利用者にこれを使っていただく

ことを必須条件にして利用してもらうとか、や

り方はいろいろあると思うんですけれども、そ

ういうところを考えて、先ほど来相手先という

話もあるんですけれども、もうちょっとてこ入

れをしていただいて、もっと利用促進を考える

ことはできませんでしょうか。 

小関 孝環境課長 委員長、小関 孝。 

山科正仁委員長 環境課長小関 孝さん。 

小関 孝環境課長 今現在、堆肥の事業に参加し

ている世帯が約580世帯でございます。堆肥の

生産量は年間70トン前後あるんですが、そうい

ったことで、先ほども申しましたけれども委託

業者ですとか施設の老朽化の面から、現状では

その事業拡大というのは難しいものというふう

に判断しております。 

  以上です。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

山科正仁委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） ここに予算計上されて

いるわけで、その分での対応というふうには思

いますけれども、できれば次年度以降のそうい

うところをしっかり対応、対策を考えていただ

くのも一考かと思いますので、どうかよろしく

お願いしたいと思います。 

  次に、73ページ、学校給食食育・地産地消促

進事業費補助金と学校給食米粉パン導入拡大推

進事業費補助金についてお伺いいたします。 

  現在、地産地消であったり、市内の小中学校

と思いますが、そこへの供給に関しての状況は

どうでしょうか。 

柏倉敏彦農林課長 委員長、柏倉敏彦。 

山科正仁委員長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 ただいま学校給食食育・地産

地消促進事業費補助金について御質問いただき

ました。 

  こちらにつきましては、県産の野菜利用拡大

支援ということと、県産の加工品導入支援、そ

れから米粉製品導入支援、それから先ほど委員

おっしゃいました米粉パン導入拡大推進事業費

というようなことで分かれてございます。 

  地産地消に関しては、県産の野菜を利用する

というふうな回数、これを20回というようなこ

とにしておりまして、地域内で生産されている

もの、または新庄市内で生産されないものにつ

いては県産材を利用するというような仕組みで

ございます。 

  それから、地産地消促進事業の中に米粉製品

導入支援というものがございますが、こちらは

米粉を使ったおかずやデザートを供給する際に

支援するというような中身になっております。 

  また、学校給食の米粉パン導入拡大支援につ

いては、米粉パンとこれまでの小麦粉パンの差
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額の支援というようなことでございまして、月

１回、年12回分を支援しているという中身にな

っております。 

  以上です。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

山科正仁委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） 食するのは子供たちで

ありますので、そういうところで、今農林課長

の回答をいただきましたけれども、やはり地産

地消、新庄産のものを児童、学生に食べていた

だきたいという思いは多分皆さん一緒だと思い

ます。その中で、ここを推進する、私のちょっ

と勘違いもあったんですけれども、米飯の推進

も含めて地産地消というふうな組合せで、何と

か地場産の米であったり野菜であったり、そこ

ら辺も含めて現在の回数を何とかクリアできる

ようなことはできないんでしょうか。 

山科正仁委員長 暫時休憩します。 

 

     午後２時４１分 休憩 

     午後２時４２分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

柏倉敏彦農林課長 委員長、柏倉敏彦。 

山科正仁委員長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 今の今田委員からの御質問の

中身なんですけれども、米飯給食の回数のこと

の御質問なんでしょうか。それとも、それとは

別にまた米飯給食とその他の食材の供給回数を

増やしてはどうかというふうな御質問なんでし

ょうか。いずれかでしょうか。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

山科正仁委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） 米飯になると私の質問

の意図というか範囲が外れてしまうかと思うん

ですけれども、実は米飯を何とかもうちょっと

増やしてというか、そこを対応できないかとい

う意味も含めていたので、どうでしょうか。 

杉沼一史学校教育課長 委員長、杉沼一史。 

山科正仁委員長 学校教育課長杉沼一史さん。 

杉沼一史学校教育課長 給食の米飯についてでご

ざいますけれども、給食の米飯については業者

のほうに外注している状況でございますが、米

については新庄産の米を使っていただいている

という状況でございます。 

  以上でございます。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

山科正仁委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） すみません、ありがと

うございました。 

  新庄産の米を使っていただいているというこ

とでありますけれども、なかなか今地元で加工

して地元の小学校に配達というところができて

いないというところは一般質問の中でもお話を

伺いましたけれども、そういうところを含めて、

オール新庄で給食の食材提供から炊飯、加工、

配達までということを、この事業の中で完結と

かということは可能なんでしょうか。 

柏倉敏彦農林課長 委員長、柏倉敏彦。 

山科正仁委員長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 この学校給食地産地消促進事

業費の補助金の中でということであると、難し

いのかなというふうに考えております。こちら、

回数がほぼ上限いっぱいまで使っているという

ようなことでございますので、また、委員おっ

しゃる気持ちは分かりますが、なかなか新庄、

最上郡だけで給食の全部の食材を賄うというこ

とは現状ではちょっと難しいというふうに考え

ております。 

  以上です。 

高野 博教育長 委員長、高野 博。 

山科正仁委員長 教育長高野 博さん。 

高野 博教育長 学校給食は、大体年間200食、

食べているわけですけれども、先ほどの補助金

関係、上限で20回、そのような状況で、米粉に

ついても月１回、年12回という割合であります
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ので、なかなかそれを全部地産地消でやるとな

ると、相当の補助がなければなかなか難しいの

ではないのかなというふうな思いはあります。

その中でも、できるだけ地元産を使えるように、

各学校で地元の業者のほうに野菜とかを注文し

ながらやっているわけですけれども、でも実際、

ある程度の値段のところにしむけますと、冷凍

物とか加工されたものを注文したほうが、１食

当たりのあれに収まることが多いのです。だか

ら、結局学校給食会がそういうことでお世話い

ただいて、食材をあっせんしながら、やりくり

しながら、１食当たりの食材を確保してやって

いるというのが現状になっています。その中で

も、いろいろ地元産を商店と契約しながら、ま

ゆの郷からも入って入れていただいたりしなが

ら、野菜なんかを入れていっているという状況

でありますので、その辺はいろいろなことは加

味してくるということだけは御理解いただきた

いなというふうに思います。 

  以上です。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

山科正仁委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） 確かにロットであった

り、品質の均一化であったりというところは理

解できますけれども、やはりどうしても今の流

れとすれば、できれば地元のものを地元の子に

食べていただきたいという思いは皆さん少なか

らずお持ちと思っておりますので、やはりそこ

に近づける努力を我々はしなければいけないの

かなということもあると思いますので、そこは

これから先も詰めて、様々な形でお話ししなが

らやっていかなければならないと思っています

ので、「できない」「ちょっと難しい」で終わら

ないように、我々も努力しながら、皆さんとお

話をしていきたいと思いますので、ここはよろ

しくお願いしたいと思います。 

  次ですけれども、103ページ、小学校費の中

の北辰小学校解体工事実施設計の業務委託料に

ついてお伺いいたします。 

  いよいよ北辰小学校の解体が始まるというと

ころに来ました。設計という段階でありますの

で、現在、その設計の進捗についてお伺いした

いと思います。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 委員長、平向

真也。 

山科正仁委員長 教育次長兼教育総務課長平向真

也さん。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 旧北辰小学校

の解体工事についてでございます。 

  こちらのほうは、令和６年度に解体工事の予

定をしておりまして、来年度、解体の実施設計

を行う予定でございます。 

  以上でございます。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

山科正仁委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） 令和６年度解体開始と

いうことでありますので、来年度はいろいろな

形で北辰小学校の近隣とのお話合いであったり、

工事する段階での様々な話や、問題というか、

様々なところで課題が出てくると思いますが、

そういうことをこの設計段階でどこまで検討さ

れているのでしょうか。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 委員長、平向

真也。 

山科正仁委員長 教育次長兼教育総務課長平向真

也さん。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 地元のほうか

ら、北辰小学校を閉校する際に、明倫学園に統

合ということになりましたので、けやきの森を

残してほしいとか、地域で広場的な活用を図っ

てほしいと。学校のほうは壊しますけれども、

敷地のほうは地元の要望に沿うような形で残し

ていく方向で現在進めておりますので、解体後

の活用の仕方についても、担当課は別になりま

すけれども、社会体育施設的な活用を図ってい

くという方向で現在考えてございます。 
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５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

山科正仁委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） 現在、体育館を残して

解体というふうな話になっております。解体後

のお話を今伺いましたけれども、実際、学区内

での話は、前段で話があった後、その跡地に関

しての希望調査はできていますが、その後、や

はり実際解体が始まってからの経過の中での

様々な住民というか地域の方々のお話というの

は出てくると思います。そこの辺の対応に関し

ては、どのようにしていくのでしょうか。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 委員長、平向

真也。 

山科正仁委員長 教育次長兼教育総務課長平向真

也さん。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 やはり解体に

当たりましても体育館は残してほしいというふ

うな要望がございましたので、避難所的な使い

方ということもございましたけれども、あちら

のほうについても条例化しまして、社会体育施

設というふうな形で現在供用しているわけでご

ざいます。 

  敷地全体についても、北側のほうにグラウン

ドがございますので、そちらは広場的に使って

いくというのが当面の方向性でございましたけ

れども、より一歩進めた形で社会体育施設とい

うふうな方向性で考えてございます。こちらは

やはり地元の方々との話合いも重要であります

ので、少しずつ情報提供しながら、今後の設計

に向けて、解体の設計は来年度でございますが、

そちらの活用に向けた施設整備となりますと、

さらに後年度になってまいりますので、地元の

意見を十分に尊重しながら進めていく必要があ

ろうかと考えているところでございます。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

山科正仁委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） 近くにはエコロジーガ

ーデンもありますし、様々な面で活用にすごく

取りかかりやすいというか、取っかかりのいい

場所にあると思います。２ヘクタール近くの土

地というふうになりますので、様々な活用計画

もできると思いますので、より綿密な計画の下

でぜひ話を進めていただけたらなおいいかと思

いますので、よろしくお願いします。 

  次に79ページ、航空レーザー測量共同実施負

担金についてお伺いします。 

  山林伐採であったり、隣接の確認であったり

と、航空を使っての測量というのはすごくやり

やすくなるように感じられますけれども、この

航空レーザー測量の内容について説明をお願い

します。 

柏倉敏彦農林課長 委員長、柏倉敏彦。 

山科正仁委員長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 航空レーザー測量、こちらに

つきましては、森林環境譲与税を財源としまし

て実施するものでございまして、これまでなか

なか価格が高くてできなかったということでご

ざいますが、国、それから県、それから舟形町、

それから鮭川村、戸沢村と新庄市、４市町村共

同で、１万5,860ヘクタールあるわけですけれ

ども、そちらを共同で実施することによって価

格を抑えられるということでございます。 

  こちらは、飛行機を飛ばしまして上から航空

写真を撮って、レーザー解析をしながら、どこ

にどの樹種が何年生で何本ぐらい植えられてい

るか、それから地形の高低でありますとか、そ

ういったことも全て今回のレーザー測量によっ

て解析をした後、どこを今度は重点的、優先的

に管理していくかということまで解析していく

ものでございますので、まずは航空レーザー測

量をしながら、今後の森林のうまい整備といい

ますか、そちらに向けて実施していくものでご

ざいますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

山科正仁委員長 今田浩徳委員。 
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５ 番（今田浩徳委員） 確かに当市には現在チ

ップ工場であったり集成材工場であったり、森

林、樹木を活用した工場がどんどんできていま

すし、その利用も進み、お金にならなかった山、

木が今お金に換金になって、非常に山の持ち主

の方々も大変喜んでいる状況にあります。この

レーザー測量が進み、管理が進捗すれば、なお

その山の価値、木の価値が分かってくると思い

ますので、ここは４市町村連携でやるというこ

とですので、当市の負担もそれなりではありま

すけれども、そこでしっかり対応していただき

たいと思います。 

  当市に関わる面積や、そこに関して測量して

いくところでの実費などとか、そういうふうな

ところでの負担に関しては、そういうところま

でできているんでしょうか。 

柏倉敏彦農林課長 委員長、柏倉敏彦。 

山科正仁委員長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 大変失礼しました。 

  ４市町村合計の面積が1万5,860ヘクタールで、

うち新庄市分としましては4,818ヘクタールの

面積になります。 

  そちらは国、県、それからほかの自治体の負

担金のほか、新庄市の負担金としては1,672万

円を予定しております。当初、単独で行うとし

た場合、3,000万円を超えるというような見積

りもいただいておりましたが、これを大幅に圧

縮できたということで、この共同測量の意義が

あったのかなというふうに考えておりますので、

よろしくお願いします。 

５ 番（今田浩徳委員） 委員長、今田浩徳。 

山科正仁委員長 今田浩徳委員。 

５ 番（今田浩徳委員） 3,000万円を1,600万円

にというところのようですので、ぜひその成果

が上がるよう、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

  私は以上で終わります。ありがとうございま

した。 

山科正仁委員長 ほかに質疑ございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 ここで、教育長から発言の訂正

を求められておりますので、これを許可します。 

高野 博教育長 委員長、高野 博。 

山科正仁委員長 教育長高野 博さん。 

高野 博教育長 先ほど給食を200食ぐらい食べ

ているなんて言いましたけれども、授業日数が

200日程度ですので、食べるのはもう少し少な

くて175から180前後だと思いますので、訂正さ

せていただきます。申し訳ございません。（「了

解」の声あり） 

山科正仁委員長 再度お伺いします。ほかに質疑

ございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

 

 

散      会 

 

 

山科正仁委員長 それでは、以上をもちまして本

日の審査を終了いたします。 

  次の予算特別委員会は、３月13日月曜日、午

前10時より再開いたしますので、御参集願いま

す。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  どうもお疲れさまでした。 

 

     午後２時５９分 散会 
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予算特別委員会記録（第３号） 

 

 

令和５年３月１３日 月曜日 午前１０時００分開議 

委員長 山 科 正 仁     副委員長 山 科 春 美 
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兼福祉事務所長 伊 藤 リ カ  子育て推進課長 
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議案第８号令和５年度新庄市一般会計予算 
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開      議 

 

 

山科正仁委員長 おはようございます。 

  ただいまの出席委員は14名でございます。 

  欠席通告者はありません。 

  これより、３月10日に引き続き予算特別委員

会を開きます。 

  審査に入る前に、３月10日にも申し上げまし

たが、再度確認のために、審査及び本委員会の

進行に関しての主な留意点を申し上げます。 

  会議はおおむね１時間ごとに10分間の休憩を

取りながら進めてまいります。 

  質疑は、答弁を含め１人30分以内といたしま

す。質問の際は、必ず予算書のページ数、款項

目、事業名などを具体的に示してから質問され

るようお願い申し上げます。 

  また、会議規則第116条第１項に「発言はす

べて、簡明にするものとして、議題外にわたり

又はその範囲を超えてはならない」と規定して

おりますので、これを遵守願います。 

  以上、ただいま申し上げました点について特

段の御理解と御協力をお願いいたしまして、こ

れより審査に入ります。 

 

 

議案第８号令和５年度新庄市一般

会計予算 

 

 

山科正仁委員長 初日の審査に引き続き、議案第

８号令和５年度新庄市一般会計予算を議題とい

たします。 

  それでは、一般会計の歳出について質疑あり

ませんか。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

山科正仁委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） おはようございます。 

  それでは、私からは３点ほど質問させていた

だきます。 

  １点目は38ページの２款１項７目企画費のふ

るさと納税事業費、２つ目は96ページの９款２

目非常備消防費について、３つ目は94ページの

８款土木費５項１目の空き家除却支援事業費補

助金についてお聞きします。 

  まず、ふるさと納税事業費についてお聞きし

たいと思います。 

  これについては多くの議員が質問をしている

わけでございますけれども、返礼品の要件とし

て、新庄市内において生産されたものとしてう

たわれておりますが、昨年１年間の新庄産米の

取扱い件数と総数量、そしてこれらの米は、転

作に協力している農家から栽培された米である

かについてお聞きしたいと思います。 

川又秀昭総合政策課長 委員長、川又秀昭。 

山科正仁委員長 総合政策課長川又秀昭さん。 

川又秀昭総合政策課長 それでは、私から、ふる

さと納税に対する御質問ということで、お米の

取扱い件数の部分につきまして、取扱い件数、

数量、あと転作に協力した農家からというとこ

ろの御質問ですけれども、令和４年度は今執行

中でございますので、令和３年度の件数につき

ましては10万9,570件ということで、数量につ

きましては、今、農林課で収穫量ということで

調査中ということで、数量についてはふるさと

納税分としては今現在実績としては見込めてい

ないという状況になります。 

  私どもでおおむね数量として把握する際には、

３キロ、10キロ、15キロと、11万件近いふるさ

と納税の件数が様々相当数の種類に分かれてお

りまして、それをふるさと納税分だけ緻密に拾

うということは非常に難しいといいますか、業

務として膨大な業務になってくるものですから、

大体、数量をする際には10キロを掛けた形で約

1,090トンという形で、ふるさと納税の部分だ
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けの米の数量については把握しているところで

ございます。 

  転作なった農家という部分につきましては、

そこまでふるさと納税の業務の中では把握して

ないということになっております。 

  以上でございます。 

柏倉敏彦農林課長 委員長、柏倉敏彦。 

山科正仁委員長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 ただいま総合政策課長から答

弁ありましたけれども、転作されている農家か

否かということにつきましても、現在、新庄市

の生産額を把握するために、各取扱い業者に生

産者と品種、ふるさと納税で取引された数量、

どれぐらい買ったんだという数量を把握するた

めに調査を行っております。こちら年度調査に

なっておりますので、３月末時点までの集計を

回答していただくようにお願いをしているとこ

ろでございますので、御理解のほどお願いした

いと思います。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

山科正仁委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） 私がどうしてこのよう

なことを質問するかというと、一番の返礼品が

新庄産の米であるわけですよね。 

  しかしながら、この場で私は何回も言ってい

るんですけれども、新庄市は山形県で自由米地

帯と言われています。300戸以上の農家の方々

が、国の事業である転作に、減反政策に、今は

売る自由、作る自由があるんですけれども、協

力していないわけですよね。 

  だから、私が聞きたいのは、ふるさと納税と

いうのは国の事業であるわけですよね。それら

を鑑みた場合、どこからでも米を集めて果たし

ていいんだろうかと。そのチェックというのは

どこでしているんですかと私は聞きたいんです

けれども、再度お聞きします。 

川又秀昭総合政策課長 委員長、川又秀昭。 

山科正仁委員長 総合政策課長川又秀昭さん。 

川又秀昭総合政策課長 米の取扱いについて、ど

こから集めてもいいのか、チェックはどうする

のかという部分でございますけれども、今現在、

ふるさと納税の米の部分の事業所につきまして

は10事業所が米の登録事業所ということで登録

されているわけですけれども、こちらの実際の

米の産地といいますか、具体的なところまでの

それぞれの追跡、どこの米を使っているかとい

うところまでは、実際の現地で確認したりとか

という部分は、正直申し上げてそこまではやっ

ていない、この制度上やっていないということ

になっております。 

  こちらにつきましては、事業者を登録する際

に、産地であったり原材料であったりそういっ

た部分の聞き取りとか書類での提出をさせても

らっている中で、誓約書を提出していただいて

おりまして、総務省の基準から外れることがな

いかという部分について、もし問題があった場

合には認定対象から除外されても異議を申し立

てないという誓約でありますとか、あとは後ほ

どそういった問題等が生じたときの責任を一切

負うという誓約書の中で事業者登録をしてもら

っているという形になります。 

  一般質問のときも申し上げましたけれども、

米に限らず、品数が相当数あるものですから、

ふるさと納税の業務での米は、確かに小野委員

おっしゃるとおり、一番のふるさと納税の返礼

品の品物になっておりますけれども、この業務

としてはそこまで調査はしていないというとこ

ろになりますので、よろしくお願いいたします。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

山科正仁委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） 私が質問する意図とし

て、全国的にいろいろな問題が起きていますよ

ね。今、課長が言ったけれども、書類審査で協

力者との約束がありますよと。しかし、何かあ

った場合は困るでしょうと私は言うんですよ。

その前に、信頼関係は分かりますよ、でも何ら
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かの形で、書類審査じゃなくて、何らかの形で

チェック体制があってもいいんじゃないかと私

は思うんですけれども、その辺どうですか。あ

まりにも第三者に任せっ放しという気がするん

だけれども。だから、あれですよね、ふるさと

納税に関しては大体48％が経費としてかかって

おりますよね。やはりもう少し、第三者に丸投

げじゃなくて、その中にやはりチェックという

ものが必要だと思うんですけれども、その辺ど

うですか。 

山科正仁委員長 暫時休憩します。 

 

     午前１０時１０分 休憩 

     午前１０時１１分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開します。 

川又秀昭総合政策課長 委員長、川又秀昭。 

山科正仁委員長 総合政策課長川又秀昭さん。 

川又秀昭総合政策課長 ふるさと納税の返礼品の

チェックということで、もう少し厳しくという

ことかなと思いますけれども、基本的には今申

し上げました書類の提出と聞き取り調査をさせ

ていただいておりますけれども、問題があった

場合については事業所に確認とかはしている形

で、過去にも米袋の例えば製造年月日が薄いと

いうクレームが入ったときに、そういったお米

の事業所に、現地に確認をさせていただいたと

いうところはありますけれども、なかなかそれ

以上の厳しい審査というのがふるさと納税制度

の中ではできないところがございます。 

  全国的に産地偽装の問題があって、ふるさと

納税の事業者を外れているという事件がありま

すけれども、例えば熊本のアサリの事件などに

ついては逮捕された刑事事件であった上で、行

政がそれを根拠として立入調査とかしていると

いう部分でありますとか、あと農政局がチェッ

クしているウナギ等、これも中国産のウナギを

国産という形で、これは農政局の監査で見つか

ったということで、そういった部分を受けた形

で、それを取り扱っている行政、ふるさと納税

で返礼品として使っているところがチェックを

した、それを受けてチェックをした形でいろい

ろと見つかっているという事例はございますけ

れども、こちら側から、先ほど小野委員がおっ

しゃった業者との信頼関係という部分で私ども

も業務を進めておりますけれども、それを前提

とした上でしている中で、こちら側から積極的

に調査という部分については制度上できないと

いう形で捉えておりますので、よろしくお願い

したいと思います。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

山科正仁委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） 課長、事が起きてしま

ってからでは遅いですよと私は言うんですよ。

その前に厳しくしろという意味じゃないですよ。

再度、大丈夫ですねと、そのぐらい業者に言う

ぐらい大丈夫でしょう。ちょっと生ぬるいです

ね。私の意見、質問が通っておりませんか。何

か生ぬるいですよ。 

山尾順紀市長 委員長、山尾順紀。 

山科正仁委員長 市長山尾順紀さん。 

山尾順紀市長 ふるさと納税の返礼品の件であり

ますけれども、委員と同じように私も大変心配

しているところの一人であります。 

  これについては総合政策課に厳しくチェック

するようにということ。正直申し上げまして、

業者から「またか」と、またかという言葉が、

「そんなに信じられないのか」と言われるぐら

い総合政策課ではチェックしているわけであり

ますけれども、入れない部分があるということ

がありますので、先ほど農林課長が答弁しまし

たように、ふるさと納税としてのチェックとい

うことではなくて、市内における生産総数とそ

れに見合った形での返礼品の量、そのことを一

つ一つ今調べているというところであります。

年度調査でありますので、３月いっぱいで、登
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録業者、事業者が、どのぐらいの生産で、どの

ぐらい返礼品として取り扱ったかという量的な

ほうから今チェックしていると。こちらは農林

課の調査でありますので、向こうの業者の方々

もそれには従っていただいているのが現状であ

ります。 

  先ほど課長が言いましたように、制度として

は信頼から成り立っているので、それ以上はで

きないと。向こうも「またか」という言葉の連

続であるということで、それでも念には念を押

してということで、農林サイドから数量チェッ

クをしているというところです。 

  特に私も心配しておりますのは、物がなくな

ったらそこで中止しなさいと。必要だから、こ

のぐらいの金額、税金をぜひ納めていただくの

で、無理して、そこにありますかと、切れたら

切れたと。納められる数量も、今年はないなら

ないでそれ以上絶対無理しないように、させな

いようにお願いしたいということは再三言って

いるところであります。無理に無理を重ねます

と、産地偽装であったり、他県から運んで見合

ったようなことをされる、これが一番の、両方

にとって、両方、我々もそうですし、それを受

け取った納税者に対しても大変な問題が起こる

ということで、このことだけは毎回のようにき

つく言っておりますので、御理解いただきたい

と思います。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

山科正仁委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） 分かりました。 

  次に、２番目の質問になります。 

  94ページの８款土木費、空き家除却支援事業

費補助金についてお聞きします。 

  これは新設された事業であるわけなんですけ

れども、これについて、我々いろいろ市内を回

っております。そういう中で、空き家が非常に

目につきます。昨年度、調査業務を委託されま

した空き家の件数は一体何件ぐらい新庄にある

のか、それを把握しておりましたらお聞きした

いと思います。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 空き家除却支援事業に関

連しての御質問をいただいたところです。 

  空き家の新庄市内の総数ということで御質問

いただいたところでございますが、近年、まだ

詳しいところを調査し切れていない実態がござ

います。実際に３年ほど前に調査をさせていた

だいた数といたしまして560戸ほどということ

で把握しているところでございますが、その後

の実態調査につきましては、なかなかまだ具体

数を把握し切れてない状況であるということで

説明をさせていただきたいと思っております。 

  今回、この事業を新規ということで展開させ

ていただくことを踏まえまして、改めて実態調

査も実施していく必要があるということで認識

もしておりますので、今後、実施に向けて準備

を進めていきたいと思っております。 

  以上でございます。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

山科正仁委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） 実は去年も、去年とい

うか、空き家の調査業務を委託されていますよ

ね。それを受けてこれを新設されたわけじゃな

いんですか、この事業。たしか去年の予算書に

出されておりましたよね、空き家調査業務委託

料、業務委託、出しておりませんでしたか、私

の勘違いだったらすいませんけれども。 

  560件、恐らくこれがあると思います。しか

し、２つに分けて審査と事業が上がってきても、

空き家の件数の割合にして予算が、件数ですか、

少なくありませんか、これ。１番目なんてたっ

た100万円でしょう、１件だけ。また２番目に、

大きくなる前に、前もってするやつには10万円

のお金で10件しか予算なっておりませんよ、こ

れ。市内に相当数の空き家があって、隣接の市
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民の方々が本当に困っているわけですね。その

困っていることに対応できればいいですよ。た

った１件ですよ、100万円で除去するあれは。

私のうちのほうに来た場合、どう対応するんで

すか、これ。補正で対応できるんですか。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 改めてお答えさせていた

だきます。 

  委員おっしゃいました委託料につきましては、

これまでも実施しておりました空き家バンクの

登録に向けた調査ということで、委託費が載っ

ておりました。失礼いたしました。 

  その中でも調査させていただいているところ

でありますけれども、今回の新規の予算化させ

ていただいた200万円ということで、内容的に

は、委員おっしゃいますように１件が危険空き

家、管理不全となっている危険な状態の空き家

の除却ということが１件分、そのほかに10万円

が10件ということで、空き家をお持ちの方に対

しての動機づけということで、全体の数からし

ますと500件以上ということで大変大きな数の

空き家が存在しているということも理解してご

ざいます。 

  今回、このような体制を組んだということで

ありますけれども、昨年も実施させていただい

た宅建協会との合同の空き家相談会などにおき

ましても、空き家の方向性、持っている方がど

んな手続をしていいのか、また除却するにはど

のぐらいの費用がかかるのかなどといったとこ

ろも質問の中で多く出された部分でございます。

その中で、新庄市においても空き家に対する支

援策を今後講じていくということの意思表示と

いうことも含めまして今回予算化させていただ

いて、事業を展開させていただきたいと考えて

いるところです。 

  今後、相談会、また空き家バンクへの登録な

どにおきまして御相談いただいた方に関しまし

ても、今回の除却に関しての支援策などもＰＲ

させていただきながら、ぜひ空き家をお持ちの

方につきましては有効な活用または除却に向け

ての検討なども進めていただけるようにＰＲし

ていきたいと思っているところでございます。 

  また、今回10件ということで、500件に対し

て大変少ないのではないかという御意見もいた

だいているところでございますが、ＰＲした結

果といたしまして、予算執行、除去が進んでい

った暁には、改めまして皆様に補正等の対応に

ついても御相談させていただけるように検討し

ていきたいと思っておりますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

  以上でございます。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

山科正仁委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） 最後に、96ページの非

常備消防費についてお聞きします。 

  消防団員の報酬についてお聞きするわけです

けれども、これについては県議会でも何か質問

されているそうなんですけれども、実は広域が

出している消防年報によりますと、１市４町３

村の最上郡の町村の中で７町村が消防庁から通

知された団員報酬の増額を決定しております。

最上郡のリーダーである新庄市がなぜできない

のか。これは何回もここで聞いているんですけ

れども、郡部の町村は皆なっているわけですね、

団員報酬の増額に。まして新庄市の団長をはじ

め副団長、部長、全ての団員が最上郡で一番低

い報酬なんですよ。その辺、どうして今回予算

要求できなかったのか、それについてお聞きし

たいと思います。 

小関 孝環境課長 委員長、小関 孝。 

山科正仁委員長 環境課長小関 孝さん。 

小関 孝環境課長 それではお答えいたします。 

  委員おっしゃいますとおり、最上郡内、それ

から山形県の市町村においても引上げを実施済

み、もしくは令和５年度内に引上げを行う予定
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だとする自治体の数が相当数あると伺っており

ます。 

  全国的な課題でもあるんですが、人口減少の

影響で消防団の確保に苦慮している、これは本

市でも同じなんでございますけれども、団員報

酬など処遇の改善も、団員の確保、それから組

織活動、活発な消防活動の維持には必要なこと

と考えております。 

  先ほども言いましたように、報酬改定を予定

とする自治体も大変多くなっておりますので、

本市としましてもできるだけ早い時期での改定

を目指したいと考えておるところでございます。 

  以上です。 

１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

山科正仁委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） 私が聞きたいのは、ど

うして今回の予算に盛ることができなかったの

か私は聞くんですよ。周りの郡部では皆やって

いるんです、もう既に、消防庁から通達された

金額を取って。あれですよ、新庄市の団員は１

万7,000円ですよ。ほかの地区は３万6,500円で

すよ。団長にしては新庄市11万4,000円、ほか

の郡部の団長はそれより上です、全部。それで

いいんですかと私は言うんですよ。もう少し、

最上郡の中心都市の新庄市であるならば、右倣

えとは言いませんけれども、消防庁から通達な

された団員の報酬費に私はすべきと思うんです

けれども、その辺どうなんですか、課長。 

小松 孝副市長 委員長、小松 孝。 

山科正仁委員長 副市長小松 孝さん。 

小松 孝副市長 団員の報酬の件でございますけ

れども、本来であれば今回の当初予算に報酬改

定として上げたいというところでありましたけ

れども、定数の関係の議論が、今現在、団で検

討していただいているところであります。団の

在り方の関わりにもなるところですけれども、

報酬についてはできるだけ早い時期、具体的に

は令和５年度中の早い時期に、定数の検討など

も含めて議会に上程する作業に着手していると

ころでございますので、御理解いただければと

思います。 

山尾順紀市長 委員長、山尾順紀。 

山科正仁委員長 市長山尾順紀さん。 

山尾順紀市長 付け加えまして、１月に団長との

交渉もございまして、その一方で、団員からの

様々な意見があるということもございました。

意見を求められまして、参考になるかどうか分

からないですけれども、班ごとに、将来の新庄

市消防団の在り方について、大まかなアンケー

トなり、団員がどういうふうに将来の在り方を

考えているのかということをまずもって団とし

てやってはいかがですかということをお話しし

たところであります。 

  今、その作業について、様々な問題があるよ

うでありますけれども、今後、団がどうあるべ

きか、今は維持できない、なぜできないのか、

合併とかという話がある、それは我々がこうし

なさい、ああしなさいと言うことはできない、

自分たちが地域のコミュニティーを支える、あ

るいは地域の防災を支える一員としてどうある

べきかということを真摯な形で議論いただいた

上で、こういう形ならという形で消防団から提

案があればそれに応えたいと。今、即１月の段

階で消防団長との交渉の中で、足りないから上

げろと言われても、定数条例の問題とか、現場

の中で人が追いつかないという実態をどうする

のかということがないと、将来に向けての消防

団の在り方、今こそ逆に議論すべきじゃないか

ということを提案させていただいています。 

  今、担当課ではその作業で各団あるいは各班

の意向などを聞きながら、できる限り、消防団

の団員報酬のアップについては当初考えていた

わけですけれども、下からの別の投書とかも来

ますので、そちらも検討してみてはどうですか

ということを申し上げていることを御了承いた

だきたいと思います。 
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１８番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

山科正仁委員長 小野周一委員。 

１８番（小野周一委員） 前にあった、消防団自

らが改革委員会をつくってやったものなんです

よ。しかし、私は、総務省から通達が来ている

やつをどうして受け入れることができないんで

すかということで質問しているんですよ。 

  団員定数は、以前に96班から１班減らして、

95班に減らしている経過があります、これに関

して私は言いませんけれども。 

  消防庁から通達が来ているものを真摯に受け

止めて、３万6,500円に上げれば団員の方々も

それぞれ活気づくと思うんですけれども、よろ

しくお願いしたいと思います。 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

１６番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

山科正仁委員長 髙橋富美子委員。 

１６番（髙橋富美子委員） おはようございます。 

  私からは、民生費、衛生費、消防費、教育費

等についてお伺いしたいと思います。 

  初めに、56ページ、３款民生費１項社会福祉

費５目老人福祉費の老人クラブ活動助成事業費

補助金、また高齢者による健康いきいき活動支

援事業費補助金でハンドル型電動車椅子購入費

等助成金について、詳細についてお伺いしたい

と思います。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

伊藤リカ。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長伊

藤リカさん。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 それでは、

委員の質問に対してお答えいたします。 

  まず、老人クラブ活動助成事業補助金という

ものですけれども、こちらは個々の老人クラブ

の活動に対して助成するものでして、これまで

の金額から、老人クラブ数も老人クラブの会員

数も徐々に減少しているという状況を踏まえま

して、個々のクラブに対する助成を手厚くする

というところで、来年度からこちらの補助金を

増額しております。 

  高齢者による健康いきいき活動支援事業費補

助金といいますのは、老人クラブの主に連合会

の活動や運営の事業に対して補助を出すもので

して、こちらは今年度と同額とさせていただい

ております。 

  最後に、ハンドル型電動車椅子購入費等助成

金というものですが、こちらは令和５年度から

の新規事業となりまして、いわゆるシニアカー

というものですが、まちの中でたまに乗ってい

らっしゃる高齢者をお見かけすることがあるん

ですけれども、近場の移動に利用するという方

が多いような印象ですけれども、自分の足で歩

くのがちょっと不自由になったという方が利用

するという形になっておりますが、こちらの電

動車椅子を購入またはレンタルした場合に、購

入の場合はその購入に対する金額に対して、ま

たレンタルについては年間のレンタル料に対し

て上限で５万円を補助するという制度になって

おります。こちらは高齢者の外出の機会を増や

すという意味で購入助成を来年度から始めると

いうことになりますが、販売店などにいろいろ

状況等を伺っておりますが、これから免許の返

納なども進んでくると考えておりますので、こ

ういった助成があれば購入してみたいという方

が増えるのではないかなということで、今後高

齢者の外出機会を増やすということで、こうい

った助成を始めることになりました。 

  以上です。 

１６番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

山科正仁委員長 髙橋富美子委員。 

１６番（髙橋富美子委員） ありがとうございま

した。 

  老人クラブの活動助成事業ということで、昨

年66万8,000円、今回18万6,000円ほど増額にな

っていまして、私は会員数がこれから逆に増え

るためにこの金額だったのかなと思ったんです
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が、そうではなくて、内容を充実するためにと

いうお話だったように思います。今現在の老人

クラブの数は幾らありますか。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

伊藤リカ。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長伊

藤リカさん。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 現在の老

人クラブ数については26クラブとなっておりま

す。平成30年度の段階では31クラブございまし

たので、この５年の間に５クラブ減っていると

いう状況になっております。 

１６番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

山科正仁委員長 髙橋富美子委員。 

１６番（髙橋富美子委員） 分かりました。 

  今後、健康寿命といった点からも、老人クラ

ブに限らずですが、高齢者の方が本当に元気に

活動できるように、もう少し、今26とお聞きし

たんですけれども、上げていくような方向性に

ついてのお考えはありませんか。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

伊藤リカ。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長伊

藤リカさん。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 今回の助

成金の引上げという部分では、当然お金だけの

問題ではないと思うんですけれども、個々のク

ラブの活動の幅が広がるといいますか、いろい

ろなニーズに今後対応していけるのではないか

なというところで助成金を増やしております。 

  老人クラブという名前がちょっと嫌だなとい

うことを感じる方もいらっしゃるということで、

今回、市報に会員の募集の記事を載せさせてい

ただいたんですけれども、そちらは老人クラブ

という名前ではなくて、すみません、名前を度

忘れしてしまったんですけれど、老人クラブと

いう名前ではなくて、違う名前で募集をさせて

いただいております。そういった細かい一つ一

つのいろいろな工夫によって会員数を増やして

いければなと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

１６番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

山科正仁委員長 髙橋富美子委員。 

１６番（髙橋富美子委員） 分かりました。やは

り名前というのは大事だなと思います。今後増

えることを期待しております。 

  また、ハンドル型電動車椅子の件でしたけれ

ども、たしか20万円と予算なっているんですけ

れども、これは何名分というか、上限で20万円

ということで、何名という捉え方はできますか。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

伊藤リカ。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長伊

藤リカさん。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 上限を５

万円としておりますので、一応計算上は４名分

ということになっておりますが、その購入の費

用といいますか、それも一番低いほうですと10

万円台のものから高いものですと30万円、40万

円ぐらいするものもございますので、申請にい

らしていただいて相談を受けてというところに

なりますので、まずは状況を見ながら、今後も

う少し助成を増やしたほうがいいなという状況

が見えればまた検討してまいりたいと思います。 

  以上です。 

１６番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

山科正仁委員長 髙橋富美子委員。 

１６番（髙橋富美子委員） 分かりました。よろ

しくお願いします。 

  続きまして、59ページ、３款民生費２項児童

福祉費１目児童福祉総務費の子ども・子育て会

議委員報酬が、令和４年度は13万2,000円、令

和５年度は６万6,000円に減額計上されており

ますが、その御説明をお願いしたいと思います。 

山科正仁委員長 暫時休憩いたします。 
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     午前１０時４０分 休憩 

     午前１０時４１分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開します。 

加藤 功子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

加藤 功。 

山科正仁委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

加藤 功さん。 

加藤 功子育て推進課長兼福祉事務所長 ただい

ま子ども・子育て会議委員報酬につきまして御

質問いただいております。６万6,000円を計上

させていただいておりますけれども、昨年度13

万2,000円ということで、昨年度といいますか、

令和４年度につきましては、子ども・子育て支

援事業計画の中間見直しに関わる会議を開催さ

せていただくことで、回数を増やして計上させ

ていただいておりますが、来年度につきまして

は通常開催ということで、年２回程度の開催を

見込んでいるために減額となっているものでご

ざいます。 

  以上です。 

１６番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

山科正仁委員長 髙橋富美子委員。 

１６番（髙橋富美子委員） 分かりました。 

  ただ、各課において様々な委員会、また審議

会等がありますが、その中でも市民委員の公募

で選ばれていらっしゃる方もおられると思いま

す。例えば、この開催に対してですけれども、

検討課題についてじっくりと大きな関心を持っ

てその場に臨んでいらっしゃる方がほとんどだ

と思います。その点で、１回とか２回の開催で

十分な聴取というのができるのかなということ

を思っております。また、計画策定後の委員会

等々、推進と検証作業のための委員会も予定さ

れていると思いますけれども、開催予定の回数

とか、十分な審議ができるのか、できているの

かどうかお願いしたいと思います。 

加藤 功子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

加藤 功。 

山科正仁委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

加藤 功さん。 

加藤 功子育て推進課長兼福祉事務所長 子ど

も・子育て会議におきます開催回数といいます

か、来年度は通常開催ということで２回ほど予

定しております。また、委員につきましては11

名ということで、そのうち２名が市民委員とい

いますか、公募委員ということでお願いをして

いるところでございます。 

  来年度につきましては、特に子ども・子育て

支援事業計画、ニーズ調査のアンケートを行う

ことが前提となっております。調査をし、準備

をし、報告する段階が少し時間を要するという

ことで、年間通じて何回もということではなく、

短い回数ではありますけれども、限られた中で

の御審議をいただきたいということでの設定に

させていただいております。それ以上に必要だ

という内容になりました場合には改めて開催等

を調整させていただきたいと思っております。 

  以上です。 

１６番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

山科正仁委員長 髙橋富美子委員。 

１６番（髙橋富美子委員） 分かりました。 

  続きまして、64ページ、４款衛生費１項保健

衛生費１目保健衛生総務費の産後ケア事業委託

料についてお願いします。 

山科雅寛健康課長 委員長、山科雅寛。 

山科正仁委員長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 産後ケア事業の委託料につい

て説明させていただきます。 

  産後ケア事業ですが、これは令和４年度から

開始させていただいた事業となっております。

産後１年以内の母子に対しまして、助産師が家

庭訪問し、専門的なケアや育児サポートを行う

と。また、デイサービス型といいまして、助産

所へ来ていただくといった場合もございます。

家庭や地域での孤立化や育児不安の解消を図り、
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１人２回まで利用可ということで、産後の不安

な状況をサポートするための事業となってござ

います。 

  以上です。 

１６番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

山科正仁委員長 髙橋富美子委員。 

１６番（髙橋富美子委員） 出産してからもいろ

いろな悩みとか様々ある中で、産後ケアはやは

り大事なことだと思います。伴走型支援という

ことで、今、国でもやっているところですけれ

ども、しっかりとまた取組をお願いしたいと思

います。 

  続きまして、97ページ、９款消防費１項消防

費２目非常備消防費の中の備品購入費について、

内容についてお願いします。 

山科正仁委員長 暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時４５分 休憩 

     午前１０時４６分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開します。 

小関 孝環境課長 委員長、小関 孝。 

山科正仁委員長 環境課長小関 孝さん。 

小関 孝環境課長 それでは、備品購入費につい

て御説明申し上げます。 

  こちらは、まず消防の活動服です。新分団長

以上新入団活動服、それから消防用ホースが含

まれます。95本ということでございます。 

  以上です。 

１６番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

山科正仁委員長 髙橋富美子委員。 

１６番（髙橋富美子委員） 分かりました。 

  あわせてですけれども、別の項目なんですが、

備品購入費、こちらは消防団の活動服またはホ

ースということですけれども、災害などに対す

る備品等についてはどのようになっております

か。 

山科正仁委員長 暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時４７分 休憩 

     午前１０時４８分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

小関 孝環境課長 委員長、小関 孝。 

山科正仁委員長 環境課長小関 孝さん。 

小関 孝環境課長 災害関係の備品についてです

が、項目としては、予算書の98ページの下から

５番目の備品購入費が該当しております。その

内容なんですけれども、備蓄用品関係と防災用

の排水ポンプという内容になっておりまして、

災害備蓄品関係につきましては、毛布ですとか

折り畳みマットなどを次年度に用意したいと考

えておりますけれども、そちらの予算と、それ

から本合海地区の内水排水用の排水ポンプを２

台、備品購入の予定となっております。 

  以上でございます。 

１６番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

山科正仁委員長 髙橋富美子委員。 

１６番（髙橋富美子委員） 分かりました。 

  備品等について、毛布とか水とかまだまだ足

りないような気がしますので、十分な配備をお

願いしたいと思います。 

  続きまして、98ページ、９款消防費１項消防

費５目災害対策費の自主防災組織育成事業費補

助金について、また防災士連絡会交付金33万円

について、詳細をお願いしたいと思います。 

小関 孝環境課長 委員長、小関 孝。 

山科正仁委員長 環境課長小関 孝さん。 

小関 孝環境課長 まずは、最初に頂戴しました

自主防災組織育成事業費補助金についてでござ

います。こちらは自主防災組織が活動を行う際

の主には必要な資材等の購入費に対する助成と

なります。新規に自主防災組織を立ち上げて活

動したいという団体には20万円を上限にしまし

て補助を行うと。既存の施設に関しましては、

これは何回申請いただいても結構なんですけれ
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ども、５万円を上限にしまして資機材関係の補

助を行うという内容になっております。 

  次に、防災士連絡会運営交付金につきまして

ですけれども、地域の防災力を高めるために、

防災士の活動を支援しまして、地域の防災活動

と被災時の対応に積極的に関わっていただこう

とするものでございます。防災士連絡会の皆様

方から心強い協力を行っていただけるというこ

とでお話を頂戴しまして、町内での防災研修、

防災訓練への協力、それから災害発生時の地域

活動に力を発揮していただけるものと考えてご

ざいます。 

  以上です。 

１６番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

山科正仁委員長 髙橋富美子委員。 

１６番（髙橋富美子委員） それでは、現在の自

主防災組織の団体は何件ぐらいになっています

か。 

小関 孝環境課長 委員長、小関 孝。 

山科正仁委員長 環境課長小関 孝さん。 

小関 孝環境課長 何件といいますと120団体現

在ございます。現時点の組織率ですけれども、

84.5％ということになっております。 

  以上です。 

１６番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

山科正仁委員長 髙橋富美子委員。 

１６番（髙橋富美子委員） 東北地方に未曽有の

大被害をもたらした東日本大震災から12年がた

ちました。災害はいつどこで起こるか分かりま

せん。災害の教訓や対策をふだんから一人一人

が備えていくことが重要だと思います。何より

もやはり地域の郷土のために自主防災組織が欠

かせないと思います。 

  本市においては、12年前の自主防災の組織率

はたしか20％台で県下最下位だったと思います。

何度か一般質問でも取り上げさせていただきま

して、現在84.5％になったということは、この

12年間、本当に取組の強化がされてきたんだな

と思います。 

  そしてまた、組織率は84.5％ですが、自主防

災組織を立ち上げてもなかなか訓練等が行き届

かないというか、もちろんコロナ禍にあってこ

の３年間はほとんど開催されていなかったよう

に思いますが、今後の取組等についてお聞かせ

願いたいと思います。 

小関 孝環境課長 委員長、小関 孝。 

山科正仁委員長 環境課長小関 孝さん。 

小関 孝環境課長 自主防災組織の今後の取組と

いうことでございますが、まず令和４年度、昨

年になりますけれども、新庄市の総合防災訓練

において、升形地区ということでございました

が、自主防災組織の皆さん、地域の皆さんが一

緒に地域の危険箇所を洗い出して、発災時にど

うやって避難所に逃げるか、避難所に向かうか、

そういったことを皆さんでお話ししていただい

たという場面がございます。 

  それにつきましては、防災士連絡会の皆様の

御協力をいただきまして、講師という形で進め

ておったんですが、このような取組を、総合防

災訓練しかり、また防災士連絡会の御協力をい

ただきながら、地域で行う防災訓練等に御協力

を頂戴しまして、自主防災組織と地域の皆さん

と共にそういった活動を広げていきたいと考え

ておるところでございます。 

  以上です。 

１６番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

山科正仁委員長 髙橋富美子委員。 

１６番（髙橋富美子委員） 防災士連絡会の交付

金ということで、今回初めて計上され、大変う

れしく思っているところです。 

  防災士の資格は、阪神大震災の教訓を踏まえ

て創設されたもので、県内には2,000人以上の

有資格者がいると先日新聞報道がありました。

本市においても五十数名の方が、連絡会として

は把握しているとお聞きしていますけれども、

共助の担い手として防災士がいるわけです。資
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格は取ったけれども、どう活動すればよいか分

からない、スキルアップできるのかということ

で、私自身も思い悩んでおりました。このたび

新設された交付金を活用して、防災士の皆様が

活躍できればと思っております。 

  そしてまた、まだまだ防災士の認知度は低い

ように思います。女性や若い世代の方々にもぜ

ひ防災士を目指していただきたいと思いますが、

周知や今後の取組等、また自主防災組織との連

携、先ほどもありましたけれども、再度お願い

したいと思います。 

小関 孝環境課長 委員長、小関 孝。 

山科正仁委員長 環境課長小関 孝さん。 

小関 孝環境課長 委員おっしゃいますとおり、

防災士連絡会ということで、現在50名の皆さん

が御活躍、御協力いただいているところであり

ます。 

  昨今の防災への関心、取組ですとか、実際に

災害、豪雨災害ですとか多発している状況もあ

り、防災士としての資格を取ろうという方が増

えているという情報も総務省なり県から頂戴し

ているところであります。 

  その周知方法につきましては、考えられると

ころでは、防災士連絡会の皆様の御協力をいた

だくとともに、例えばホームページですとかそ

ういった場所での広報ということがまず考えら

れると思いますが、そちらにつきましては今後

検討させていただきたいと考えます。 

  その後の活動につきましては、防災士の方々

と地域の自主防災組織なり地域の皆さんとの協

力が一番、これが一番大事なことだなと考えて

おりますので、新庄市の防災士連絡会の皆さん

におきましてもスキルアップ研修ですとかそう

いったことをやられておりますし、新庄市にお

いても今年度交付金という形で予算を御用意し

たということもございます。これら様々な連携

強化を図りながら地域の防災力の向上に努めて

いきたいと考えておりますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

  以上です。 

１６番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

山科正仁委員長 髙橋富美子委員。 

１６番（髙橋富美子委員） それでは、最後にな

ります。 

  104ページ、10款教育費２項小学校費３目学

校保健費、106ページの10の３の３、また109ペ

ージの10の４の３、主要事業の概要の説明18ペ

ージにありますが、学校給食費補助事業につい

て、よろしくお願いします。 

杉沼一史学校教育課長 委員長、杉沼一史。 

山科正仁委員長 学校教育課長杉沼一史さん。 

杉沼一史学校教育課長 それでは、御質問にお答

えしたいと思います。 

  まず小学校保健対策事業費ということで、こ

のたび学校産業医報酬ということで上げさせて

いただいております。こちらでよろしかったで

しょうか。 

  これまで50人以上の従業員がいるところにつ

きましては産業医を置くこととなっておりまし

た。これについて、来年度、本市におきまして

は該当する小中・義務教育学校が、明倫学園、

萩野学園、日新小学校となります。こちらにつ

いて今年度も産業医を置く方向で、医師会とも

検討させていただきまして、やっと来年度、何

とか医師会でもお引受けいただける方向に入り

ましたので、このような形で上げさせていただ

いているところでございます。 

  続いて、給食費についての御質問がございま

した。こちらにつきましては新規の事業といた

しまして、一般質問の場でもお話しさせていた

だいておりますけれども、新たに義務教育期間

の９年間以内に２人以上のお子さんがいる多子

世帯につきまして補助を行うものでございます。 

  ３人以上お子様がいる世帯につきましては、

第３子以降につきまして給食費を無償化、全額

補助するものでございます。また、第２子につ
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きましては給食費の半額を補助するということ

でございます。 

  ちなみに、第１子につきましては、平成２年

度より行っております小学校課程につきまして

は１食当たり15円、中学校課程につきましては

１食当たり20円、こちらの補助は継続してこの

まま続けさせていただきたいと思います。よろ

しくお願いいたします。 

１６番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

山科正仁委員長 髙橋富美子委員。 

１６番（髙橋富美子委員） 最後と先ほど言った

んですが、もう１点ありました。すみません。 

  100ページ、10款教育費１項教育総務費２目

事務局費、通学手段確保対策事業ということで、

先日も山科委員からありましたけれども、再度、

詳細についてお願いしたいと思います。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 委員長、平向

真也。 

山科正仁委員長 教育次長兼教育総務課長平向真

也さん。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 通学手段確保

対策事業補助金についての御質問でございます。 

  こちらの補助金につきましては、スクールバ

スの距離要件を満たす地域におきまして、路線

バスを利用されて通学している児童生徒への補

助でございます。来年度につきましては127名

分の予算を計上してございます。 

  以上です。 

１６番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

山科正仁委員長 髙橋富美子委員。 

１６番（髙橋富美子委員） 要綱を見ますと、地

区によって対象期間が定まっております。通年

と11月１日から３月31日までという２通りにな

っております。 

  保護者の方からは、以前はそういったバス通

学に補助金というのが、交付金がなかったもの

ですから、本当に喜んでおりますという声なの

ですが、一方で、夏場でも路線バスを利用しな

ければならない子供、児童がおります。毎月の

バス代が、１人であれば3,000円、２人6,000円、

３人お子さんがいれば9,000円、本当に経済的

に大変厳しいという声があります。 

  今、新庄市においては多子世帯に対する手厚

い補助とかなっておりますので、この点につい

てもう少し何か補助できたらいいんじゃないか

なと思うんですが、どうでしょうか。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 委員長、平向

真也。 

山科正仁委員長 教育次長兼教育総務課長平向真

也さん。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 こちらの補助

金につきましては、令和２年度までは一部自己

負担をいただきながら補助していたところでご

ざいますが、令和３年度から明倫学園開校に伴

いまして運行エリアを拡大したということもあ

りまして、スクールバスの運行基準と合わせる

形で補助基準を統一化してございます。これに

よりまして、全額補助によりまして無償化した

という経過がございます。 

  このような形で運行基準と併せて補助してい

るわけでございますけれども、スクールバスに

つきましては国の基準を緩和して運行している

ということでございまして、さらに通学環境で

すとか通学路の状況、防犯面も見まして、個別

に条件を判断させていただいているところでご

ざいます。 

  通学プランの基準の全体的な見直しにも関わ

ってまいりますので、今後の児童生徒数の推移、

あるいは運行体制をどのように確保していくか、

それから経費も大幅に増大していくということ

になりますので、教育関係者、学校関係者の意

見も伺いながら引き続き検討を進めてまいりた

いと考えてございます。 

  以上でございます。 

山科正仁委員長 ただいまから10分間休憩いたし

ます。 
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     午前１１時０３分 休憩 

     午前１１時１３分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  ほかにございませんか。 

３ 番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

山科正仁委員長 新田道尋委員。 

３ 番（新田道尋委員） 五、六か所ありますの

で、これから質問させていただきます。 

  まず初めに、71ページ、４の２、衛生費のと

ころでございますけれども、２億円、前にも質

問あったんですが、生ごみの収集運搬業務、そ

の下の堆肥製造業務委託料、この件に関してで

すけれども、この事業は始まってから相当数、

年月を重ねているわけですけれども、毎年この

予算が計上されてきますが、果たしてこの事業

をいつまで続けるのか。先が私は見通せない。

担当ではこれをどう解釈しているか。 

  当初は、考えてみますと、振り返りますと、

かなり前ですが、試験的にやるということでス

タートしているわけです。それで毎年この事業

ずっと継続してきました。行き着くところはど

こかというのがさっぱり今のところ見えません、

私からは。これでいいのかどうかということが

問われるんじゃないかなと思っていますが、現

在、担当ではどういうふうにこれを終局させる

かということをお伺いしたい。まず一つ、お願

いします。 

小関 孝環境課長 委員長、小関 孝。 

山科正仁委員長 環境課長小関 孝さん。 

小関 孝環境課長 生ごみ堆肥化事業の今後とい

うことで御質問を頂戴いたしました。 

  金曜日の予算委員会でも御質問が出たんです

けれども、その中で、この事業を継続するに当

たっての最大の課題としましては、堆肥製造施

設と堆肥保管庫施設、この両施設、老朽化が著

しい顕著な状態になっております。この両施設

を新しいものに改修しなければ維持できない状

態になりつつあると捉えているところでござい

ます。 

  ただし、この事業は市民の皆様の協力を得な

がら二十数年続けてきた経過がございますので、

方向性につきましては、利用者の方々ですとか

協力者の方々の意見を賜りながら検討していく

必要があると考えておるところでございます。 

  以上です。 

３ 番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

山科正仁委員長 新田道尋委員。 

３ 番（新田道尋委員） これだけの経費をかけ

ながら、最終、その堆肥というのはどういう使

い方をされているか。前に試験的に何か農家の

方に無料で配付して、どういう影響が出るか、

効果があるかということをやっているんだとい

うことを聞いたんですが、今はどういうふうに

対処しているんですか、この堆肥。 

小関 孝環境課長 委員長、小関 孝。 

山科正仁委員長 環境課長小関 孝さん。 

小関 孝環境課長 生成された堆肥の利用という

ところでございますけれども、今現在、毎年な

らした形ですとおよそ70トンから80トン程度の

堆肥を製造してございます。 

  その利用なんですけれども、農家の方々です

とか個人の方々に有料でお配りしているという

ことなんですけれども、ほぼ毎年作られる分の

全量が利用されていると捉えておりますが、そ

の利用者なんですけれども、例えば衛生組合連

合会ですとか農家の方々、まゆの郷の方々です

とか、利用者に関しては毎年固定している状態

でございます。そういった方々に利用いただい

ているという経過でございます。 

  以上です。 

３ 番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

山科正仁委員長 新田道尋委員。 

３ 番（新田道尋委員） 配付して使ってもらっ

ているというのは分かりますけれども、この事
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業の成果というのはどう見ているんですか。 

小関 孝環境課長 委員長、小関 孝。 

山科正仁委員長 環境課長小関 孝さん。 

小関 孝環境課長 成果としましては、ごみの減

量と資源の循環という部分では、一定程度、貢

献、実績があるものと捉えておりますが、先ほ

ども申し上げましたように、この事業を続けて

いくに当たっては最大の問題であります施設の

老朽化に対応していかなければならないので、

今後精査が必要であると考えております。 

  以上です。 

３ 番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

山科正仁委員長 新田道尋委員。 

３ 番（新田道尋委員） 最後に、これをもっと

拡張するか、この事業を拡張していくか、それ

とも縮小していくのか、どっちですか、今現在

考えているのは。 

小関 孝環境課長 委員長、小関 孝。 

山科正仁委員長 環境課長小関 孝さん。 

小関 孝環境課長 仮に拡張するとすれば膨大な

設備投資がかかると考えております。今現在の

この事業を維持していくに当たっても老朽化し

た施設への対応ということが必要ですので、そ

ういったことからかなり難しい面があると考え

ておりますが、方向性につきましては、利用者

の方々、環境審議会等の御意見を頂戴しながら

検討していく必要があると考えております。 

  以上です。 

３ 番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

山科正仁委員長 新田道尋委員。 

３ 番（新田道尋委員） これをスタートしたと

きを考えてみますと、長井市のレインボープラ

ンに準じた事業を展開しようとした経緯がある

んですよね。ですから、いいかげんにどこかで

区切って、それをやるのかやらないか、その辺

を見極めていかないと終息しないんじゃないで

すか。このままで私はいいと思いませんよ。最

大の効果が出てくるんだったら続ければいいん

ですけれども、そういうふうにいろいろな施設

が老朽化する、また金をかけなきゃならない、

その段階に来たらもう少し再検討して、有効的

な活用といいますか、事業に持っていくと。い

ろいろなことがあると思います。もしかして慎

重に検討する必要が、時期が来ていると私は思

うんです。延々と続けていないで、目的がない

ような事業は中止すべきだと私は思うんです。 

  次に行きます。 

  94ページ、８款５項１目、主要事業にも載っ

ていますけれども、準学生寮供給促進事業補助

金2,000万円とあります。これですけれども、

中身が全然、主要事業の中に出ていないんです

けれども、どういうことをやるか見当がつかな

い。中身を教えていただきたい。ここを見ます

と、中心市街地の空洞化を解消するんだという

一環の事業としてこの事業に取り組むと。まち

の中ですけれども、どの辺ですか、どの辺にタ

ーゲットを求めたか。それから、学生寮ですの

で、何棟、何人分の改修をやるか、リフォーム

だと思うんですけれども、その辺もう少し詳し

く教えていただきたい。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 準学生寮供給促進事業費

補助金について御質問いただきました。 

  準学生寮の事業に関しましては、農林専門職

大学の学生に向けた住まいの提供ということで、

これまで検討してきたところでございます。支

援策として検討を進めてきたところです。また、

市としましては、先ほど空き家の関係の質問に

もありましたように、市内に発生している空き

家、空き店舗等の利活用に向けた検討も必要で

あるということで進めている事業でございます。 

  準学生寮支援事業費の予算額からしますと

2,000万円ということでございます。供給目標

といたしましては、学生向け住宅10戸の改修を

行いたいと。整備の内容といたしましては、中
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心市街地と言っているんですけれども、制度的

には市内の都市計画用途地域でいいます商業地

域を考えております。商業地域の中の空き家ま

たは空き店舗を活用して若者向け準学生寮とい

うことでありますので、学生が入居できる住宅

を整備した方へ改修費に関しまして一部補助を

行うということで、１戸当たり、１部屋当たり

上限で200万円としております。200万円掛ける

10戸で2,000万円の予算ということで計上させ

ていただいているところでございます。 

  これまでも質問等の中で説明させていただい

ておりますけれども、準学生寮の事業に関しま

して昨年末あたりに事業者向けの説明会なども

行いまして、20名を超える事業者、オーナーの

方が参加する説明会を行い、実際に空き家、空

き店舗物件をお持ちの方から自分も検討してみ

たいということで御相談いただいている方が８

件ほどございました。その中で、現在、準学生

寮事業の協定を結ばせていただいております山

形県、山形県住宅供給公社と新庄市が協定を結

んでいるわけでありますけれども、この三者に

よりまして、エントリーしていただいた物件を

調査させていただいて、オーナーの方からお話

なんかを伺って、実際に取り組めるかどうか現

在検討中という説明をしながら調整中というこ

とでございますので、よろしくお願いしたいと

思います。 

  以上です。 

３ 番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

山科正仁委員長 新田道尋委員。 

３ 番（新田道尋委員） 課長の説明で大体のと

ころが見えてきたんですが、学生１年で40名で

すか、ということになっているので、2,000万

円かけて部屋数が10部屋ですか、何名の学生が

使用する計画なんですか。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 学生が入居されるのが10

名という予定でおります。１部屋に１人ずつと

いうことで考えています。 

  以上でございます。 

３ 番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

山科正仁委員長 新田道尋委員。 

３ 番（新田道尋委員） 全部で10名ですか。あ

との30人はどうなるの。10名でいいと県が言っ

たんですか。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 今回の事業費に該当する

整備戸数10戸ということでございますが、先ほ

ど説明させていただいた協定の中で、開校の時

点で学生の定員が40名ということです。40名の

中身としまして、県内から来る方、県外から来

られる方、もしくは最上郡内の近いところから

来られる方、まだ実情が見えていないというこ

とで、その中からどれぐらいの人が新庄市内に

住宅を求めるのか、希望されるのかというのが

はっきりと見えないということもございまして、

40名定員の中の10名程度は希望される方がいる

だろうということで、三者の中で必要戸数とし

て10戸ということでまずは設定させていただい

たということで御理解いただきたいと思います。 

  以上です。 

３ 番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

山科正仁委員長 新田道尋委員。 

３ 番（新田道尋委員） 10名以上希望者が出た

ときはどう対処するんですか。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 付け加えます。10名以上

の希望者があった場合ということで、学校とし

ましては必ず学生寮に入居する必要があるとい

うことではございません。また、学生の中には

自宅から通われる方もいらっしゃれば、一般の

民間のアパート、賃貸住宅に住まいたいという

方もいらっしゃるかもしれません。また、その
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内容につきましては実際にどのような方がどの

程度申し込まれるか分からないということで、

三者の協定の中では、供給する住宅に関して、

整備に関しての補助金もありますけれども、実

際の住宅の維持管理等についても協定の中で三

者が協力をしながら提供していこうということ

でございます。実際に供給する戸数を下回って

しまいますとそれぞれの三者の中でリスクを負

ってしまうという部分もございましたので、そ

の辺の割合につきましてはあまり過大にならな

い程度ということで協議の中で進めたところで

ございますので、御理解いただきたいと思って

おります。 

  以上でございます。 

３ 番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

山科正仁委員長 新田道尋委員。 

３ 番（新田道尋委員） それでは次に移ります。 

  109ページ、10の４の３、学校給食、先ほど

も質問あったんですが、給食費の補助、人口減

少、また少子化対策という観点から見れば、私

からいけば、１子、２子、３子なんていうよう

な分類をしないで、全ての児童生徒に給食部分

は無料にすべきだと思うんですが、試算で、全

部の児童に無償とした場合、どのぐらいの予算

が必要なんですか、計算してみましたか。 

杉沼一史学校教育課長 委員長、杉沼一史。 

山科正仁委員長 学校教育課長杉沼一史さん。 

杉沼一史学校教育課長 ただいまの御質問にお答

えしたいと思います。 

  仮に全ての児童生徒の給食費を無償というこ

とになりますと１億5,000万円ほどと算定して

おりました。よろしくお願いします。 

３ 番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

山科正仁委員長 新田道尋委員。 

３ 番（新田道尋委員） 随分いろいろと頭をひ

ねってこの予算を立てたと思うんですけれども、

全額の１億5,000万円というのは捻出できなか

ったんですか。 

杉沼一史学校教育課長 委員長、杉沼一史。 

山科正仁委員長 学校教育課長杉沼一史さん。 

杉沼一史学校教育課長 これまでも無償化につい

ての御要望等もいただいており、様々検討して

まいりましたが、現段階におきましてはなかな

か難しいこととして、このような形での予算を

立てさせていただいております。 

  以上です。 

３ 番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

山科正仁委員長 新田道尋委員。 

３ 番（新田道尋委員） 新庄市の政策として、

重要課題は少子化の解消、人口減少、これは第

一番に上げなきゃならない政策だと私は思うん

です。それからすれば、これは完全によその自

治体に先走って全額無償ということを打ち出し

ていかないと、この対策事業は成功しませんよ。

いつまでたっても少子化対策には入っていけな

い。一番重要なものです。今回特に医療費の無

料ということを打ち出してスタートしたんです

が、これは大変結構なことで、進めるべきだと

いう１つの事業、分野でですね、あとはこの給

食費、子供にいかにして経済的な援助をしてい

くかが少子化対策の最も重要な部分だと私は思

います。そのことからして、もう少し知恵を出

して１億5,000万円を捻出すべきだと私は思う

んです。そこまで検討しなかったんですか。 

杉沼一史学校教育課長 委員長、杉沼一史。 

山科正仁委員長 学校教育課長杉沼一史さん。 

杉沼一史学校教育課長 ただいまの御質問につい

てでございますけれども、確かにこの少子化、

また物価高騰と様々厳しい状況にあるという中

で検討させていただいておりました。そういっ

た中で、まずは物価高騰の中における少子化、

そして多子世帯への支援ということを最優先と

いう形で考えさせていただきました。 

  今回の事業につきましては、新規事業という

ことで、先日の一般質問でも触れさせていただ

きましたけれども、まだまだ足りない部分等、
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出てくるやもしれません。そういった足りない

部分等も含めてしっかり評価をしてまいりまし

て、今後どのようなものが必要になるかという

ことをしっかり検討してまいりたいと思います。 

  来年度につきましては、まずはすぐにでもや

らなければならないことということで、多子世

代への支援ということで、できる部分を早急に

ということで上げさせていただいた状況でござ

います。よろしくお願いいたします。 

３ 番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

山科正仁委員長 新田道尋委員。 

３ 番（新田道尋委員） どこの自治体でも一番

悩んでいるのは少子化対策だと、トップだと思

うんですよ。そこを早く手をかけていかないと、

新庄も立ち後れるとどうしようもない状態にな

っていくんですよ、将来を考えると。やはり真

剣に考えて、その対策というのを徹底していっ

て、新庄では子供に金がかからないんだ、経済

的に助かるんだという安心感を持った親たちが

安心して暮らせるまちをつくっていかなきゃな

らないと私は思うんですよ。「子育てするなら

新庄市」ぐらいのキャッチフレーズを打ち出せ

るぐらいの対策を徹底してやらないと、人口減

少、少子化対策の問題は解決しないはずです。

いち早く他の自治体に先駆けてそういうものを

徹底して実現化していくことが重要だと私は思

うんですけれども、そう思いませんか。 

杉沼一史学校教育課長 委員長、杉沼一史。 

山科正仁委員長 学校教育課長杉沼一史さん。 

杉沼一史学校教育課長 ただいま委員から御指摘

いただきました件について、実際そのように私

も感じております。 

  そういった中で、少子化対策につきましては、

学校給食はもちろんでございますが、様々な視

点から、様々な観点から対応が必要なものでご

ざいまして、各課で取り組みながら、また学校

教育課といたしましては、先ほど申し上げまし

たように、こういった多子世帯への支援、また

は少子化対策にもこれがつながってまいると思

いますので、給食費については今後も検討課題

としていかなければならないと存じます。 

  以上でございます。 

山尾順紀市長 委員長、山尾順紀。 

山科正仁委員長 市長山尾順紀さん。 

山尾順紀市長 新田委員の御提案、大変ありがと

うございます。 

  今回、全部なぜできなかったか、教育委員会

の要望はあるわけですけれども、様々な要因が

ございまして、今、明倫学園を建てているとい

うことで、予算の総体的な形から全額はなかな

か出せないということもございました。 

  また、もう一つの要望が非常に多いのがやは

りスクールバスであります。これの基準を緩和

してやっているわけでありますけれども、さら

に各町内からスクールバスの支援をお願いした

いということがございます。そうしますと、ス

クールバスの増強、あるいは運転士の確保、総

体的にバランスを考えざるを得ない状況です。 

  いずれは新田委員のおっしゃっていただいた

ことを目指すべきと十分に認識しておりますけ

れども、今それは部分的にスクラップするもの

をスクラップしながら財源を生み出して、子供

たちに対応していかなくちゃいけないというこ

とで、今後とも教育委員会とも十二分に相談し

ながら要望には応えていきたいと思っていると

ころでございます。 

３ 番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

山科正仁委員長 新田道尋委員。 

３ 番（新田道尋委員） 事業執行者としてその

部分を感じているんだと、対策を検討している

ということは十分に把握できました。そのこと

で今後も続けながら少子化対策に専念をしてい

ただきたいと思います。 

  いろいろとやりくりあるとは思うんですけれ

ども、全般的に資料を見せていただいても、今

年度にこれはやらなきゃならない事業かなと首
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をかしげざるを得ないものが入っている。こう

いうものを整理していけば１億5,000万円は捻

出できると私は見込んでいる。 

  これを徹底してやっていかないと新庄の将来

はなくなる。私は不安を感じているから申し上

げたということでございますが、市長の答弁の

ように、一生懸命検討はしているんだというこ

とをお答えいただきましたんですが、考えてい

るんじゃなくて、実行していかないと何ともな

らないので、なるべく早く手をつけて、安心安

全で子育てができるような新庄市にしていただ

ければ大変ありがたいと思っております。 

  次に、同じページ、109ページの明倫学園、

11の４の４、明倫学園建設事業費６億700万円

のところですけれども、前に説明いただいて、

延期してグラウンドを造成するという工事なん

ですが、一番私が心配なのは、設計変更して、

地層の弱粘土層を固めていくという事業に変え

ていったわけですけれども、これは全面でない

んですよね。それで、その部分は１万879平方

メートル、ここをやるんだということで、残り

が7,716平方メートルあるんです。私が心配し

ているのは、北の部分はいいけれども、その残

った南の部分、同じような現象がまた、豪雨が

あった場合、起きないということはないわけで

すね、１回起きているんだから、その対策をさ

れてないから。これを完成した場合にそういう

現象がまた起きたときにはどうするのかとなっ

てくると同じことを繰り返してやらなきゃなら

ない。今度、校舎が建って、その地下何メート

ルか分かりませんが、基礎コンクリートが打た

れているわけですね。そうすると止水状態にな

っていくということが素人ではあるけれども考

えられる。そうすると、せき止められれば地下

水は軟弱のほうに寄ってくるはずですね。水の

行き場がなくなる、構造的に見るとですね。そ

ういうことを考えなかったか。私は、どうせや

るんだったら、将来を考えれば全面施工すべき

だと思うんですけれども、施工したところは守

られても、しなかったところに必ず水は逃げて

いくわけですね。この水、地下水はどこから来

るか。私の想像では、線路を越えて、西線を越

えて恐らく北町、茶屋町のほうから来るんだと

思っています。もともと考えれば、ここは湿地

だったということですので、必ず地下水はここ

に寄ってくるはずなんです。ですから、ここも

本当は一気に、金がかかってもやるべきでは、

将来を考えると私はやるべきだったんじゃない

かと思うんですけれども、どんな考えですか、

お聞きいたします。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 委員長、平向

真也。 

山科正仁委員長 教育次長兼教育総務課長平向真

也さん。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 明倫学園建設

工事についての御質問でございます。 

  委員おっしゃるとおり、グラウンドの北側に

つきましてはセメント改良によりまして地盤の

強化を図ったということで、グラウンド全体に

つきましては、特に南側については採石を大幅

に増量しまして、グラウンド全体に暗渠排水管

を網目状に入れておりますので、魚の骨のよう

な形に入れております。南側の排水路に誘導す

るという工事を施工してございますので、排水

対策としてはかなり万全なものになっているか

と考えてございます。 

  以上です。 

３ 番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

山科正仁委員長 新田道尋委員。 

３ 番（新田道尋委員） ここはもともと地形が

水が抜けない状態、恐らくボーリングしてどう

いう報告をいただいているか分かりませんが、

だと思います。将来非常に不安材料となって残

っていますので申し上げました。 

  以上、終わります。 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 
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１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

山科正仁委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） 私から、予算委員会は

「入りを量りて出ずるを制する」ということだ

と認識しております。「入り」は終わりました

ので、「出ずる」から質問させていただきたい

と思います。 

  まず、39ページ、２款総務費１項総務管理費

のプロモーション動画の件についてお尋ねした

いと思います。次に47ページ、２款総務費の戸

籍住民基本台帳についてお願いいたします。次、

93ページ、８款土木費５項住宅費に関してお願

いします。同じく土木費６項雪対策費のロータ

リー車購入についてお願いいたします。次、99

ページ、10款教育費の自動車購入と111ページ、

２目市民プラザ費についてお尋ねしたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

  39ページの総務管理費、プロモーション動画

の内容について教えていただきたいと思います。 

川又秀昭総合政策課長 委員長、川又秀昭。 

山科正仁委員長 総合政策課長川又秀昭さん。 

川又秀昭総合政策課長 それでは、ただいま御質

問のふるさと納税事業費のプロモーション動画

制作業務委託料につきましては、観光大使の今

村先生を活用した、ふるさと納税の様々な紹介

動画を作成するということで、お礼品の紹介を

交えながら作成していきたいというところで、

具体的にはこれからになりますけれども、企画

といたしましては15秒とか30秒、90秒などの種

類の動画を想定しておりまして、活用といたし

ましては、返礼品の紹介はもちろんですけれど

も、ユーチューブやＱＲコード、様々なパンフ

レットにＱＲコードを印刷した形で、新庄市の

周知といいますか、知名度アップなんかもでき

るような形で活用したいと考えております。 

  こちらにつきましては、今村先生は県のつや

姫観光大使もお引受けされているということで、

県に先んじた形で新庄市で活用していきたいと

いうところで、ふるさと納税の経費を活用させ

ていただいた形で、一般財源に負担をかけない

形でできないかと考えているところでございま

す。内容については具体的にはこれからという

ことになります。 

  以上でございます。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

山科正仁委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） 聞いてよかったな。大

変タイムリーな企画で、私の一般質問の中で

「たび丸号はどさ行った」と聞いたけれども

「どこかの小屋さ入った」と、おかしいべやと

思う、俺ばりでない、みんな思うから質問した

んだけれども。 

  全面的に今村先生はＮＨＫの帯番組とか民法

で引っ張りだこですので、非常にいい企画を練

っていただいたのではないかと思うんです。 

  それで、蛇足になるかもしれませんけれども、

「今村翔吾米」なんてネーミングはでぎねえな

がな。農林課長かな。 

柏倉敏彦農林課長 委員長、柏倉敏彦。 

山科正仁委員長 農林課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦農林課長 ありがとうございます。 

  「今村翔吾米」ということで御提案いただき

ましたが、そちらは先生とも相談しながらとい

うことと、どのものを「今村米」にするのかと

いうこともこちらで話をしていかなければなら

ないかなと思います。そちらの基準、それから

事務所とも御相談をしながら検討させていただ

ければと思います。よろしくお願いします。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

山科正仁委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） そういうのが前向きに

いけばうれしいなと思います。 

  そして、新庄のある農家は、日本一の食味と

か日本一のお米を作ったという方もおるわけで

す。そういった意味で、基幹産業、農業のお米

の質を高めるということも、企画によっては、
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それは皆さん方の腕だ、はっきり申し上げまし

て、企画力だ。ぜひ御期待申し上げますので、

優秀な職員がおりますので、そのシンクタンク

を十分に活用していっていただきたいなと、お

願いいたします。 

  次は、戸籍住民基本台帳費に関してお尋ねし

ますけれども、昨年より3,200万円という大き

い金額が減額になっていますね。予算の中でプ

ラス・マイナスはあるわけですけれども、ちょ

っと大きい金額が目についたもんですから、内

容をまず一つお尋ねしたいと思います。お願い

いたします。 

伊藤幸枝市民課長 委員長、伊藤幸枝。 

山科正仁委員長 市民課長伊藤幸枝さん。 

伊藤幸枝市民課長 住民基本台帳費が3,200万円

ほど減額になっているという件でしたが、主に

12節委託料を3,000万円ほど減額させていただ

きました。令和４年11月にコンビニ交付を導入

いたしましたが、そちらのシステムの購入業務

委託料等と、こちらは国のシステム改修になり

ますが、戸籍電算システム改修業務委託料等が

ございましたので、構築に関しては終了したと

いうことで3,000万円程度の減額となっており

ます。 

  以上です。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

山科正仁委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） 昨年、デジタル化、コ

ンビニ交付の中で、ＤＸ、デジタルトランスフ

ォーメーションですか、その中で誰一人取り残

さない、そういう活用をするということでやっ

たと思うんですけれども、これは初期投資が終

わって今度軌道に乗りますよという考えでいい

わけですね。 

  あともう一つ、「書かない窓口」を質問しま

した。今は「おくやみ窓口」というのがあるそ

うです、ほかの市町村。何かといえば、死んだ

とき、いろいろな手続があるそうです。それを

ワンストップでできると。それをマイナンバー

カードとかデジタル化でやるという自治体が結

構進んでいるんですね。そういったことに対し

ても整備されたということで、適用はどうなる

んでしょうか。 

  もう一つ、去年の予算書を見ますと、去年は

賦課徴収費というやつが1,600万円あったんで

すけれども、今回はこの部分がないから減額な

ったかなというんだけれども、賦課徴収費とい

うのは何の、これは今回盛られてなかったけれ

ども、どういうことなんでしょうか、教えても

らえばありがたいなと思います。 

伊藤幸枝市民課長 委員長、伊藤幸枝。 

山科正仁委員長 市民課長伊藤幸枝さん。 

伊藤幸枝市民課長 「書かせない窓口」につきま

しては、市民課だけではなくて、福祉であった

り子育てであったり各課との業務の連携が必要

になりますので、具体的にはデジタル化の推進

計画の中で全庁的に今後取り組んでまいりたい

と考えております。 

  以上です。（「おくやみ窓口」の声あり） 

  おくやみ窓口につきましても、死亡届の部分

ということで、書かせない窓口の一つのシステ

ムになりますので、そういったところも含めて

検討をしてまいりたいと思います。 

  以上です。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

山科正仁委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） 賦課徴収費というのが

今回なかったけれども、これはどういうことな

んですか。 

山科正仁委員長 暫時休憩いたします。 

 

     午前１１時５１分 休憩 

     午前１１時５２分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

佐藤 隆税務課長 委員長、佐藤 隆。 
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山科正仁委員長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 46ページに賦課徴収費という

のがございますが、中段より下の部分、納税収

納管理事務ということでございますけれども、

そちらじゃないでしょうか。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

山科正仁委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） 昨年の予算書……、ご

めんなさい、あなたの言うとおり、ごめんなさ

い。失礼しました。ありがとうございました。 

  次に、93ページ、８款土木費５項の公営住宅

管理事業費が載っていますけれども、北新町、

玉の木なんですけれども、特に北新町は建てて

からかなり長い月日になって、こっちを直せば

あっちを直さねんねという、いたちごっこじゃ

ないですけれども。 

  そして、今の時代の中で、間取りとか空調と

かいろいろなもの、かなり傷んでいるなという

んだけれども、今すぐ結論は求めないですけれ

ども、将来にわたってこういうものも整備して

いく考えはどうなんでしょうかということ、お

聞きします。いろいろあるでしょうけれども、

一つ、特に北新町なんかは団地の走りだったん

ですね、新庄市で。そういった意味で、そうい

うトータル的なお考えをお聞かせいただければ

ありがたい。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 公営住宅の方向性という

か、今後の考え方ということで御質問いただき

ました。 

  今回予算化させていただいているものに関し

ましては、北新町団地の下水道切替えというこ

とで、下水道事業が団地周辺まで延伸したとい

うことを受けまして、合流に向けての工事とい

うことでございます。 

  また、玉の木団地の屋外排水につきましても、

委員おっしゃいますように、施設の老朽化に伴

って排水関係が詰まったりあふれたりみたいな

ところがかなり多くなってきているということ

で、現状の改善のための改修ということで御理

解いただければと思っております。 

  老朽化が進んでいる状況が見受けられる市営

住宅の今後の方向ということでございますけれ

ども、委員おっしゃいますように、実際の募集

をかけた段階でも、最近の募集される状況を見

ますと古い住宅は敬遠されてしまうということ

もございます。ただ、一方で、家賃が安い住宅

を求められるということも併せてございますの

で、一概に全てを新しくして今の時代に合うよ

うな住宅に変えるというのはちょっと検討が必

要だということもあるかと思っております。 

  また、近年、人口減少の状況もありまして、

これまで四百数十戸、市営住宅として管理して

おりますけれども、今後においてもその戸数が

必要なのかどうか、この検証も必要になってく

るのかなと思っているところです。 

  令和５年度、その辺も含めまして、住生活基

本計画ということで、新庄市内の住宅関連の現

状の把握と今後の方向性なんかを調査させてい

ただきながら、市営住宅のトータルのボリュー

ム感も含めて今後の方向性を見定めていく必要

があるかなと思っております。その中で、古い

住宅が更新になるのか廃止になるのか、その辺

も含めて検討を進めていきたいと思っておりま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上でございます。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

山科正仁委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） まさにそのとおりだと

思うんです。特に北新町とか玉の木の割かし安

価な住宅というのは結構今まで市民の皆さんに

寄与した事業だと評価するんだけれども、課長

がおっしゃったように、少子化とか多様なニー

ズ的なものがあって、トータル的に今度考えて

いかないと、財政もなかなか厳しいということ
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で、出ずるを制さないと維持ができなくなると

いうことが必ず来るわけですので、今からそう

いったものを私は提案したいと思って質問させ

てきました。検討をよろしくお願いいたします。 

  次に、６項雪対策費のロータリー車購入と併

せて現在の体制はどうなんでしょうか。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 今回、６項の中にロータ

リー除雪車購入費ということで計上させていた

だいております。今回の計上の内容につきまし

ては、現在、市が所有しているロータリー除雪

車、これは冬期間の早朝除雪の段階で業者に貸

与して除雪をしていただいている機械というこ

とで御理解いただきたいと思いますが、今回の

予算につきましては130馬力の除雪車を既存の

ものが老朽化したということで更新する予算に

なっております。 

  近年は、既存のロータリー車の更新の購入の

場合と新規の増強という思いでの購入を隔年ご

とにしている状態でございます。 

  早朝除雪に関しましては、市内全域300キロ

ほどの市道の中で除雪が必要な路線について、

また生活道路に関して、ロータリー除雪車を含

めてドーザーなども使いながら、早朝７時半頃

までには除雪を終わらせたいという思いで業者

への委託をしているところでありますが、なか

なか降雪の状況などによって時間内に終わらな

いところもままあるということも皆さん御了解

のとおりかと思っております。そのことも含め

まして、ロータリー除雪車の増強という部分を

行いながら時間を短縮していきたいということ

もありまして、１年ごとではありますが、１年

置きごとでございますが、ロータリー除雪車の

増強も行いながら市内の除雪体制を強化してい

きたいという思いで取り組んでいるところでご

ざいます。 

  実際に今保有している台数、手元にはっきり

した台数はないんですが、十五、六台に関して

は既に更新が必要な時期になっているものでご

ざいますので、年ごとに更新を進めていくのに

併せまして、隔年で台数を少しずつ増やせれば

増やすということで、それに取り組んでいくと

いうことで考えているところです。 

  新庄市におきましては、除雪、克雪というこ

とが重要な事業だと思っておりますので、今後

もその取組方針を考えながら進めていきたいと

思っております。 

  以上でございます。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

山科正仁委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） 新庄市は山形県でも市

道の距離が一番長くて、一番距離が長いところ

に導入して除雪をやっているんですね。これは

本当に、市民生活を守るためには、安全安心、

よかったなと思うんです。整備をきちっとなさ

って計画的に更新していただいて、市民のニー

ズ、多様なニーズで大変ですけれども、ひとつ

そういった７時半までにでかすんだよというこ

と、常に市民の皆さんの理解を得ながら、ぜひ

住民の足の確保をお願いしたいと思います。 

  次、99ページ、10款教育費の自動車購入費、

同じく車なんですけれども、この内容を一つお

聞かせください。 

山科正仁委員長 ただいまから１時まで休憩いた

します。 

 

     午後０時０１分 休憩 

     午後１時００分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 委員長、平向

真也。 

山科正仁委員長 教育次長兼教育総務課長平向真

也さん。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 事務局費の自
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動車購入費についての御質問でございます。 

  こちらにつきましては、教育委員会で学校に

配置しております軽トラックの購入費用という

ことで、老朽化している軽トラック１台の更新

費用でございます。 

  以上です。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

山科正仁委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） 軽トラックも重要な業

務の車両だと、分かりました。 

  私は何を申し上げますかというと、先ほどの

スクールバスの件、いろいろな方々から出まし

た。地域によってはスクールバスの要求が多い

と聞いていますし、それに応えて、国の基準を

緩和して個別に判断したということをお聞きし

て、よかったなと。課題としては、通年にして

けろとかいろいろあると思うんだけれども、冬

期間は、いろいろな地域の声を聞いて、子育て

支援の一環として配慮したんじゃないかなと思

っていますので、今後とも課題があると思いま

すけれども、一つ前進していただいたなと思っ

ています。 

  111ページの市民プラザ費についてお伺いし

ますけれども、これは指定管理料も含めてなん

だけれども、私は何を申し上げたいかというと、

あそこも老朽化とかいろいろなことになってい

ますし、あそこを使いますと、利用させていた

だくと、暗いんですね、天井も暗いし。ステー

ジを使っていろいろな団体が、お楽しみの利用

者の団体がプラザまつりとかやるんだけれども、

音響がもう少し楽しむような音響にしてもらい

たいなというニーズがあるんですけれども、そ

ういった声があるかないか、一つ確認したいと

思います。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

山科正仁委員長 社会教育課長渡辺政紀さん。 

渡辺政紀社会教育課長 市民プラザにおきます大

ホールでの歌謡ショーなどにおける音響につい

てでございますけれども、どうしても文化会館

と比較しましても音響の部分については文化会

館よりは落ちるのかなという声は聞いていると

ころでございます。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

山科正仁委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） 感じているというんだ

けれども、感じるのは結構だけれども、その後

の展開はどげだと聞きたいんです。 

渡辺政紀社会教育課長 委員長、渡辺政紀。 

山科正仁委員長 社会教育課長渡辺政紀さん。 

渡辺政紀社会教育課長 市民プラザにつきまして

は、館内の照明のＬＥＤ化とか様々な設備更新

において大規模な更新がいろいろ出てきており

ます。前もエレベーターを更新したりという部

分がありまして、そこについては計画的に音響

についても考えていきたいと、更新する際には

そのような御要望も含めましてなるべく御要望

に応えるような形での更新を考えていきたいと

思っていますので、よろしくお願いします。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

山科正仁委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） やはり認識していただ

かないと次の段階に行かないんですね、金もか

かることだから。特に照明とか音響というのは

案外金がかかるんだけれども、文化会館の大ホ

ールを使ってする、そこまでいかない団体が、

ちょうど手頃で、あそこでいいなという団体も

いるわけです。特に、さっき老人クラブの問題

も出ましたけれども、そういったことを考えて

問題提起を私はさせていただいたんですけれど

も、それに長期的とか何かさっぱり、そういう

ことに関心を持っていただいて、計画的に、一

気には無理でしょうけれども、そういったこと

でしていただきたいという市民の声を私は伝え

ているわけですので、その辺をよく御理解して

認識していただきたいと思っております。 

  次、時間がありますので、ごみの堆肥化です。
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生ごみ、71ページの衛生費なんですけれども、

新田委員も言ったけれども、長井市のレインボ

ープランが脚光を浴びて、やったんですね。長

井市では平成９年から現在に至ってやっている

んですけれども、長井市は世帯数が9,900、新

庄市は1万3,000、その中で長井市のレインボー

は5,000世帯でやっているんですよ。新庄の場

合は世帯数500幾らですか。費用対効果から考

えてスクラップ・アンド・ビルドをやらないと。

市長もおっしゃいました。スクールバス増進、

市民プラザを直してけろ、限られた財政の中で

スクラップをしていただきたいなと。そうでな

いと本当のニーズのあるところに行かないんじ

ゃないかなという思いで質問させていただきま

した。 

  これからは増築しないというお答えなんです

けれども、せっかく、今年度は予算を盛ったか

ら、これに修正動議をかけて、やめろなんてい

うことは私はしません、できないと思うんだけ

れども。 

  今後の展開ですね、皆さん方も心配している

のは、長井市とはやり方が違うと。最初はいろ

いろな菌を研究するために、なんとか先生、名

前は言わないけれども、その先生が菌を作るた

めにいろいろ活用したと。肥料は今の肥料じゃ

なくて、土壌改良に近い堆肥のやり方だと伺っ

ているんですよ。もちろん出口もなっているん

だけれども、そういったことで、課長はここで

決断はできないと思うんだけれども、大局的な

トップの方々の判断が大事ではないかなと思う

んです。本当ですよ。皆さんの業務だって定員

管理の中で仕事をやって、ビルドはできるけれ

どもスクラップができない。それは新庄だけじ

ゃなくて、これは大きな行政の悩みだと思うん

だけれども、そこに切り込んでいかないと、１

人でも２人でも今市民のニーズに応えんなね、

何だべと言われるかもしれませんけれども、そ

こは丁寧な、費用対効果の丁寧な説明をしてい

かないと、説明していただければ、ああそうで

すかと分かると思うんです。その説明も大事だ

と思うんだけれども、そういった意味で、何回

も言って申し訳ないけれども、この事業を今後

どうするか、私もお聞きしたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

小関 孝環境課長 委員長、小関 孝。 

山科正仁委員長 環境課長小関 孝さん。 

小関 孝環境課長 先ほどの御質問にもあった事

柄でございますけれども、まず本事業の最大の

問題につきましては施設の老朽化、建ててから

相当な年数が経っている施設でございますので、

堆肥製造舎と堆肥保管庫の２つの施設、これを

新しいものにしなければ今の事業を維持するこ

とすら難しい状態になると認識しておるという

ことでございます。 

  委員おっしゃいますように、今後の決断とい

うことも含めて検討するということなんでござ

いますけれども、その場合においても、20年来

ずっと協力していただいた市民の方々がいらっ

しゃるわけです。長井市の5,000世帯に対して

580世帯というところでありますけれども、こ

のような方がいらっしゃいますので、それから

堆肥の製造に携わっていただいた関係団体もご

ざいます。そうした方々の御意見も賜りながら

検討していく必要があるだろうと考えておりま

す。その際には、委員おっしゃるとおり、丁寧

な説明を行いながら、現状と方向性について検

討を進めてまいりたいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

小松 孝副市長 委員長、小松 孝。 

山科正仁委員長 副市長小松 孝さん。 

小松 孝副市長 生ごみの堆肥化の件でございま

すけれども、現状の認識としましては、実際施

設が相当老朽化しておりまして、このままでは

施設を現状のままで使うというのは難しい時期

に来ているのかなと感じております。 
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  そして、今後においてでありますけれども、

環境については環境審議会という審議会がござ

いますし、ここの委員会の御意見を頂戴しなが

ら、そして関係者の皆様の御意見を頂戴して、

一定の今後のこの事業の在り方ということの検

討を進めてまいりたいと考えております。（「よ

ろしくお願いします。終わります」の声あり） 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） まず１点目は、33ペー

ジ、２款１項１目総務一般管理費のうち行政改

革市民委員会報酬とありますけれども、行政改

革でありますから、市民委員会の目的として、

今どんなことが改革の検討されているかお答え

いただきたいと思います。 

  以降、全部できるかどうか分かりませんが、

通告だけしておきます。 

  34ページの職員研修費のいわゆる電通への職

員派遣、それから39ページ、２款１項７目企画

費のうち地域おこし協力隊に関すること、98ペ

ージ、９款１項５目災害対策費のうち地すべり

関係について、後で詳細申し上げます。最後に

91ページ、８款４項都市計画費のうちエコロジ

ーガーデンの道の駅に関連して２つの道の駅に

ついてお尋ねします。 

  １点目については先ほど申し上げましたので、

よろしくお答え願います。 

西田裕子総務課長 委員長、西田裕子。 

山科正仁委員長 総務課長西田裕子さん。 

西田裕子総務課長 行政改革市民委員会報酬に関

連して、行革についての御質問ということでご

ざいますが、市民委員会委員報酬とありますけ

れども、市の行政改革の推進について、必要な

事項を調査、審議していただいているわけです

けれども、主には行財政改革の大綱を中心に、

市全体として改革を行っていこうというもので

あります。 

  その大綱の中身でありますけれども、毎年見

直しを行っておりまして、令和４年度、それか

ら来年度に向けて、どのようなことが進捗状況

で、どういった各課行われているか、あるいは

来年度に向けてどのようなことを行っていくか、

各課の課題を出し合いまして、それに向けて改

革を行っていくというものでございます。 

  例えば、それぞれテーマがございますけれど

も、そのテーマに従って、例えば業務の見直し

であったり、それからＤＸをどのように使って

いくかというお話でしたり、それから職員の人

材育成であったり、それからより分かりやすい

広報の仕方といいますか、どういったところが

あるかといったそれぞれの課の課題をそれぞれ

の年度で目標として掲げまして行っていくとい

うことをやっているところです。 

  以上です。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） 改革でありますから、

改革というのは大きく変化していくことをいい

ます。心配しているのは、形式的な議論で終わ

ってしまって、何項目挙げて進捗状況がどうか

ということで終わってないかということです。

その改革委員会の中で一番重要視している課題

は何でしょうか。 

西田裕子総務課長 委員長、西田裕子。 

山科正仁委員長 総務課長西田裕子さん。 

西田裕子総務課長 こちらにつきましては、令和

４年２月に行政改革まちづくりに関する提言書

を頂いております。この提言書につきまして、

提言が３つございまして、１つは市民の利便性

の向上と業務効率化に向けた行政のデジタル化

の推進、それから職員の能力向上への支援とモ

チベーションの向上について、３つ目は健全な

財政運営の推進についてといった提言をいただ

いているところです。それぞれ大きな課題では

あるんですけれども、それぞれの課題に沿った
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内容で問題提起をして、改革に向かっていると

いう形でございます。 

  以上です。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） デジタル化と職員のモ

チベーション、本当に大事なことでありますか

ら、緊張感を持って、改革推進委員会であると

いうことを大きく踏まえて進めていっていただ

きたいと思います。 

  続いて、今のテーマとも関連するんですが、

34ページ、２款１項、職員研修事業費のうち電

通への職員派遣研修でありますが、前にほかの

委員も質問されましたけれども、当然優秀な職

員を選考して派遣するわけですけれども、１年

間、定数内職員を派遣するわけです。現場の職

員を１人減らして１年間派遣するわけです。そ

れを10年以上もなぜ続けなければならないのか。

これは市長の肝煎りの政策でしょうからそれな

りの思いがあってのことだと思うんですが。 

  このたびのオリンピックの問題で告発されま

した。多分それなりの大きな社会問題になって

います。以前には労働基準法違反であの会社も、

何といいますか、それなりの処分も受けていま

すし、東京都ではこの会社に対して指名停止も

出しました。そういう企業になぜ優秀な職員を、

定数内職員をまた派遣しなければならないんで

しょうか。的確な説明をお願いします。 

西田裕子総務課長 委員長、西田裕子。 

山科正仁委員長 総務課長西田裕子さん。 

西田裕子総務課長 電通という会社につきまして

は、このたびのオリンピック・パラリンピック

に関連して告訴されたということでございまし

て、実際会社からはおわびの手紙なども頂いて

いるところでした。 

  電通派遣につきましては、今年度、令和４年

度で12年目、12名の職員を派遣しております。

どういった理由でというところでございますけ

れども、やはり公務員でございますので、公務

員という枠を飛び出して、それ以上の様々な広

い視野を持った研修ができるのではないかと思

っています。特に、様々な多角的な物の見方や

考え方ができる、そういったところの場に身を

置くということで、コミュニケーションの能力

であったり、それから新庄が弱いと言われてい

る発信力ですか、そういったところのプロモー

ションスキルの向上であったり、また職員自身

が貴重な体験ができるということもあると思い

ます。そういったことで、その職員が帰ってき

たときに後輩職員や周りの職員にそういったス

キルを伝達して、より職員の資質を向上させて

ほしいということもございます。 

  以上です。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） 総務課長がおっしゃっ

たのは、だから電通だという理由には何にもな

りません、言っていることは。公務員の枠を超

えてといいますけれども、いろいろな企業、優

秀な企業はいっぱいありますし、そしてわざわ

ざ、職員研修のために多額の負担金を出してい

る市町村職員研修所などもありますから、そこ

には一流大学の一流講師がいっぱい、そういう

講師陣が控えている研修所はたくさんあるわけ

ですよね。それを払いのけてわざわざ電通に派

遣しなければならないということが私は納得で

きないと思いますし、そもそも、昨年以来、職

員についての不祥事が残念ながら相次いでいま

す。職員のモチベーションを上げる、そういう

意味では今の研修制度そのものをもう一回振り

返る必要があるのではないかと思うんです。 

  ほかからもたまに言われます。新庄市役所の

職員は優秀だけれども、役所に行ってみると暗

いと、そんなイメージを持っている、ほかの町

村の職員ですよ。ほかの町村の職員が市役所に

行ったときに、何か暗いなという感じを複数の
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人から私は聞きました。 

  そういう点で、今までやってきた職員研修を

それでいいのだということではなくて、もう一

度、職員全体のプラスになるように検討し直す

べきだと思います。でないと、一部の不祥事で

職員全体がそのように見られてしまっては大変

残念なんです。私も元職員であった者として、

一部を全体がそうなんだと見られてしまうのは

本当に残念でありますから、電通の派遣研修を

やめると同時に、研修制度自体ももう一回見直

すべきだと思います。 

  ここは擦れ違いのようでありますから、次に

行きます。 

  39ページ、２款１項７目企画費のうち、地域

づくり支援事業費のうち、地域おこし協力隊の

起業・事業継承支援の補助金200万円を用意し

ていますが、これはどのような内容でしょうか。 

川又秀昭総合政策課長 委員長、川又秀昭。 

山科正仁委員長 総合政策課長川又秀昭さん。 

川又秀昭総合政策課長 それでは、地域おこし協

力隊の地域おこし協力隊起業・事業承継支援補

助金の200万円について御説明申し上げますけ

れども、こちらにつきましては、今任務中の地

域おこし協力隊が任期を終えた際に、起業もし

くは事業承継する場合に要する経費に対して予

算の範囲内で補助金を交付するというものにな

っておりまして、限度額100万円で、令和５年

度退任予定の方が今のところ２名いらっしゃる

ということで、新庄市内で起業もしくは事業承

継した場合に該当になるということで、予算の

最大限ということで200万円を用意しているも

のでございます。 

  以上でございます。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） そうですね、新しい文

化が入ってきたり、それぞれ今まであったその

土地の文化が新しい視点で変化していくという

ときには、新庄まつりもそうなんですけれども、

そうでありましたよね。そういうときに大事な

のは「よそ者、若者、馬鹿者」ということがよ

く言われています。そのほかのいろいろな事業

でもそういうことが強調されると思うんです。

よそから来た人がほかの文化を受け入れて、な

おかつ若くてバイタリティーのある人、最後は

それを一生懸命地域の中で働きかける、動くと

いうことであります。「馬鹿」というのはそう

いう意味で表現しましたけれども、お許し願い

たいと思います。 

  今、数人の協力隊の人たちがいろいろな課題

で動いているのは承知しています。特に移住な

んていうのは、職員がかかり切りでやっても非

常に、何年かかってもそう簡単にはできない仕

事でありますから、本人もどこから手をつけて

いいか分からないという状況だと思うんですが、

その辺について、地域おこし協力隊の人たちが

お互いにもっと情報交換して、多方面から視点

を持たれるようにしたらいかがでしょうかと提

案したいと思います。 

  といいますのは、私、たまたま本合海にいま

すので、新庄市、戸沢村、庄内町、いわゆる行

政の枠の中で協力隊のみんながそれぞれの思い

でやっていますけれども、それだけでは駄目な

んですね。行政の枠を超えて、たまたま本合海

ということで、最上川でつながる、ほかの地域

の協力隊の皆さんと意見交換したり実際何かや

ってみようということで、昨年の秋、行動を起

こしました。新庄市からは小沼さん、戸沢村か

らは地域おこし協力隊で岐阜県からいらしてい

る勝川さんという方、庄内町では地域おこし協

力隊を卒業して、今、清川に定住している方、

その方たちと何か行事をやってみようというこ

とで、本合海を出発して清川まで、いろいろな

いいところを見ていこうということで行動しま

した。そういう中で、自分たちの狭いところじ

ゃなくて、例えば明治維新の庄内戦争のときに、
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すぐ近くにありながらも、すごい攻防があって、

そのとき庶民の人たちはどう動いたんだろうか

とか、この景勝のすばらしさを求めて芭蕉が訪

れて、その芭蕉を追ってまたいろいろな歌人が、

歌人というか、アマチュアの方も世界から巡っ

てくるわけですよね。そういう点でもっと連携

できないかという話合いもしました。16人の方

が参加してくれたかな、新庄だけじゃなくて、

山形県内から集まってくれましたので。そうい

う試みも地域の中でやっていきたいと思います。 

  私どもは、全部を行政でやれということは、

地域にいる者として地域でできることは地域で

やっていこうと思っているんです。ぜひそうい

う点で、難儀している協力隊の皆さんが情報を

豊富にして動きやすい体制をつくっていただき

たいと思いますので、来年度の新庄市の協力隊

の人数の予定と、何といいますか、どんなポイ

ントを当てているかお聞かせください。 

川又秀昭総合政策課長 委員長、川又秀昭。 

山科正仁委員長 総合政策課長川又秀昭さん。 

川又秀昭総合政策課長 ただいま八鍬委員から

様々な御提案をいただきまして、ありがとうご

ざいます。 

  今現在、協力隊員が現状で７名おりまして、

今年度末で退任される方が１名という状況にな

ります。残り６名に対しまして、現在各課に予

算を置いて今まさに募集をしているという状況

の中で、途中の経過についての応募の状況につ

いてまでは把握しておりませんけれども、総合

政策課で所管しております移住コーディネータ

ーと言われる今現在いらっしゃる方については

令和５年度までという状況の中で、もう１名、

移住の政策の流れを切らせたくないということ

で、総合政策課では移住の追加募集をしており

まして、今まさに募集が、募集といいますか、

応募が来ているという状況になっております。 

  それぞれほかの課においても必要に応じて今

募集中でございまして、来年度の人数について

は今現在ははっきりしたところは分からないと

いう状況になっております。 

  その中で、よそ者の視点でありますとか御意

見いろいろいただいた部分につきましては、総

合政策課の今いらっしゃいます移住コーディネ

ーターの方が中心となりまして、各課横断的に、

担任しております地域おこし協力隊の方々との

横の連携といいますか、そういった情報交換は

常にしてもらっております。 

  そういった中に加えて、最上地域の地域おこ

し協力隊の活動の研究会なんかも立ち上げてい

ただいて、広域的に様々な視点で最上地域の最

上地域らしいユニークな活性化をしていこうと

いうことで、協力隊員同士いろいろな考えを持

って今活動してもらっているというところであ

りますので、私たち担当課といたしましても、

特別交付税で財源が来るという中で、いろいろ

と必要なアイデア等を形にするために、そうい

った部分でいろいろと支援していきたいと考え

ているところでございます。 

  以上でございます。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） よろしくお願いします。 

  次は、91ページ、８款４項都市計画費の都市

計画総務費のうちのエコロジーガーデン周辺道

の駅7,626万3,000円でありますが、このように

してエコロジーガーデンのハード事業というの

は着々と進んでおります。令和７年度の早い段

階でのオープンということの準備に向けて、遅

れはないということも聞いております。 

  一方、施政方針ではインターチェンジ付近の

道の駅についても協議を続けていくということ

を市長はおっしゃっていますが、どこに予算あ

んなべなと思っていろいろ見たら１円の事務費

すら計上になっていないという状況であります

ので、２つとも進めるという大方針については

本当なんでしょうか。 
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長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 ８・４・１都市計画総務

費の中のエコロジー周辺道の駅整備工事の予算

に関連してということで御質問いただいたとこ

ろです。 

  エコロジーガーデン周辺につきましては、委

員おっしゃるとおり、現在、用地の確保まで完

了ということで、実施設計の段階に来ていると

いうことで御説明もさせていただいたところで

あります。 

  インターチェンジ付近の道の駅に関する予算

ということにつきましては、まだ、まだという

か、現在８市町村と経済団体ということで新庄

商工会議所を含む最上郡内の商工会議所を委員

といたしまして、また国・県からも委員となっ

ていただきながら、現在協議を進めているとこ

ろでございます。 

  この協議の中では、今現在、８市町村が取り

組むべき道の駅の方向性ということで、コンセ

プトであったり、必要な機能であったりという

ところで、必要なものは何かというところの協

議を進めているところであります。この協議の

中では、今年度から来年度に向けまして、イン

ターチェンジ付近道の駅の基本構想を固めてい

くということで計画をしておりまして、現在そ

の必要な項目について、事務局、また作業部会

の中で、必要な内容について協議、調整をして

いるところであります。 

  この協議会、今年度中にもう一度検討会を開

催するという予定でありまして、この検討会の

中では来年度に向けた事業の展開の進め方につ

いて御協議いただく予定となっております。 

  この中で、来年度からの作業の中で、必要と

なってくる予算などにつきまして御検討、御協

議いただきながら、各市町村の中で、また経済

団体からも予算の拠出が必要かどうか、その辺

も御協議いただくことになるかと思いますが、

予算につきましてはその後の対応ということで、

必要に応じて各市町村の中で進めていくという

ことで考えているところでございますので、今

現在、市といたしましては特別事務局的な部分

の予算については持っていないということで御

理解いただければと思っているところです。 

  以上です。 

４ 番（八鍬長一委員） 委員長、八鍬長一。 

山科正仁委員長 八鍬長一委員。 

４ 番（八鍬長一委員） エコロジーガーデンは

ハードを前倒しにしてどんどんどんどん前に行

く。この前の産業厚生常任委員会でもいろいろ

話題になったんですが、ソフト部分、どういう

道の駅にして管理運営していくのか、そのため

の組織についてもまだ定まっていない。直営で

やっていくという大方針しか決まっていないわ

けですね。そういう点では、この進め方は本当

にやる気あんなべがと、そういう声がちまたの

中で多くありますので、市民に約束したことは、

施政方針の中にもあるわけですから、その辺は

施政方針に沿って市長自ら先頭に立って進めて

いただきたいと思っております。 

山尾順紀市長 委員長、山尾順紀。 

山科正仁委員長 市長山尾順紀さん。 

山尾順紀市長 第一義的にはエコロジーガーデン

ということをずっと申し上げてきたところであ

ります。また、本市におきましては、公共施設

の多寡によりまして大変な財政難を招いたと、

二度とこういうことがあってはならないという

教訓の下に様々なことを検討しているわけであ

ります。 

  また、道路につきましては、地域の発展のた

めに国土交通省に高規格道路の延伸延長をお願

いしてきた立場であります。特には重要道路へ

の格上げということで、今後の補修等様々な国

土交通省の支援を得なければいけないという中

で、様々な御意見の中でインターチェンジ付近

に道の駅が必要だろうということが、単独では
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私はやらないということを前から申し上げてお

るわけであります。なぜなら、既に新庄駅に道

の駅と言われる駅の駅があると。 

  また、エコロジーガーデンについては、今、

頑張っているまゆの郷の方々、そしてあそこで

活動している方々、そうしたことへの支援とい

う形で道の駅と、全国区になる、標榜されるよ

うなところで多くの方に来ていただきたいとい

うことを思っています。 

  商工会あるいは商工会議所等から、ぜひイン

ターチェンジ付近につくっていただきたいと。

これについては、国に道路をお願いした関係上、

道路利用者の利便性ということでは、ある程度、

トイレ、あるいは８市町村に循環するような情

報施設等は最低限必要ではないかという考え方

は持っております。 

  これについて８市町村で協議してそれぞれの

考え方を聞きますと、公設民営であると。言葉

としては大変きれいなわけでありまして、これ

ははっきりさせないと民間の方々にも御迷惑を

おかけする。公設民営ということは、建てたも

のに我々が入ればいいんですねという誤解を与

えかねない。そうではないということで、公設

民営の「民営」の部分は民営の方がどうするの

か、「公設」の部分はどうするのか、この考え

方を整理しなければいけないと８市町村で協議

しているところです。それぞれの町村の思い入

れも違います。それぞれの町村が抱える課題も

それぞれ違う。それを１つの型にはめていくと

いう作業はなかなか、はい、明日はこうですよ

とはいかないということは重々承知しながら、

８市町村と話し合っているところだと、ぜひ御

理解いただきたいと思います。 

  今後、８市町村で、先日も理事会で話しした

わけでありますけれども、公設民営の定義を対

外的にきちっと説明する必要がある、現在はそ

のような状況だと御理解賜りたいと思います。 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 35ページの２の１の３

で財政調整基金の積立てがありますが、令和４

年度末で20億5,100万円と、この間、議会が始

まった補正予算で言われましたが、これはどう

なるんでしょうか。 

山科正仁委員長 暫時休憩いたします。 

 

     午後１時４０分 休憩 

     午後１時４１分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

荒澤精也財政課長 委員長、荒澤精也。 

山科正仁委員長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 先日もお答え申し上げました

けれども、財政調整基金の残高ということで、

見込みでございますが、令和４年度末で20億

5,000万円と捉えております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 歳入で１億6,000万円

取崩しになっていますが、それでもそういうこ

とですか。 

荒澤精也財政課長 委員長、荒澤精也。 

山科正仁委員長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 令和５年度の歳入の１億

6,000万円ということでございますけれども、

それは令和５年度の予算ということで、令和４

年度末の見込みで20億円ということで申し上げ

たつもりでございます。 

  実際に令和５年度末の部分については、今後

の予算執行の兼ね合いもございますので、令和

４年度の部分についてはほぼ20億5,000万円と

捉えていますけれども、実際にその１億6,000

万円を令和５年度の繰入れとすれば18億1,000

万円ということでございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 
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山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） こういうのを私は生活

困窮なさっている皆さんにぜひ使っていただき

たいなと思います。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員、マイクをもうち

ょっと自分のほうに。 

１ 番（佐藤悦子委員） すみません。 

  53ページの３の１の１に生活困窮者自立支援

事業費がありますが、マイナス48万円となって

いました。私は、食料支援あるいは住宅確保・

拡充、そういった点は今後ますます必要になる

ような、拡充しなきゃいけない内容じゃないか

なと考えて見ているんですが、どうでしょうか。 

山科正仁委員長 暫時休憩いたします。 

 

     午後１時４３分 休憩 

     午後１時４４分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

伊藤リカ。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長伊

藤リカさん。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 生活困窮

者に対する支援事業に関する御質問でございま

すが、今回減額になっている部分もございます

が、生活困窮者の支援に関してはその状況によ

って必要な支援を引き続き行っていくというこ

とには変わりはございませんので、予算の計上

をするときに、今年度の状況ですとかそういっ

たことを勘案の上、予算を計上しておりますの

で、今後また様々な生活面での食料品ですとか

燃油高騰ですとか、そういった状況もまた変わ

っていくものと思われますので、そういった状

況をいろいろ検討しながら今後も引き続き支援

は継続していくということになりますので、御

了承ください。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） ありがとうございます。 

  先日も市民の方が、もともと年金などが少な

いということや、仕事がなくなったなどのこと

で、全く生活状況が厳しくて、食料支援を受け

るんだとおっしゃっていて、私はどこでやるの

か、どのようなことなのかよく分かりませんで

したが、そういうのが待たれているなと改めて

感じました。その方は１万円相当の食料をもら

えるということで大変ありがたく思っていまし

た。こういうのを拡充するというのは大変大事

なことのように思いました。どうでしょうか。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

伊藤リカ。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長伊

藤リカさん。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 今回、予

算の中に生活困窮者食料支援負担金というもの

が新たに計上されております。こちらについて

は、これまで友愛の里という法人に対して生活

困窮者の支援事業を委託していたわけですけれ

ども、その業務の中で友愛の里が食料支援とい

うことで、生活困窮の相談に見えた方に食料を

支援するという事業を行っていたわけですけれ

ども、こちらの事業に対して、新庄市をはじめ

８市町村と、あと県からも補助金を頂いて、引

き続き食料支援を行うということで、それに併

せてフードバンク事業なども友愛の里で行って

いただくという形になっております。こういっ

た形で市町村からの補助金を活用しながら事業

を継続していけるように支援を行ってまいりた

いと思います。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 大変ありがたいと思い

ます。 

  そのほかの方々では、一般質問でも申し上げ
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ましたが、２人以上の世帯で平均14万3,000円

負担が増えている。それから年収150万円の世

帯は９万4,000円も負担が増えている。年収150

万円というとかなり少ないほうで、収入が少な

い方々はこの物価高騰で確実に負担が増え、食

べ物やいろいろなものを削って暮らしておられ

るわけで、こういうものに対して、先ほど言っ

た財政調整基金などを活用して支援を手厚く住

民の皆さんにやる必要があると私は見ているん

ですけれども、どうでしょうか。 

荒澤精也財政課長 委員長、荒澤精也。 

山科正仁委員長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 財政調整基金の話でございま

したけれども、実際に財政調整基金については

年度間の財源調整という大きな部分と大規模災

害等の発生、不測の事態に備えるという部分が

ございますので、財政調整基金の意味合いがま

た違うのではないかなと感じております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 言わせていただければ、

この物価高騰は住民にとっては災害に匹敵する

ようなひどい状態でもあると思うんです。そう

いう意味では、ほかの町村、周りの町村では、

新庄市が１人4,000円と言っているときにある

町村は４万円と、桁違いだなと思いながら聞き

まして、国のレベルでは10万円とかというとこ

ろもあったしということで、手厚く、今の物価

高騰に対して支援が必要ではないかなと私は思

います。これは要望ということで終わらせてい

ただきます。 

  次に、８ページの８の６の２で生活道路排雪

事業費補助金180万円の内容についてお願いし

ます。 

山科正仁委員長 暫時休憩いたします。 

 

     午後１時４９分 休憩 

     午後１時５０分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） ページが間違っている

ので、どこのページだか分からないんですけれ

ども、土木関係で生活道路排雪事業費補助金、

８款の６の２かな……。 

山科正仁委員長 暫時休憩いたします。 

 

     午後１時５１分 休憩 

     午後１時５２分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  95ページだそうです。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 生活道路排雪事業費補助

金の概要についてということで御質問いただき

ました。 

  こちらにつきましては、生活道路の除雪申請

をしていただいている箇所につきまして、豪雪

対策本部等が設置された場合の開設場所の排雪

に関する費用を一部支援する補助金の内容とな

っております。 

  今年度も、令和４年度におきましても連絡協

議会が設置されたということで、こちらについ

ても数件申請をいただきまして、補助金を支出

しているところでございます。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 生活道路の除排雪の問

題で、雪寄せ場がないと除雪してもらえないと

いう問題があるんですが、そういうことに対し

て地元では水を使って消雪をやっている生活道

もあります。そういったことを考えると、一部、

水の電気代を補助することも検討すべきでない
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かと考えるんですが、どうでしょうか。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 生活道路の除雪に関する

補助金につきましては、雪に強いまちづくり事

業補助金という枠の中で、住民の方が共同で除

雪、消雪等の設備を設置する場合、その設備費

に関しましては補助金を支給するということで

の制度は持っておりますので、そちらの活用を

お願いしているところでございます。 

  以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 水を出す電気代がかな

り大きな負担になっているということもあると

思うんですが、それについてはどうですか。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 市の補助金制度に関しま

しては設備の設置に関する補助金ということで、

維持管理費につきましては地元の方々による支

出で運営していただいているということになっ

てございますので、よろしくお願いいたします。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 住民の要望があります

ので、考えていただきたいということで、要望

にとどめておきたいと思います。 

  次に、58ページの３の２の１で子育て支援医

療給付費、６月から高校３年生まで無料という

ことですが、中３までは医療費無料化に現在な

っています。そういう意味では切れ目なく４月

から５月も無料にできれば治療がしやすいと思

うんですけれども、そういうことはできないで

しょうか。 

加藤 功子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

加藤 功。 

山科正仁委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

加藤 功さん。 

加藤 功子育て推進課長兼福祉事務所長 子育て

支援医療費につきましては、これまで15歳まで

を対象にしていたものを来年度におきましては

18歳まで年齢を拡大していくということにつき

まして、これまで多子世帯を減免していること

に併せてさらに医療費分の軽減を図ることによ

って多くの子育て支援につなげていくというこ

とが大きな目的でございますので、こちらを

粛々と進めさせていただきたいと思っておりま

す。よろしくお願いいたします。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 大変ありがたいことだ

とみんな受け止めています。ただ、４月から高

校生になるわけですし、そのときに治療したい

という方が治療できないでいるというのはとて

も残念なことで、４月からすぐできるようにで

きないのか、お願いします。 

加藤 功子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

加藤 功。 

山科正仁委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

加藤 功さん。 

加藤 功子育て推進課長兼福祉事務所長 先日の

御質問の中でもお答えさせていただいておりま

すけれども、準備期間に３か月を要するという

ことで、ただいま準備を進めているところでご

ざいます。今年６月以降の医療費から適用でき

るように現在準備を進めているところでありま

す。年度をまたぐところではございますけれど

も、年度内におきましても可能な範囲でＰＲ、

周知できるよう現在医療機関に働きかけをさせ

ていただいているところであります。年度を超

えまして、新年度になりましてからはさらに詳

細な内容についての周知を図るために現在準備

を進めておりますので、御理解のほどよろしく

お願い申し上げます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 
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山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 分かりました。 

  次に、56ページの３の１の５、ここに老人福

祉事業費があります。さらに、56ページの３の

１の６には介護保険事業特別会計への繰出金も

あります。 

  物価高騰と人手不足による介護事業所の施設

経営が大変深刻でありまして、廃止や休所、休

んでしまうというところが全国的に非常に多く

なっていると聞いています。民医連の実態調査

では１施設当たり1,000万円単位で物価高騰の

お金がかかっているということであります。 

  そういう意味で、介護保険の改定を待たずに、

直接、介護事業所に対する、施設に対する、施

設経営に対する補塡が緊急に必要ではないかと

いう状態だと思うんですが、認識はいかがでし

ょうか。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

伊藤リカ。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長伊

藤リカさん。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 介護の事

業所については、特に燃油高騰に係る電気代で

すとか灯油代とかそういったところにかなり支

出が多くなっているという状況は把握しており

ます。当然、入所系の施設においてはそういっ

た面で大きく支出が増えているというところを

把握しております。 

  今のところ市独自でそちらに補助を出すとい

うところはまだ検討に至っておりませんが、今

後の状況も見ながら、どういった支援ができる

のかといったところも検討が必要になってくる

のかなということも考えておりますので、この

状況を注視してまいりたいと思っております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 介護事業所などの経営

者に聞き取りなどをして、倒れることのないよ

うに、倒れてしまうということは、つまりは市

民が使えなくなるということで、介護難民にな

ってしまいますし、そういうことのないように、

聞いて対応を考えていただきたいということを

お願いします。 

  それから、121ページに職員数が載っており

ます。次のページには会計年度任用職員以外の

職員と会計年度任用職員などが載っております。

これを全部見たときに、正職員は数を減らされ

ております。そして会計年度職員は13人ほど増

えている状況です。 

  正職員と会計年度任用職員の仕事内容の違い

は何なのか。そしてまた賃金は会計年度任用職

員の場合は48.8％と見ておりまして、非常に安

くなっているような気がします。これでは、不

安定雇用、また結婚の見通しもできにくい、子

育ての展望を持ちにくいという働き方になって

いる気がするんですが、そもそも本当は正職員

を増やすべきじゃないかと考えながら見ている

んですが、どうでしょうか。 

西田裕子総務課長 委員長、西田裕子。 

山科正仁委員長 総務課長西田裕子さん。 

西田裕子総務課長 まず会計年度任用職員と再任

用職員の違いということでございますけれども、

会計年度任用職員につきましては非常勤の公務

員といった立場でございますけれども、必要な

業務が生じたときに雇用を行うといった形を取

っております。また、再任用職員につきまして

は、退職した職員を再任用して業務に当たって

もらうといった違いがございます。 

  また、職員数についてでございますけれども、

令和３年度から令和７年度までの定員管理計画

を令和２年度に定めておりますけれども、この

たび定年延長制に伴いまして、令和６年度と７

年度における職員数の見直しを行ったところで

した。こちらにつきましては、定年延長に伴い

まして、令和７年、９年と奇数年において退職

者が生じない年が発生するという状況の中、ま
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た60歳で辞める方、あるいは定年まで勤める方、

あるいは定年まで勤めた後にまたさらに現在の

再任用職員の立場で勤める方など様々な選択肢

がありまして、なかなかその人数を推測すると

いうことが難しい状況ではありますが、その中

で一定の必要な人数につきましては状況を見な

がら雇用していくという方向でいきたいと思っ

ているところです。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 男女の賃金格差を縮め

る意味で男女の賃金の差を公表する方向に今な

っているんですが、市の職員の場合の男女賃金

の格差を把握しておられたらお願いします。 

山科正仁委員長 ただいまより10分間休憩いたし

ます。 

 

     午後２時０３分 休憩 

     午後２時１３分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

西田裕子総務課長 委員長、西田裕子。 

山科正仁委員長 総務課長西田裕子さん。 

西田裕子総務課長 男女の賃金格差についてとい

った御質問でございますが、市役所の職場にお

きましては男女の賃金格差はございません。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 今のお話では「ない」

ということですが、それは正採用の話でありま

して、全部で、正採用と会計年度任用職員を合

わせますと500人になっておりまして、会計年

度任用職員の割合は46％にも上っております。

必要な業務が起きたときに会計年度任用職員と

考えておられるようですが、半分にも及ぶほど

の人たちの仕事が、必要な業務が突然起きたの

かというとそうではなくて、毎年毎年必要な業

務があるのに、本当は正採用でやっていただく

部分を会計年度任用職員という非常に安い賃金

でやっていただいている感じがします。 

  そして、会計年度任用職員の多くが女性のよ

うに、私が見た感じでは、誰がというのは分か

らないんですけど、女性が多いように思います。

そうしますと、女性が臨時で不安定雇用に採用

され、そして賃金が安い。これも入れると実は

男女の賃金格差、市役所の中で相当になってい

るんじゃないかなと思うんですが、どうでしょ

うか。 

西田裕子総務課長 委員長、西田裕子。 

山科正仁委員長 総務課長西田裕子さん。 

西田裕子総務課長 会計年度任用職員につきまし

ては、先ほど必要な業務が生じたときに雇用し

ているというお話をさせていただいたところで

すが、そうしたところの正職員との違いという

ことになろうかと思いますが、先ほどおっしゃ

られた男女の違いというのはございませんので、

御理解いただきたいと思います。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 採用のとき、正採用の

ときは多分同じだろうと思いますし、会計年度

任用職員で採用するときも多分男女で差はない

のかもしれません。しかし、会計年度任用職員

で雇われている方の男女比は女性が多いんじゃ

ないでしょうか。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員に申し上げます。

本委員会は令和５年度の予算についての審査で

ありますので、審査の趣旨に違反しないように

質問をお願いいたします。 

１ 番（佐藤悦子委員） そういう意味で、趣旨

というか、本当はこれほど大きな予算を持って

いる、抱えていながら、職員の46％が会計年度

任用職員という不安定雇用、そして低賃金、こ
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れでやっていただいているというのは、私は大

変申し訳ないというか、市民サービスにとって

どうなんだろうかというところでも疑問を持つ

わけです。そういう意味では、正採用を増やし

て、継続して長く勤めて得た専門性を市民のた

めに使えるようにするためにも正採用を増やす

べきじゃないかという私の考えです。 

  別の質問をします。 

  87ページの７の１の４で新工業団地整備事業

費6,402万1,000円とありますが、全体事業費、

それから令和８年からの分譲予定価格との差に

ついてお願いします。 

小関紀夫商工観光課長 委員長、小関紀夫。 

山科正仁委員長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 新工業用地の整備の件で

ございます。全体事業費で推計させていただい

た基本計画上の数値で約15億円程度と考えてご

ざいます。 

  実際の分譲価格につきましては、当然これか

ら様々な要件を総合的に勘案して決定していく

ものと考えてございます。 

  以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） これは産業厚生常任会

及び全員協議会の場でも話し合われた内容で、

分譲価格については15億円ではなくて５億円程

度であり、市の持ち出しが10億円程度になると

言われているんですが、どうですか。 

小関紀夫商工観光課長 委員長、小関紀夫。 

山科正仁委員長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 分譲価格につきましては、

今の段階で決定している事項はございません。 

  以上でございます。 

小関紀夫商工観光課長 委員長、小関紀夫。 

山科正仁委員長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 分譲価格の部分につきま

して、こちらで発言したということもございま

せん。 

  以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） こちらの議員から、こ

のぐらいになるのかという話をしたときに、そ

んな高いのでは売れないだろうということで、

副市長から「今までの横根山工業団地の例があ

ったからその程度で売る」という話になって、

「それでは10億円の赤字じゃないか」という話

になったんですが、そういう内容ですか。 

小関紀夫商工観光課長 委員長、小関紀夫。 

山科正仁委員長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 そのような発言もござい

ませんでした。 

  以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） そうしますと、15億円

の事業費でほぼ売る予定だということでいいで

すか。 

小関紀夫商工観光課長 委員長、小関紀夫。 

山科正仁委員長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 それもこれから全て総合

的に検討した結果で総合的に判断してまいりま

す。 

  以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 今までの工業団地では

これは売れないという話になって、売れないじ

ゃなくて、高過ぎるという話になって、赤字に

なる事業と聞いております。そういう意味では

私は無理はしないほうがいいと思います。 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

山科正仁委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） それでは、予算書の58
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ページ、民生費のわらすこ広場の管理運営事業

費2,427万4,000円についてお聞きします。 

  これは以前にもお聞きしたことがありますけ

れども、わらすこ広場、平成12年に設置してい

ますけれども、今年で23年ですか、借上料が１

年間1,998万円、約2,000万円、山尾市長になっ

てから約３億円ぐらいの支払いをやっています

けれども、市所有の土地に建設することも視野

に入れて検討する時期に来ているのではないか

と前にお聞きしたことがあるんですけれども、

その後、どう考えているかお聞きしたいと思い

ます。 

加藤 功子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

加藤 功。 

山科正仁委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

加藤 功さん。 

加藤 功子育て推進課長兼福祉事務所長 わらす

こ広場のこれまでの状況につきまして、御質問

いただいております。 

  わらすこ広場につきましては、平成12年10月

以降、開所させていただきまして、一旦ビルの

所有者が経営破綻ということもあり、休所を経

て今の状況にございます。 

  家賃相当の賃借料は現在年間1,998万3,336円

で、家賃と光熱水費を含めた共益費を賃借料と

しておるところでございます。 

  1,155平米、350坪ものまとまった屋内遊戯施

設としまして、昨年度、コロナ禍におきまして

も１万2,800人の御利用、そして１日当たり50

人の御利用をいただいているところでございま

す。こちらは大型遊具を利用しているだけでは

なく、併設している地域子育て支援センターに

子育て相談に訪れて相談をいただいたり、子育

て家庭の保護者の交流の場として活用させてい

ただいていることも含まれた人数となっており

ます。このように、現在の利用におきましても

それぞれの認知をいただいた中での22年間の継

続に至っております。 

  これまで費やした賃借料を積算しましたとこ

ろ約３億2,000万円といった数字でございます

ので、単純計算で2,000万円掛ける10年20年と

いうことではないという数値をこちらでは捉え

ているところでございます。 

  また、新たな施設整備となりますと当然財政

的な問題もございますし、老朽化するほかの施

設とも並行して公共施設管理計画との整合性を

取る必要がございますので、今後の在り方につ

きましては慎重に考えていく必要があると考え

ているところでございます。 

  以上です。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

山科正仁委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） 私は以前にも同じよう

なことを聞いています。そして「慎重に検討し

ます」と言っていますけれども、今日も大体同

じような回答です。 

  １年間2,000万円という数字はかなり大きい

数字だと私は思います。10年もやれば２億円で

すから、そのままずっとやっていくというのは、

途中である程度のことを考えて、契約の内容、

これは１年ごとの契約ですか、それとも何年か

の契約ですか、借上料についてお伺いします。 

加藤 功子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

加藤 功。 

山科正仁委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

加藤 功さん。 

加藤 功子育て推進課長兼福祉事務所長 わらす

こ広場につきましては単年度契約とさせていた

だいております。本年度の当初予算の計上につ

きましても、昨年に交渉させていただいた上で

今回の計上に至ったところでございます。 

  以上です。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

山科正仁委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） 今ちょっと聞き漏らし

たので、単年度ですか、契約は。（「単年度で
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す」の声あり）単年度、１年ごと。ということ

は１年ごとに見直しをかけるということになり

ますか。 

加藤 功子育て推進課長兼福祉事務所長 委員長、

加藤 功。 

山科正仁委員長 子育て推進課長兼福祉事務所長

加藤 功さん。 

加藤 功子育て推進課長兼福祉事務所長 開設当

初から単年度での契約をさせていただいている

ところでございますので、これからも引き続き

単年度ごとの交渉の上で、確認を取った上で計

上させていただきたいと思っております。 

  以上です。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

山科正仁委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） 課長の説明は分かりま

したけれども、これを何年もやっていけば建物

も老朽化しますし、単年度契約だけでは将来的

に考えてちょっとどうかなと思いますけれども、

現時点ではしようがないと私は思いますけれど

も、もう少し将来を見通して、市所有地の場所

に建てることを考えてこれからやっていければ

と思います。 

  次の質問に入ります。 

  主要事業の10ページですけれども、エコロジ

ーガーデン利活用推進事業、6,000万円の事業

費ですけれども、この中に会計年度任用職員給

与費837万円とありますけれども、これと、そ

の下の施設管理業務委託料623万5,000円、この

内容について教えてください。 

小関紀夫商工観光課長 委員長、小関紀夫。 

山科正仁委員長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 エコロジーガーデンの会

計年度任用職員の給与費とそれから施設管理業

務委託料の御質問でございますが、まずエコロ

ジーガーデンの会計年度任用職員の給与費でご

ざいますが、職員が全部で４人、現在は３人な

んですが、来年度１名増という形で４人の配置

でこの金額を計上してございます。 

  あと施設管理の委託料でございますが、例え

ば電気保安設備ですとか機械警備、浄化槽の管

理、消防設備点検等々、それから夜間業務の委

託料とか清掃業務も入ってございます。 

  以上でございます。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

山科正仁委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） ただいまの説明ですと

職員３名だったのが今年から４名、１名増える

ということですけれども、増える要因というの

は、どういう要因か、なぜ増えるのか教えてく

ださい。 

小関紀夫商工観光課長 委員長、小関紀夫。 

山科正仁委員長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 エコロジーガーデンの第

５期利用計画にも記載してございますが、今ま

でエコロジーガーデンが持ち合わせていた強み、

プラス、今現在進めておりますエコロジーガー

デン周辺道の駅の整備と併せまして、その強み

をエコロジーガーデンに呼び込もうという形に

考えてございまして、現在３名体制でエコロジ

ーガーデンを会計年度任用職員で事務処理等々、

それから施設の維持管理等をしていただいてい

ますが、それだけではこれからの道の駅対応の

部分につきましてちょっと弱いという形で原課

でも考えてございまして、そこの部分にマンパ

ワーを１人入れて、施設の活用の充実を図って

いきたいということでございます。 

  以上でございます。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

山科正仁委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） 今の課長の説明ですと、

あれですか、主要事業の次のページの道の駅、

7,600万円ほど予算がついていますけれども、

その管理もエコロジーガーデンの会計年度任用

職員に任せるという内容になるのでしょうか。

その辺はっきりしないんですけれども、もう一
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回説明をお願いします。 

小関紀夫商工観光課長 委員長、小関紀夫。 

山科正仁委員長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 説明が足らず、申し訳ご

ざいませんでした。 

  あくまでもエコロジーガーデンの予算に計上

させていただいています会計年度任用職員の給

与費等々につきましては、全て現在のエコロジ

ーガーデンの運営管理事業費に使わせていただ

くという形になってございます。 

  以上でございます。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

山科正仁委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） さっきの話ですと、何

か道の駅もどうのこうのと言いましたよね。そ

れは全く関係ないということですか。 

小関紀夫商工観光課長 委員長、小関紀夫。 

山科正仁委員長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 今後、道の駅として生ま

れ変わるといいますか、その強みも一緒に活用

させていただくエコロジーガーデンになるわけ

ですが、現在はまだ道の駅が全て整備が終わっ

たわけではございませんので、現状といたしま

してはエコロジーガーデンの現在の施設関係の

職員という形になってございます。 

  以上でございます。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

山科正仁委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） ということは、道の駅

とは関係ないと考えていいわけですね。 

  それから、道の駅ですけれども、先ほど市長

が、まゆの郷の方式じゃなくて、公設民営とい

うか、そう言いましたけれども、その道の駅の

管理運営について、まだ決まってないと思いま

すけれども、どのような方向性を考えているの

かお聞きしたいと思います。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 インターチェンジ周辺道

の駅の管理運営ということで御質問いただいた

かと思います。 

  こちらにつきましては、まだ具体的に施設の

内容や規模、そのほか全てまだ決定しているも

のではありませんが、先ほど市長からの答弁に

もありましたように、公設民営の方式で進めて

いきたい旨の御意見を各８市町村からの意見と

していただいているところでございます。 

  その方法といたしまして様々なやり方はある

かと思いますが、その方法についても、指定管

理になるのか、ＰＦＩになるのか、ほかの方法

があるのか、こちらにつきましても今後の協議

の中で具体的に決定していくものと思っており

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

山科正仁委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） オープンは令和７年度

ですけれども、来年から工事が始まるわけです。

令和７年度にオープンの予定ですけれども、あ

と時間も、来年工事が始まるわけですから、そ

ろそろその方式について、管理運営についても

ある程度の方向性を出す時期に来ているのでは

ないかと考えますけれども、それはまだこれか

ら考えるということで、いつ頃それを、いつま

で検討するのか、その辺もう少し詳しく教えて

いただければと思います。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 申し訳ありませんでした。

勘違いをしてしまいました。 

  エコロジーガーデンの道の駅につきましては、

令和７年度グランドオープンに向けて今現在整

備を進めているところでございます。また、道

の駅の目玉といいますか、活用の仕方につきま

しては、商工観光課が担当しておりますエコロ

ジーガーデン第５期利用計画の中で、道の駅と
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しての活用に向けての利用計画を一緒に考えて

進めているところでございます。 

  施設の維持管理、運営につきましては、今現

在の管理に大型駐車場の部分が含まれていくと

いうことで御認識いただければよろしいかと思

うんですが、現在、管理運営というよりは、維

持管理という形の中で市が直営で実施していく

方向性を取っていこうということで考えている

ところでございます。 

  今後、エコロジーガーデンの利用団体の方々

との協議などもあろうかと思いますが、その後

の運営方式につきましては今後また検討が進ん

でいくものと認識しておりますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

  以上でございます。 

１２番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

山科正仁委員長 奥山省三委員。 

１２番（奥山省三委員） 今の課長の話ですと管

理運営についてはまだはっきりしてないようで

ございます。 

  ただ、主要事業の概要にも何か書いています

けれども、「全国でも珍しい登録有形文化財を

活用した」とありますけれども、この場所には

何かランドマーク的なものを考えているのか、

そういうことはあるのかないのかその点もお聞

きしたいと思います。 

長沢祐二都市整備課長 委員長、長沢祐二。 

山科正仁委員長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 整備の内容といたしまし

ては、こちらにも記載してありますように、エ

コロジーガーデンそのものが登録有形文化財と

いうことで、登録有形文化財をそのままの形で

活用する道の駅というのは、私といたしまして

もほかにはないものだと認識しております。 

  また、その魅力的な施設、また敷地内の良好

な環境を活用しての集客、また利活用に向けて、

年間を通した事業計画なども組みながら道の駅

のオープンに向けて準備を進めていくというこ

とで、商工観光課と一緒になって進めていると

ころでございます。 

  改めてあの場所にランドマーク的な施設など

をつくるという計画はございません。あくまで

も大型駐車場と休憩施設として利用できるトイ

レ、休憩所の施設を現在のエコロジーガーデン

と今回用地を取得したエリアの部分に施設を設

置するということで御理解いただければと思っ

ております。 

  以上でございます。 

小関紀夫商工観光課長 委員長、小関紀夫。 

山科正仁委員長 商工観光課長小関紀夫さん。 

小関紀夫商工観光課長 都市整備課長からも説明

ございましたが、先日策定いたしましたエコロ

ジーガーデン第５期利用計画にも記載してござ

いますが、あくまでも道の駅化という部分を見

据えた形で第５期利用計画を策定したところで

ございます。 

  既存のエコロジーガーデン、先ほども申しま

したが、エコロジーガーデンの魅力にプラスし

て新たに道の駅という利点が加わるという形も

加味した形で第５期利用計画を策定したところ

でございました。この利用計画に従いながら事

業の展開を考えてまいりたいと思っております

ので、よろしくお願いいたします。 

  以上でございます。 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

１３番（下山准一委員） 委員長、下山准一。 

山科正仁委員長 下山准一委員。 

１３番（下山准一委員） それでは、質問をさせ

ていただきます。 

  34ページ、２款総務費１項１目一般管理費の

中の職員研修事業費についてお伺いいたします。 

  この件に関しましては、庄司委員、八鍬委員

から質問されておりますが、私からはその事業

費の中身についてお聞きしたいと思います。 

  令和３年度の予算では390万円ほど、令和４

年度は310万円ほど、今回は314万何がしかの予
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算計上されておりますが、今までの研修につい

て、例えばこの研修はやめました、この研修を

新しく始めますと、今まで継続してきた研修の

中でこういうことをやってレベルアップという

か、バージョンアップされるものがあるかどう

か、端的に例年と同じですという答えでもいい

ですよ。お願いします。 

西田裕子総務課長 委員長、西田裕子。 

山科正仁委員長 総務課長西田裕子さん。 

西田裕子総務課長 職員研修費についての御質問

でございます。 

  この研修費の中に含まれている事業費の中、

特に研修委託料ということになろうかと思いま

すが、この委託料につきましては外部の研修所

から講師を呼んでお願いしている研修というこ

とになりますけれども、令和４年度につきまし

てはハラスメント防止研修を２回にわたって全

員研修として行いまして、それから先日、２月

に行いました、こちらにつきましては定住自立

圏の関連で、最上地域の市町村も連動した研修

ということで、ワーク・ライフ・バランス研修

といったことを行っています。 

  この中では、毎年、課題を設けて行っている

研修ということになります。特に、来年度につ

きましては、例えば昨年度行ったような研修を

一部の職員に対して行うのではなく、できる限

り全員が同じ研修を受け、認識を一つにして行

っていこうということを目的として行うつもり

でいるところでございます。 

  内容につきましては、これから精査していく

ということになりますけれども、ワーク・ライ

フ・バランス、時間の使い方、タイムマネジメ

ントというような、職員がより効率的な業務を

行っていけるようなことを目的とした研修を今

のところ考えているところでございます。 

  そのほかに、新たに行った研修であったり、

やめた研修であったりということでございます

けれども、新たにといいますか、ここ数年にな

りますか、結構前、何年前かというのははっき

り私も分からないんですけれども、新規採用職

員につきましてはやはり市内の歴史や文化を知

っていただきたいということで、市内の歴史に

詳しい方を講師にして、市内巡り等を行って市

の歴史について知る機会を設けているところで

す。そういったことは、今後、歴まちのような

関わりもありますので、全職員も必要なのかな

ということも考えているところです。 

  そのほか、研修の体系としましては、各階層

に応じた研修としまして、県の研修所への派遣

であったり、それから専門研修としまして、ア

カデミー研修と言っておりますけれども、全国

の市町村の職員が集まる研修所がございまして、

そちらへ各課で必要な業務についての研修の派

遣等を行っているところです。 

  来年度につきましては、特にデジタル関連に

強い職員を養成したいということで、予算化し

ている派遣研修としましては、行政のデジタル

化の推進やＩＣＴによる情報政策、教育現場の

ＤＸということを予定しているところです。 

  以上です。 

１３番（下山准一委員） 委員長、下山准一。 

山科正仁委員長 下山准一委員。 

１３番（下山准一委員） 時代の流れとか要請に

応じた形での研修をされていると理解してよろ

しいですね。 

  ただ、市長はよく「住みよさをかたちに」と

いうことを言ってらっしゃいますよね。いろい

ろな有名な講師とか専門家の話を聞くことも、

これは意義あることだと私は思う。ただ、やは

り新庄に住んでいる方、そういう方々の生の声

を聞く必要があるんだろうなと思う。 

  実は、令和元年だったと思うんですが、総合

計画を策定するときに、総合政策課でワークシ

ョップを開きましたよね。新庄未来ワークショ

ップ、私も３回目と６回目を見学させていただ

きました。中身について私から論評する必要は
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ないんですが、たしか高校生から高齢者まで五

十数名、中に市会議員も１人見つけましたけれ

ども、そのほかに市の職員が研修も兼ねて参加

されましたね、20名ほど。拝見していますと、

何が印象に残ったかというと、笑顔だと。笑顔

の中で共同作業し、そして自分の考えや思いを

述べていた。これが一番職員にとって私は研修

になると。職員の自己研さん、そしてまた資質

向上に物すごい効果があるなと思っています。 

  もっともっと市民の声を聞く研修であってほ

しい。いろいろな学者や、いろいろな先生方の

お話なんていうのはタブレットで検索するとち

ょっとは調べられる。でも、市民の声を聞くと

いうのはそういうときに一番聞かれるんじゃな

いかなと。生き生きとして作業されていた。参

加された職員も結構いらっしゃる。長沢課長も

いたよな。あと市民課長もいらっしゃったと思

う。あとごめんなさいね、全部の名前まで覚え

てなくて悪いんだけれども。そういう研修の在

り方というか、考えていく必要があると私は思

っています。提言と受け取ってもらってもいい

ですけどね。 

  また、研修事業費の中に職員自主研修・研究

活動助成金というのが、これは令和３年度から

ずっと５万円ずつ計上されておりますけれども、

令和３年度から５万円ずつ、決算を見ますと令

和元年度で４万1,000何がし、令和２年度はゼ

ロ、令和３年度で１万9,000円ぐらい。令和２

年度からコロナがあったので、なかなか研修も

できなかったと考えておりますけれども、どう

でしょう、もうちょっと予算をつけて、職員の

自主的な研修や研究に助成したらどうでしょう。

これをやりなさいじゃなくて、自由にやってい

いと、その代わりきちっとその成果を発表する。

今まで予算をつけても、議会に対して発表は１

回ぐらいあったのかな。せっかくこれだけ議員

もいるんだから、その成果を見せないと。 

  極端に言えば、５万円じゃなくて、50万円で

も100万円でもつけて、本当に市民のために役

に立つ職員をつくるんだという感覚を持たない

と。市民のために役に立つ場所が市役所だとす

れば、そういう優秀な人間を育てるということ

も必要だと思う。採用試験という大難関を越え

てこられた優秀な職員だと思うが、たまに不届

き者がいて、職員の名をおとしめるような行為

もされているようだけれども、基本的にはすば

らしい職員ばかりだと思う。それを使いこなせ

ない我々に問題があるかもしれないけれども、

私は今まで随分職員の皆さんに助けてもらった。

せっかく新庄に住んで、新庄で終わっていく人

間ですから、もっともっと市役所がすばらしい

ものであってほしいなと思っています。 

  また、ついでに言わせてもらいますけれども、

電通問題、今まで12名ほどいらっしゃったとい

う話ですよね。新年度もまた送られるという話、

ちょっと私は違和感がある。電通に行かれた12

名のうち、将来の幹部候補生として一生懸命や

っている方がいっぱいいる。せっかくその人た

ちが行って、今回の談合事件、本当にかわいそ

うだなと思うんだけれども。 

  今まで、ちょうど16日かな、電通派遣職員総

括自主提案プレゼンテーションというのをやら

れると聞いたんだけれども、今まで議会に対し

て公開していないということ自体が私はおかし

いと思う。何でしなかったのかな。しかも、経

験した人が市の重要ポストで頑張っている姿を

見ると、もっともっといいことはＰＲしなさい

と。私もよく常任委員会の場で、何でもっとい

いことをしたことを前面に出さないんだと。

「何か話しすると突っ込まれるから」みたいな

感じで、腰が引けているような気がする。あな

たたちが事業をやって、いいと思ったものはど

んどんＰＲすべき、それが足りない。 

  八鍬委員から「いかがなものか」と。私もい

かがなものかと思う、電通派遣は。地方自治体

にとって談合というのはゆゆしき問題、これで
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今回また派遣してみなさい、何と言われるか。

新庄市は談合を容認していると取られかねませ

んよ。ここは一旦休むべき。せっかく先方から

も謝りの何か手紙が来たとか言ったでしょう。

今回、休むに値する時期だと思う。それで、企

業体質の改善に努められたらまた再開してもい

いんじゃないの。一旦休むべきだと私は思いま

す。いかがでしょうか。 

西田裕子総務課長 委員長、西田裕子。 

山科正仁委員長 総務課長西田裕子さん。 

西田裕子総務課長 研修について、大変ありがた

い御意見も、それから耳の痛い御意見もいただ

きまして、大変ありがとうございます。 

  最初にお話しいただいた自主研修・研究活動

助成費につきましては、１件につき５万円とい

うことで行っている研修でございますが、当初

公募をしたときには、数件、３件４件、職員の

中から様々な提案があって、それを審査して、

予算の範囲内で採用するというやり方をして、

ずっとそれを続けてきたものでありますけれど

も、ここ最近、提案そのものが少なくなってき

ているというのが課題になっているところです。

もし、その数件、やる気のある職員が何人も出

てくるのであれば予算も上げるつもりでいたん

ですけれども、なかなかそれが上がってこない

ということが現状にあるところです。 

  課題についてはいろいろ内部でも分析してい

るのですけれども、プレゼンのハードルが高か

ったりとか、求められるものが高いのではない

かとか、職員の中でそういう思いもあるのかな

という気はしているところです。 

  今後について、この自主研修につきましては、

ここに応募して、それを企画し、様々な人と出

会い、それを実行していくということそのもの

が職員にとってのスキルアップの一つではない

かと思っている研修です。こちらについては続

け、応募する職員が増えるような方策を考えて

いきたいと思っているところです。 

  それから、先ほど来、八鍬委員からもいただ

きましたが、昨年度から今年度にかけての職員

の不祥事であったり、謝罪しなければいけない

状況であったりということが多くありました。

この件につきましては大変私どもも反省すべき

点であると思っています。 

  来年度、研修の内容についての見直しという

ことでありましたが、一つに、縦の線、横の線

のコミュニケーションが不足しているのではな

いかと思っていたところです。外部の研修、そ

れから県や国のかなり技術的に高い方の講師の

研修を受けるということもありますけれども、

まずＯＪＴ、内部の話合いですとか、思ってい

ることなどを話し合っていく必要があるのでは

ないかということも含めまして、職階別といい

ますか、そういったところの情報交換というと

聞こえはいいんですけれども、そうしたところ

の話合いといいますか、より職場をよくするた

めの意見交換会を行いたいと考えているところ

は一つあったところです。 

  そうしたところもある中での電通というとこ

ろになるかと思いますけれども、大変貴重な御

意見を頂戴いたしました。 

  電通に関しましては、来年度も派遣する方向

性でおりましたが、昨年、いろいろ聞き取りを

する中で、私も行きたいという職員も数人おっ

たような状況でございました。将来的にいつま

で電通への派遣を続けるのかといったことはま

だ決めてございませんけれども、来年度につき

ましては派遣させていただきたいと考えている

次第でございました。（発言あり）来年度につ

きましては派遣させていただきたいと考えてい

るところではございました。 

  今後につきましては、やはり検討が必要かな

と思っているところでございます。 

  以上です。 

１３番（下山准一委員） 委員長、下山准一。 

山科正仁委員長 下山准一委員。 
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１３番（下山准一委員） 職員の自主研修につき

ましては、もうちょっとハードルを下げて、自

らが研修、研究したいという雰囲気もつくって

やるとか、例えば１か月に一遍、その時間に半

日ほど自由時間を与えるぐらいの鷹揚な形で支

援していかないと。そしてまた５万円というこ

とは遠くに行けないですよね。どうしても近く

に研修する場がないとすれば、予算がかかると

すれば、もうちょっと幅を広げてやるぐらいの

必要性があろうかと思いますので、今後の検討

課題として、今までの従前の研修の在り方とか、

もう一度考えていただきたいなと思います。 

  あと電通の問題だけれども、本当に行かせる

の。何度も言うようだけれども、今回お休みし

たらいかがですか。どっちの意見か分からない

けれども、何だか聞こえます。 

  でも、本当に、考えてみてください。新庄市

は電通に対して発注者になるような事業はほと

んどないと思います、電通も受注者になる案件

はないと思いますけれども。 

  本当に、大企業に行って勉強することはいい

ことです。でも今回だけは、これだけ世間を騒

がせておる企業に堂々と研修にやる、その気持

ちが私は分からない。先ほども言いましたけれ

ども、談合という、あってはならないことを認

めることになりはしないか。相手方が何をして

も、いい企業だからやる、これではいかがなも

のかと私は思うんです。もう一回、考え直せま

せんか。 

小松 孝副市長 委員長、小松 孝。 

山科正仁委員長 副市長小松 孝さん。 

小松 孝副市長 研修のプログラムでありますけ

れども、体系的にはＯＪＴ研修、そして階層別

研修、外部から講師を派遣していただいての全

体研修などで進めております。 

  それで、電通の研修は現場を中心とした研修

ということで、ＯＪＴ、職場での先輩から後輩

への具体的なスキルを学ぶ研修ということで実

施しているところであります。 

  実際、私も電通の本社に行きまして、研修の

現場を拝見してきましたけれども、三十数年以

上続いているプログラムでありまして、社会貢

献部というセクション、今は名称が変わったか

もしれませんが、そういう部署で専任の職員が

体調管理も含めて全体をコーディネートしてい

るという研修でございます。 

  それで、今現在も電通での派遣研修を希望し

ている職員もいるということもございまして、

今段階で電通に来年度も派遣していければと考

えているところであります。 

１３番（下山准一委員） 委員長、下山准一。 

山科正仁委員長 下山准一委員。 

１３番（下山准一委員） 業界ナンバーワンで、

すばらしい企業だというのはみんな分かってい

ます。ただ、今回は企業体質が問われているん

じゃないかということですよ。その企業体質、

問題視されている企業体質を新庄市は容認する

のか、追認するのかと取られかねないというこ

とを言っているんですよ。何も新年度にやらな

くても、再生したとなればまたやってもいいわ

けだから、希望する職員だって１年で辞めるわ

けじゃないでしょう。ずっと新庄市役所に勤め

ていただくとすれば、例えば１年待ってくださ

い、２年待ってくださいで済むんじゃないの。

「希望する職員がいるからやる」ではおかしい

ですよ。今回はやめるべきだと思いますけれど

も、もう一度お伺いします。 

小松 孝副市長 委員長、小松 孝。 

山科正仁委員長 副市長小松 孝さん。 

小松 孝副市長 談合については法令違反であり

ますので、決してあってはいけないものである

と十分考えているところであります。 

  そして、研修の部分でございますけれども、

独立した社会貢献部、今は名称が変わったかと

思いますが、その中での一貫した取組の中での

参加であると認識しているところでありますの
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で、今段階で来年も派遣してまいりたいと考え

ているところでございます。 

１３番（下山准一委員） 委員長、下山准一。 

山科正仁委員長 下山准一委員。 

１３番（下山准一委員） 世間一般の声を無視し

た形で押し通す理由は何なんだろう。別に新年

度じゃなくても、また後年度にやれることじゃ

ないのかなと思う。これを必ず通さなきゃなら

ない理由は何でしょうか。 

小松 孝副市長 委員長、小松 孝。 

山科正仁委員長 副市長小松 孝さん。 

小松 孝副市長 特に理由というのはございませ

んけれども、研修の全体の体系の中で今まで進

めてきた経過がございます。そして、実際、研

修に行った職員は一定の成果を上げて、今、市

役所で活躍してもらっておりますけれども、来

年もその体系に乗りまして研修できればと考え

ているところでございます。 

１３番（下山准一委員） 委員長、下山准一。 

山科正仁委員長 下山准一委員。 

１３番（下山准一委員） 「理由はない」「継続

的にやってきたから」と、それではおかしくな

いですか。ずっとやってきたことをやめるとい

うことはできないわけ。行った職員が成果を上

げているのは分かりますよ。実際、職場の中で

リーダー的な形で活躍されている職員がいっぱ

いいるのは知っています。だから、今までの電

通での研修が本当に市役所にとっては成果とし

て残っていると思いますよ。でも、何で今回、

理由を聞いたら「ありません。ただ、ずっとや

ってきたから」と、これではちょっと弱いんじ

ゃないですか。何で休むことができないのか、

私は理解できかねる。まだ人事の発表まで時間

があるわけですから、もう一回、市長と相談し

てみてくださいよ。私だけじゃないと思うよ。

このまま電通に派遣するのに賛成する議員は、

中にはいると思う、一人一人にどうだと聞いて

ないから分からないけれども。成果は分かる、

でも今じゃないでしょうと、ちょっと休む決断

をしたらいかがですかと。本当はもっといっぱ

い聞く予定だったんだけれども、この１点で終

わっちゃいますけれども。でも、本当に市民感

覚に合わせたら、今回やめたと言ってもおかし

くないと思いますよ。 

  私もこの議場に来て31年と４か月かな、いろ

いろお世話になりました。本当に職員の皆様方

に助けてもらった。これからも新庄に住み続け

ていきます。穏やかに余生を過ごせるように、

皆様の頑張りに御期待申し上げて、終わりとし

ます。ありがとうございました。 

山科正仁委員長 ただいまから10分間休憩いたし

ます。 

 

     午後３時０６分 休憩 

     午後３時１８分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

山尾順紀市長 委員長、山尾順紀。 

山科正仁委員長 市長山尾順紀さん。 

山尾順紀市長 先ほど１分残っておりましたので、

私からも答弁させていただきたいと思います。 

  先輩議員の本当に貴重なアドバイス、心にし

みるところです。大変ありがとうございます。 

  電通派遣につきましては、向こう側に対しま

して11月末に出さなくちゃいけないということ

で職員を命じているところであります。 

  談合事件については、正月明けからだんだん

と大きくなって、最終的には２月になって起訴

ということで、電通から大変申し訳ないという

ものもいただいたところであります。 

  内部でもどうしようかということがありまし

て、本人にもそういう形で進めるということを

伝えていましたので予算化してきたところであ

りますが、先輩議員の御忠告に従いながら進め

てまいりたいと思っております。 

  派遣先につきましては、そこではなく、電通
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ではなく、別のところを早急に考えて、職員の

意欲に応えてまいりたいと考えておりますので、

ぜひ御理解賜りたいと思います。どうぞよろし

くお願いします。 

山科正仁委員長 よろしいですか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 ほかに質疑なしと認めます。よ

って、歳出についての質疑を終了いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 討論の発言を許可します。反対

ですか、賛成ですか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 反対です。 

山科正仁委員長 原案に反対討論として、佐藤悦

子委員。 

   （１番佐藤悦子委員登壇） 

１ 番（佐藤悦子委員） 2023年度、令和５年度

一般会計予算の反対討論を行います。 

  最初に、評価する点についてです。 

  ６月から高３までの医療費無料化拡大、約

2,000万円、またインフルエンザ予防接種への

助成の拡大、６か月から中３まで１回につき

1,700円の新規助成、65歳以上の高齢者には助

成額1,500円を1,700円に2,000円増額、また新

中部保育所の木造による建設事業、それから空

き家除却支援事業費補助金200万円、また第３

子以降の学校給食費無償化、第２子の半額補助、

延べ2,894万円、また令和４年度から実施して

いる小中入学祝い金１人３万円、５月に支給と

のこと、また保育料の第３子以降無料化、第２

子半額、また重要文化財旧矢作家住宅保存修理

に5,330万円、また金沢地区令和５年完了予定、

桧町地区令和８年度までの予定での流雪溝整備

費と、私なりに見て、いいところだなと思った

ところでした。 

  反対の理由を述べさせていただきます。 

  １番に新工業用地整備の問題です。 

  整備面積８ヘクタールの田を３億2,000万円

で購入し、分譲面積５ヘクタール、推計全体事

業費15億4,300万円、令和８年から分譲予定で

すが、これまでの横根山工業団地の販売価格並

みに抑えると全部売れても市は10億円の赤字に

なる事業ではないかという懸念があります。１

ヘクタール当たり4,000万円という田としては

高過ぎる購入価格や、15億円余りという事業費

全体を圧縮して、赤字にならない事業にすべき

だと思います。 

  介護や保育教育などで働く人々の賃金引上げ

や農業再生産のための支援などで若者の地元定

着にこそお金を向けるべきだと思います。 

  また、エコロジーガーデン道の駅として駐車

場用地を購入し、造成工事を進めることも問題

と思います。市有地活用でよかったのではない

かと思います。 

  ２番目は、小中一貫校づくりの問題です。 

  明倫学園は大規模建設となり、１社応札、し

かも建設費用が上がり、少なくない事業費が市

外へ流れていきました。市の借金が大幅に増え、

単年度実質収支が３年連続赤字となっておりま

す。 

  小学校は、季節ごとの地域住民の結束バンド

のような力を持っています。小学校をなくした

ところは地域の結束力が弱まっています。小中

一貫校は学校統廃合のためのものであり、子供

の足で通える小学校をなくし、子供から地域を

奪うものです。小学校高学年としての大事なリ

ーダー経験をさせられないという問題も重要で

す。小学校や小規模校は統合すべきではありま

せん。学校統廃合ではなく、小学校を残し、小

学校、中学校それぞれの文化を大事にすべきだ

と考えます。 

  ３番目は、指定管理、民間委託、民営化、臨

時職員の増加は問題です。 

  労働者の低賃金、不安定雇用を増やし、地域

の少子化、人口減少を自治体自ら加速させてい
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ることになります。どの仕事を見ても公務労働

です。公務労働は、住民の人権を保障する仕事

です。専門性が求められ、専門性が尊重される

にふさわしいレベルが確保されなければなりま

せん。そのためにも労働者の賃金や労働条件は

安定した待遇が保障されるべきだと考えます。 

  ４つ目に、マイナンバーカードの事実上の強

制が進められるということについてです。 

  法律ではマイナンバーカードは任意だと、強

制ではないとなっております。ところが、新し

い保険証交付、紙の保険証の受診費を高くしよ

うとしておりますが、これは強制ではないかと

思います。差別でもあります。プライバシーの

侵害を恐れる住民が増えております。使わない

権利を守るべきだと考えます。 

  行政のデジタル化は、行政が持つ個人のデー

タを企業に開放し、もうけの種として企業の利

益につなげるためのものです。国、自治体が持

つ個人情報は、公権力を行使して取得、申請届

出に伴い、義務として提出されたものです。企

業が持つ顧客情報とは比べ物にならない膨大な

情報量です。このデータを利用するために行政

のデジタル化が必要だと言っているのです。 

  行政のデジタル化の問題点は、①プライバシ

ー侵害の拡大、②住民サービスの後退、③マイ

ナンバー制度の拡大、④官民癒着の拡大です。 

  マイナンバー制度という国民共通番号制の最

大の狙いは、社会保障を自己責任の制度に後退

させ、徹底した給付抑制を実行し、国の財政負

担、大企業の税・保険料負担を削減していくこ

とにあります。 

  総合的な住民サービスを後退させることにな

る職員削減は認められません。 

  ５番目として、正職員数を減らしたことです。

一方で会計年度任用職員を13人増やしています。

2020年度までの10年間で事務事業数は職員１人

当たり1.24倍に増えました。当市の正職員数は

減らされ、指定管理、民間委託、民営化、臨時

職員の増加に変えられてきました。 

  2019年度の財政状況、それから類似団体比較

カードというのがありますが、これによります

と人口1,000人当たりの職員数は、本市は6.76

人、類似団体では10.18人です。人口３万4,000

人にしての比較では本市は116人も少ないとい

うことでした。 

  職員の給料はどうか。人口１人当たりの職員

給は、本市は３万8,971円、類似団体は５万

8,056円でした。一方、市長の給料は月12万

2,700円多い、そして議員報酬は月４万2,700円

も高いです。 

  こなし切れない仕事は職員のせいではありま

せん。急速なデジタル化に対応できない市民一

人一人に寄り添った丁寧な対応が職員に求めら

れています。長時間労働では病気や早期退職を

増やすことになります。類似団体の職員数を参

考にして正職員を増やす立場に立つべきだと考

えます。 

  ６番目として、国の悪政の防波堤となって住

民を守る姿勢が重要だということです。自治体

としてできることをしながら国や県に積極的に

要望活動を行うことが重要だと思います。 

  市長は、個人的意見に固執するのではなく、

専門家である職員一人一人の意見をよく聞くべ

きだと考えます。 

  物価高騰に苦しむ市民のためにできることは

何か。消費税を直ちに５％に減税することでは

ないでしょうか。最低賃金を全国一律で1,500

円に引き上げることではないでしょうか。アベ

ノミクスで大もうけを上げた大金持ちや大企業

にもうけに応じた税の負担を求めることで、中

小企業も含めた最低時給1,500円の実現も消費

税引下げの財源も出てまいります。 

  ロシアのウクライナ侵略で世界的な食料不足

が言われている中で、日本こそ自給率を上げる

ためにあらゆる農業支援を行うべきではないで

しょうか。危険な原発や外国からの輸入に頼る
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のではなく、急いで省エネ、再エネを行ってエ

ネルギーを自給できる自治体をつくり、脱炭素

の日本にすることに貢献することが必要ではな

いでしょうか。 

  アメリカと一緒になって敵基地攻撃、先制攻

撃をすれば、必ず報復攻撃を受け、日本は全面

戦争になり、焦土となってしまいます。軍事拡

大ではなく、ＡＳＥＡＮなどと協力して、全て

の国を包み込んだ平和外交で核兵器も戦争もな

いアジア地域をつくることこそ政治家の仕事で

はないでしょうか。そういった立場で国に積極

的に要望活動を行う姿勢が必要だと思います。 

山科正仁委員長 ほかに討論ありませんか。 

１５番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

山科正仁委員長 討論の発言を許可します。賛成

ですか。 

１５番（佐藤卓也委員） 賛成です。 

山科正仁委員長 原案に賛成討論として、佐藤卓

也委員。 

   （１５番佐藤卓也委員登壇） 

１５番（佐藤卓也委員） それでは、議案第８号

令和５年度新庄市一般会計予算について、賛成

の立場から討論を行います。 

  グローバル化の進む中、世界の国々の相互影

響と依存度の度合いは急速に高まっています。

貧困や紛争、人権の抑圧、感染症や環境問題な

ど、一国の問題ではなく、国際社会全体に関わ

るものとして、協力して取り組むべき脅威、課

題は多くあります。 

  昨年２月下旬から始まって１年が過ぎたロシ

アによるウクライナ侵攻はいまだ激しい戦闘が

続き、多くの犠牲と被害が出ております。世界

経済に与えた打撃を背景に、エネルギー価格や

食料価格の高騰、化学肥料の高値が続き、日本

の生活に大きな影響を与えています。 

  また、長年にわたり流行している新型コロナ

ウイルス感染症ですが、分類が５類に移行する

見込みとなり、屋内のマスク着用が原則不要に

なるなど、生活面の制約も緩和され、影響を受

けていた観光業界など、明るい兆しが見えてお

ります。 

  このような中で、新庄市固有の歴史と文化を

守り育てるまちづくりを推進し、長期的な視点

で次の世代に引き継ぐために、新庄市歴史的風

致維持向上計画を策定いたしました。 

  この計画では、市内に残る歴史的建造物の保

存活用に関する事業や、その周辺の環境整備に

関する事業のほかに、地域における祭りや伝統

行事などの担い手の育成確保や、学校教育、社

会教育を通じた歴史的風致の認識向上、地域資

源や歴史文化を活用した観光振興に関する事業

等を歴史的風致の維持及び向上に資する事業と

して位置づけて歴史まちづくりを推進すること

としております。生活様式の多様化など社会環

境の変化や、人口減少や少子高齢化の進展など、

本市の状況を踏まえ、歴史的資源を積極的に活

用し、新庄市らしいまちづくりを推進していか

なければなりません。 

  そして、第５次新庄市総合計画と行財政改革

大綱を基本に据え、財政規律を重んじながら市

政運営に取り組むことが重要であります。 

  このたびの予算案を見ますと、総額は令和４

年度の比較で４億9,600万円、率にして2.7％増

と過去３番目の大型予算となっております。 

  市債では、（仮称）新中部保育所の建設や日

新小学校プール改築工事に伴う学校教育施設改

修事業、明倫学園グラウンド及び周辺の外構工

事事業など17件となっており、子育てしやすい

環境整備を進めております。 

  歳入においては、市税等は昨年度より増加し

ている状況にあり、国庫支出金では新型コロナ

ウイルス接種対策負担金や生活保護費等負担金

が減少いたしましたが、学校施設環境改善交付

金や社会資本整備総合交付金などを有効に活用

しております。 

  県支出金では、子供のための教育・保育給付
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費負担金や地域少子化対策重点推進交付金など

を活用するとともに、財源補塡のために財政調

整基金や市有施設整備基金、まちづくり応援基

金等の繰入れを活用する形での編成となってお

ります。 

  歳出においては、本市を取り巻く諸状況をよ

く認識するとともに、国・県の動向を踏まえて

いるという予算編成方針の下、第５次新庄市総

合計画を基本に据え、３つある重点プロジェク

ト、第２期新庄市総合戦略、第７次新庄市行財

政改革大綱に沿っていくように編成されている

ようです。 

  具体的には、子ども・子育て、若者世代への

支援として、子育て支援医療給付事業の医療費

無料化の対象を高校３年生まで拡大、学校給食

費補助事業については第２子の給食費を半額、

第３子以降全額補助いたします。また、インフ

ルエンザ接種費用の助成対象に生後６か月から

15歳までの子供を追加し、重症化の予防対策を

強化しております。さらに、小中学校等入学祝

い金として、入学する児童生徒の保護者に１人

３万円を昨年度に引き続き支給するなど、子育

て世帯の経済的負担軽減を多く図っております。 

  誰もが安心して暮らせる共生社会の実現に向

けて、高齢者の多様な移動手段確保としてハン

ドル型電動車椅子、シニアカーの取得助成を新

たに設けております。移住環境整備としては、

空き家等を除却する費用の一部を助成する空き

家等除却支援事業や、中心市街地にある空き家、

空きテナント等のイノベーションによる（仮

称）東北農林専門職大学生のための住居を促進

する準学生寮供給促進事業、今年度10月に開院

予定の県立新庄病院移転に併せてバス路線の改

編や交通系ＩＣカード導入に向けての検討など

を行うとしております。 

  全体を通して、持続可能な財政運営を基本に

据えながら市民生活の向上と地域経済の伸展に

主眼を置いた、評価できる予算であると思われ

ます。 

  昨年10月には東北中央自動車道の東根北、村

山本飯田インターチェンジ開通、11月には泉田

道路が開通し、地域の方の利便性が向上し、経

済の活性化が期待されます。 

  また、令和６年に開学予定の（仮称）東北農

林専門職大学は最上郡初の４年制大学であり、

市民の皆様の関心が高く、まちづくりにおいて

も期待が膨らむものとなっております。 

  これからは少子化対策という視点を常に持ち

ながら、学校教育のみならず、家庭教育を含め

社会全体で少子化への取組を展開し、先人から

受け継いできた歴史を大切にしながら、住みよ

さを形にして、市民一人一人が豊かさを実感で

きるまちづくりを目指していただきたいと思い

ます。 

  以上、委員各位の御理解と御賛同をお願い申

し上げ、令和５年度一般会計予算、私の賛成討

論といたします。 

  御清聴、誠にありがとうございました。 

山科正仁委員長 ほかに討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 ほかに討論なしと認めます。よ

って、討論を終結し、直ちに採決したいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第８号令和５年度新庄市一般会計予算に

ついては、反対討論がありましたので、電子表

決システムにより採決を行います。 

  議案第８号について、原案のとおり決するこ

とに賛成の委員は賛成のボタンを、反対の委員

は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

山科正仁委員長 それでは締め切ります。 

  投票の結果は、賛成10票、反対３票、賛成多

数であります。よって、議案第８号は原案のと
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おり可決すべきものと決しました。 

  以上をもちまして、本日の審査を終了いたし

ます。 

 

 

散      会 

 

 

山科正仁委員長 次の予算特別委員会は、明日14

日火曜日午前10時より再開いたしますので、御

参集を願います。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  どうもお疲れさまでした。 

 

     午後３時４２分 散会 
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予算特別委員会記録（第４号） 

 

 

令和５年３月１４日 火曜日 午前１０時００分開議 

委員長 山 科 正 仁     副委員長 山 科 春 美 

 

 出 席 委 員（１４名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  委員     ３番   新  田  道  尋  委員 

  ４番   八  鍬  長  一  委員     ５番   今  田  浩  徳  委員 
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 １５番   小  嶋  冨  弥  委員    １６番   髙  橋  富 美 子  委員 

 １７番   佐  藤  卓  也  委員    １８番   小  野  周  一  委員 
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市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 小 松   孝 

総 務 課 長 西 田 裕 子  総 合 政 策 課 長 川 又 秀 昭 

財 政 課 長 荒 澤 精 也  税 務 課 長 佐 藤   隆 

市 民 課 長 伊 藤 幸 枝  環 境 課 長 小 関   孝 

成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 伊 藤 リ カ  子育て推進課長 

兼福祉事務所長 加 藤   功 

健 康 課 長 山 科 雅 寛  農 林 課 長 柏 倉 敏 彦 

商 工 観 光 課 長 小 関 紀 夫  都 市 整 備 課 長 長 沢 祐 二 

上 下 水 道 課 長 矢 作 宏 幸  会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長 荒 田 明 子 

教 育 長 高 野   博  教 育 次 長 
兼教育総務課長 平 向 真 也 

学 校 教 育 課 長 杉 沼 一 史  社 会 教 育 課 長 渡 辺 政 紀 

監 査 委 員 大 場 隆 司  監 査 委 員 
事 務 局 長 津 藤 隆 浩 

選挙管理委員会 
委 員 長 武 田 清 治  選挙管理委員会 

事 務 局 長 岸     聡 
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農 業 委 員 会 
会 長 職 務 代 理 笹   行 也  農 業 委 員 会 

事 務 局 長 横 山   浩 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 武 田 信 也  総 務 主 査 笹 原 佳 子 

主 任 小 松 真 子  主 事 秋 葉 佑 太 

 

本日の会議に付した事件 

 

議案第９号令和５年度新庄市国民健康保険事業特別会計予算 

議案第１０号令和５年度新庄市交通災害共済事業特別会計予算 

議案第１１号令和５年度新庄市介護保険事業特別会計予算 

議案第１２号令和５年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計予算 

議案第１３号令和５年度新庄市水道事業会計予算 

議案第１４号令和５年度新庄市下水道事業会計予算 
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開      議 

 

 

山科正仁委員長 おはようございます。 

  ただいまの出席委員は14名です。 

  欠席通告者はありません。 

  なお、農業委員会会長は欠席のため、会長職

務代理笹 行也さんが出席しておりますので、

御了承願います。 

  それでは、これより、３月13日に引き続き予

算特別委員会を開きます。 

  審査に入る前に、昨日も申し上げましたが、

再度確認のため、審査及び本委員会の進行に関

して主な留意点を申し上げます。 

  会議はおおむね１時間ごとに10分間の休憩を

取りながら進めてまいります。 

  質疑は、答弁を含め１人30分以内といたしま

す。質問の際は、必ず予算書のページ数、款項

目、事業名などを具体的に示してから質問され

るようお願い申し上げます。 

  また、会議規則第116条第１項に、「発言はす

べて、簡明にするものとして、議題外にわたり

又はその範囲を超えてはならない」と規定して

おりますので、これを遵守願います。 

  以上、ただいま申し上げました点について特

段の御理解と御協力をお願いいたしまして、た

だいまから審査に入ります。 

 

 

議案第９号令和５年度新庄市国民

健康保険事業特別会計予算 

 

 

山科正仁委員長 議案第９号令和５年度新庄市国

民健康保険事業特別会計予算を議題といたしま

す。 

  なお、本件を含む特別会計、水道、下水道事

業会計につきましては、歳入と歳出を一括して

質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 143ページの１の１の

１で、一般国民健康保険税滞納繰越分というの

について伺います。ここで滞納世帯数はどうな

っているでしょうか。また、所得100万円未満

の滞納世帯数はどうなっているでしょうか。 

佐藤 隆税務課長 委員長、佐藤 隆。 

山科正仁委員長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 おはようございます。 

  それでは、御質問にお答えします。 

  所得階層という御質問だったかと思います。

令和４年５月31日現在の数字しか今手元に持っ

ていませんので、その数字でお答えいたします。

100万円未満の所得の方が289名、全体に占める

割合としては63.7％になってございます。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 山形県社会保障推進協

議会の2022年版山形の社会保障によりますと、

所得100万円未満の滞納世帯数が本市は非常に

多くなっております。上山市は72名、長井市は

90名などが公表されております。それと比べて

本市が非常に多い。そのときの数字は今より多

い数字でありますが、それでも単純に比べてみ

て非常に新庄市は桁が違う。その理由はどうお

考えなのか、お聞かせください。 

佐藤 隆税務課長 委員長、佐藤 隆。 

山科正仁委員長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 最近の国保加入者の状況をお

話しいたしますと、所得のない層の加入者が大

変増えてございます。逆に、景気が回復してく

るにつれて社会保険の加入者が増え、所得のあ

る層が国保から出ていっているという状況にご
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ざいます。その辺が所得の少ない層が多いとい

う原因になっていると考えております。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） なるほどと思われると

ころでありますが、同じ市で見てあまりにも差

があるなというふうに感じております。そうい

う意味では、低所得者に本市の場合、重い負担

になっているのではないかと思いますが、どう

ですか。 

佐藤 隆税務課長 委員長、佐藤 隆。 

山科正仁委員長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 基本的に例えば所得の少ない

方については、７割、５割、３割の所得の少な

い層の法定の減免がございます。それは各市町

村と同じですので、基本的には新庄市が特に制

度上、問題があるかという、この点はないとい

うふうに考えてございます。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） そうしますと、県内の

ほかの市に比べて、新庄市の場合、所得がない、

少ないという方が多い状況にあるということで

はないかと思いますが、どうですか。 

佐藤 隆税務課長 委員長、佐藤 隆。 

山科正仁委員長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 数字が示しているとおりだと

思います。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） そういう意味では、県

内の他市に比べて本市は所得が少ない方々が多

い。そのために、同じような法的な減免をやっ

ても厳しくて払えないという世帯が多い。これ

だけ市内で、本市の場合は生活に困窮している

方がほかの市に比べて多いという状況ではない

でしょうか。そういう方々に対する施策が考え

ねばならない施策として必要ではないかと思い

ますが、どう考えますか。 

佐藤 隆税務課長 委員長、佐藤 隆。 

山科正仁委員長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 基本的には、私ども法定どお

りの取扱いというふうなことでやってございま

す。特段、新庄市がどうこうというふうなこと

である必要はないというふうに考えてございま

す。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） そういう意味では、国

の制度にのっとっただけでは、市民にとって厳

しい施策が国保税になっているということで、

本当は本市に合った独自の減額・免除などの制

度、あるいは支援が必要なのではないかと私は

考えるものです。課長は、立場としては出した

りはできないというお話でありました。そうい

う意味で、本当は政策として市長を先頭にこう

いったことも考えることが必要だと思うんです

が、市長としてどう考えますか。 

佐藤 隆税務課長 委員長、佐藤 隆。 

山科正仁委員長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 例えば県内の１人当たり、今

数字が手元にございませんが、記憶でお話しし

て申し訳ございませんけれども、県内の被保険

者１人当たりの課税額と比べますと、新庄市は

決して高いほうではございません。そのように

なってございますので、特段、新庄市でどうこ

うということは必要ないと考えてございます。 

山科雅寛健康課長 委員長、山科雅寛。 

山科正仁委員長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 では、私のほうからお答えさ

せていただきます。 

  新庄市におきましては独自の軽減としまして、
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15歳以下の子供に対する均等割額の全額軽減と

いうのを実施させていただいております。そう

いった形で他市よりも優遇した部分もございま

すので、御理解ください。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） その点については大変

にすばらしいと、私は評価するものであります。

それでもこのように滞納があるということは、

何かまた別に考える必要があるんではないかと

いう私は問題提起をしたいと思います。 

  次に、滞納世帯に対する処分として資格証と

いう、普通の保険証がもらえないという状況に

なります。その世帯数はどうなっているでしょ

うか。また、このうち高校生以下の子供のいる

世帯にはどうしておられるのか。お願いします。 

山科雅寛健康課長 委員長、山科雅寛。 

山科正仁委員長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 資格証の交付状況についての

御質問でございました。 

  新庄市におきまして資格証の交付になってお

りますのが、令和４年８月の段階で資格証を17

世帯に発行しております。令和５年２月にはそ

の後、納付であったり、納税相談によって減少

しておりまして、11世帯となっております。ま

た、18歳未満のお子さんがいる家庭では18歳の

方に関しては６か月の短期被保険者証を交付す

るということでやっております。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 子供のいる世帯には短

期保険証を出しているということで、大変いい

と思います。これは減らしているということで、

大変その努力はすばらしいと思います。 

  村山市では、資格証発行に当たって次の方を

交付除外で配慮しております。どういうことか

ということですが、分納の誓約が守られている

世帯、前年度の国保税９割以上納付の世帯、60

歳以上の高齢者のみで就労が困難かつ年金以外

の収入がない世帯、明らかに収入がなく納付が

困難な世帯、納付の意思が見られる世帯という

ことでやっておりました結果、資格証の発行は

非常に低く抑えられております。本市では滞納

世帯に対してこのような配慮をなさっているの

であれば、お知らせいただきたいと思います。 

山科雅寛健康課長 委員長、山科雅寛。 

山科正仁委員長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 資格証の交付条件であります

が、無条件で滞納しているからといって資格証

を交付していることではございません。資格証

の対象条件としましては市のほうでも要綱とい

うものをつくっておりまして、前年度の納付が

10分の２以下、または過去２年間で10分の３以

下が該当した場合ということで、さらに病気で

あるとか、実際に定期的に医者にかからなけれ

ばいけないといった場合にはそういった事情は

考慮しております。また、納付相談に乗ってい

る場合に関してはその状況を見ながら、納税相

談しながら交付を検討するということで、相手

の立場に立った形で、納税相談した上で検討し

ているという状況にございます。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） さらに、困っている世

帯があればよくお聞きしながら、医者にかかれ

ないなどということがないように、ぜひ丁寧な

納付相談及び保険証発行を考えていただきたい

と思います。 

  次に、146ページの１の１の１で、オンライ

ン資格確認等システム運営負担金17万7,000円

がありますが、この内容は被保険者本人のオン

ライン資格確認、それから電子処方箋、電子カ

ルテの標準化かと思いますが、どうですか。 

山科正仁委員長 暫時休憩いたします。 
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     午前１０時１４分 休憩 

     午前１０時１５分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

山科雅寛健康課長 委員長、山科雅寛。 

山科正仁委員長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 一般管理費のオンライン資格

確認等システムの運営負担金についての御質問

でございます。 

  こちらにつきましては、国保資格を取得した

場合、国保連合会のほうでその資格が登録され

てございます。そちらのほうでオンラインによ

る資格を確認できるというようなシステムが全

県の中でありまして、それに対する運営費の負

担金ということで支出してございます。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） このオンライン資格確

認等システムということで、市民や医療機関の

負担はどうなるのかお尋ねします。 

山科正仁委員長 暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時１６分 休憩 

     午前１０時１７分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

山科雅寛健康課長 委員長、山科雅寛。 

山科正仁委員長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 これはマイナンバーカードと

はまた別の内容でございまして、オンラインに

よるそれぞれ確認した上で資格があるか、それ

で自己負担の２割負担、３割負担等の情報が記

録されているものでございます。特に市民の負

担といいますと、結局は国民健康保険税の中の

一部でそういったものを運営されているという

ことになってございます。医療機関での負担も

ないと思われます。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） マイナンバーカードと

は別というお答えでありました。では、このマ

イナンバーカードとの関係で市民負担、あるい

は医療負担、金融機関の負担はどうなっている

のか、お願いします。 

山科雅寛健康課長 委員長、山科雅寛。 

山科正仁委員長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 マイナンバーカードといいま

すと、マイナ保険証の場合ということでよろし

かったですか。当初、マイナンバーとひもづけ

たマイナ保険証というのが、令和３年からかな、

10月から利用開始となってございますが、その

中で当初はマイナ保険証に係る部分の点数が若

干、通常の保険証より高かったということがご

ざいましたが、令和４年度に入りましてそれが

見直しされまして、マイナ保険証の場合は２点、

ただ従来の保険証が６点という形で、令和５年

４月から改正したいということで国では考えて

いるようでございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 前はマイナンバー保険

証の場合は高かったけれども、今年度に入って

から、マイナ保険証にした場合には従来の紙の

保険証に比べて安く設定すると。つまり、従来

の紙の保険証を利用した場合は市民の負担が増

えるという内容にしてきたということですが、

これは強制ではない、任意というふうにマイナ

ンバーカードの関係の法律ではなっているとい

うことでしたが、これは市民にとって負担が重

いことになり、強制というふうになるのではな

いでしょうか。 

山科雅寛健康課長 委員長、山科雅寛。 

山科正仁委員長 健康課長山科雅寛さん。 
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山科雅寛健康課長 もう少し詳しく、では保険証

を利用した場合の加算額についてということで、

マイナ保険証の診療の加算が、当初、先ほど申

したとおりマイナ保険証のほうが若干高かった

んですが、現行では従来保険証が４点で、マイ

ナ保険証の場合は２点ということで、金額に換

算しますと１点10円ですので、20円の差がござ

います。これは初診でかかった場合、20円の差

があると。ただそれが３割負担であれば、掛け

る３割分となりますのでさらに下がるわけでは

ございますが、私のほうで国の制度に対して強

制ではないかということを判断はできかねます

が、国のほうでは強制ではないと。保険証につ

きましても、今後、紙の保険証が全くなくなる

わけではないというようなことで今報道のほう

ではされておりますので、そこについては強制

とはしない方向で検討されているということで

理解してございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 市民が心配するのは、

自分のプライバシーが侵害されるといいますか、

漏れてしまうというのがとても心配なわけで、

だからマイナカードを使わないとか、持たない

とかというふうに言う方が今やっぱりいるわけ

なんです。このオンライン化で地方自治体が持

っている情報が全て国に行くわけなんですが、

一人一人の経歴、資産、健康状態を国が把握す

ると。さらに、個人の財産などの情報も併せて

把握して、社会保障費のさらなる国費負担軽減

がこのオンライン化の目的だと言われておりま

す。市民の…… 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員に申し上げます。 

  本委員会は、令和５年度予算についての審議

でありますので、質問は、ページ数、款項目、

事業名など具体的な内容を含めた上での明確な

発言をしてください。 

１ 番（佐藤悦子委員） はい。 

  私としては、オンライン資格確認に関わり、

マイナンバーカードとも関係して、情報漏えい

の不安が市民はあるというふうに考えているの

ではないかと私は思いますが、その点について

市民の気持ちというか、そこをどう考えている

か、お願いします。 

山科雅寛健康課長 委員長、山科雅寛。 

山科正仁委員長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 確かに委員おっしゃるとおり、

個人情報が流出するんではないかという御心配

をされている方もいらっしゃるんだろうなとは

感じております。ただ一方で、マイナンバーカ

ードの保険証利用をした場合のメリットもござ

いまして、例えば私たちが特定健診とか健診を

受けた場合、そういった情報が自分のスマート

フォンなどでいつでも見られる状況があると。

また、医療機関についても、社会保険とか国保

とかいろいろ異動があっても、それはマイナン

バーカードですぐ確認していただけるという煩

わしさもなくなっていくというメリットもござ

いますので、そこをよかったと思っている市民

も一方でいらっしゃると考えております。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 市民の情報漏えいの不

安という問題はやはりあるということで、そう

いうことに対する対応というか、考えねばなら

ないということは、私たちも、市長はじめ行政

に関わる皆さんがどうやったらいいかというこ

とはやっぱりこれからも考えていかなければな

らない重要なことだと思っています。 

  次のことですが、149ページの２の６の１で、

コロナ感染した場合の傷病手当金が載っており

ますが、今までの支給状況、それから今後の見

通しはどうか、お願いします。 

山科正仁委員長 暫時休憩いたします。 
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     午前１０時２４分 休憩 

     午前１０時２５分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

山科雅寛健康課長 委員長、山科雅寛。 

山科正仁委員長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 失礼いたしました。 

  傷病手当の現在の支給状況でありますが、２

月末現在で国民健康保険で10件、計約34万円の

支給決定となっております。今後の状況につき

ましては、相談は随時来ておりますので、その

ように対応してまいりたいと思っております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 生活が困ってしまうわ

けですので、仕事ができなくている方、あるい

は人にうつしてはならないということもありま

すし、そういうことで休まざるを得ないという

状況があるわけです。そういう意味で、本当は

コロナが完全になくなったわけではないし、死

んでいる方も非常に多くなっているわけですか

ら、やはりこれは充実して続ける必要があると

思うんですが、国のほうでは３月いっぱいで打

ち切るような話もあるんですが、そういう情報

はありますか。 

山科雅寛健康課長 委員長、山科雅寛。 

山科正仁委員長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 傷病手当金の国の助成でござ

いますが、５月８日から感染症の部類を５類に

引き下げるということになってございますので、

５月７日までコロナによる感染により、そうい

った収入が減った場合に傷病手当を出すという

ことで、そこまでの分に国で助成していくとい

うことになってございます。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 私の関係というか、知

った方の中にも、自営業者本人がコロナに感染

陽性及び家族もやっぱりなってしまったという

ことなどあって、それでも仕事を休めなかった

という方もおられました。また、このコロナの

問題は、この間も８波があった中で亡くなった

人が過去最高になっており、新たな株も発見さ

れており、続くことが予想される、あるいは拡

大がまたするかもしれないという、そういうも

のだと私は見ております。そういう意味で、５

月７日で打ち切るというのは問題でないかなと

考えるので、私は、引き続きこうした方々に傷

病手当金を渡せるように、また自営業を行って

いる本人が全く支給されないというこの狭さと

いうかあるわけで、そこも改善を求めながら、

国に対しては公的な支援を続けるべきだという

ふうに言っていただきたいと思うんですけれど

も、言うべきだと思うんですけれども、どう考

えていますか。 

山科雅寛健康課長 委員長、山科雅寛。 

山科正仁委員長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 今後も傷病手当等の支援を継

続するべきではないかという御意見をいただき

ました。今回、国で５類に変更するということ

は、科学的知見に基づきまして季節性のインフ

ルエンザ同等のものに徐々に移行していくとい

うことでございます。制度についてもそういっ

た移行を目指して、今移行の期間と捉えてござ

いますので、国で大きな方針転換をしたわけで

ございますので、新庄市としてもその一定の区

切りにつきまして倣ってしていきたいと考えて

おります。また、新たな感染拡大、感染の新し

い株が発生した場合につきましては、国のほう

でその対応をきっちりしていくものと理解して

ございます。 

  以上です。 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 



- 269 - 

１４番（石川正志委員） おはようございます。 

  予算書141ページ、142ページになります。ち

ょっと大きい項目だけのほうが分かりやすいと

思います。おおむね対前年比、増減している部

分に関してお伺いいたします。 

  被保険者の減少に伴って、保険税の減少は大

体推察されます。問題は、142ページの保険給

付費です。前年と比較しますと、4,500万円ほ

ど伸びている。前に国保税の仕組みを変えると

いうときに、この給付、歳出の部分で説明は頂

戴しました。つまり、人数は減ったとしても１

人当たりにかかる医療費が大きいということで

すね。例えば医療の高度化、あとそれから残念

ながら、お年を召せばそれなりに若い方よりは

医療費がかかってしまうという説明を受けまし

たが、そのような捉え方でまずいいのかどうか、

お伺いいたします。 

山科雅寛健康課長 委員長、山科雅寛。 

山科正仁委員長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 基本的に今石川委員がおっし

ゃったとおりでございまして、やはり国民健康

保険の中に占める65歳以上の方の割合が全体に

対して増えてございます。そうしますと、どう

しても健康であっても医者にかかる機会という

のは多くなりますので、そういったことで１人

当たりの医療費が増えていくという現状もござ

います。また、日々進化しております医療に関

しまして高度な医療がされていると、それに対

する費用がかさんでくると、そういった現状が

ございますので、被保険者が減ってはいるもの

の、１人当たりの医療費が増えているという状

況があります。 

  以上です。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） この一覧表を見ますと、

恐らく歳入の部分である保険料は減少と。とこ

ろが、医療給付費増加の部分は、国保の制度上

もう県単位化というところで保険者が県に移行

しておりますので、その分、県からの支出金、

それから繰入金でしたか、そこが大々的にバラ

ンスを取っている数字かと思います。多分、県

から給付される部分に関しては、当面、我々被

保険者が、税率が急激な場合、対応しないため

の基金はあるものの、将来的にこういった状況

が長く続けば、やはり税率の改正まで言及しな

ければ県に納付することができないという考え

かと思いますが、その辺ちょっと確認したいの

で御答弁お願いします。 

山科雅寛健康課長 委員長、山科雅寛。 

山科正仁委員長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 ただいま申されたとおり、保

険給付費が伸びた分、また減少した場合も同じ

ですが、県から歳入のほうで普通交付金という

形で交付されてございます。ですので、当面医

療費が今年度急に上がったとしても、県のほう

から普通交付金として交付されるということで、

その年度については大丈夫だということになっ

ております。 

  ただ、やはり県事業の納付金のほうがそうい

った県全体の医療費、また国保税の収納状況、

国からの財源の補助、またそういったものを勘

案して納付金というのが毎年計算されてくるわ

けですが、新庄市におきましては、やはり税務

課長がおっしゃったとおり所得の階層が低い方

が多くいらっしゃると、また医療費に関しても

医療費水準が若干、ほかの地域から比べて低い

というところもありまして、今年度につきまし

ても納付金に関しては予算として減少するとい

う形で計上させていただいておりますので、今

のところ、令和３年度に実施しました減税につ

きましては、繰越金の余剰部分で対応できてい

るというところがございます。 

  ただ、今後、毎年繰越費が減っていくとなれ

ば、やはりどこかの時点でもう税率を徐々に上

げながら、納付金が上がっていくところに備え
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るという考えも必要だと思いますので、その辺

は財政の見込みをしっかり立てながら、運営協

議会の中で検討させていただきたいと考えてお

ります。 

  以上です。 

１４番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

山科正仁委員長 石川正志委員。 

１４番（石川正志委員） そうですね。今、協議

会のほうで話合いを進めながらというお話でし

た。私、何でこんな質問をしたかと申しますと、

やはり運営は県のほう、責任を持ってやってい

ただく。新庄市の健康課としてはやはり健康増

進といいますか、142ページの保健事業費とあ

りまして、その中にはやっぱり大きなボリュー

ムを占めているのは健康診断ですね。 

  私も２月、ちょっと簡単な人間ドックを受け

てまいりまして、通信簿が届いてオールイエロ

ーと非常に芳しくない通知を頂きましたが、今

回私行ってみて、コロナ禍という点もあったん

ですが、非常にスピード感を持った対応をして

いただいた。受診のかかる時間は、保健師も増

員されたのかもしれませんが、非常に時間的な

負担は少なくて済みました。これは将来的に被

保険者の医療機会をまず損なってはいけない。

だから、やっぱり新庄市の健康課としては受診

率を上げていく。それで、その後のフォローを

私はもう少し手厚く予算措置すべきかなと考え

ておりますが、その辺のお考えはいかがでしょ

うか。 

山科雅寛健康課長 委員長、山科雅寛。 

山科正仁委員長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 やはり委員おっしゃるとおり、

将来の医療費を抑制するためにも、今いらっし

ゃる方がずっと健康でいていただくというのが

一番これは大事な部分だと考えております。や

はり特定健診の受診率を上げるということは私

たちの一つの大きな目標としてやっております

ので、何とか継続して毎年受けていただきたい

ということで毎年頑張ってきているんですが、

その中で今年度につきましては、例えば国保に

新規加入された方、こちらの方は社会保険とか

お勤めになっていた方が辞められて国保に入ら

れる方が多くいらっしゃいますので、そういっ

た方につきましては会社とか、そういったとこ

ろで健康診断を受けていらっしゃるという習慣

化された方が多くいらっしゃると思っておりま

すので、そういった新規の方を強く勧奨しまし

て、健康診断を受けていただきましょうという

ことで令和４年度から取り組んでございます。 

  窓口のほうに国民健康保険の資格の取得のた

めにいらっしゃった方にお声がけしまして、窓

口のほうで勧奨をさせていただくと。そして、

今回、窓口のほうで200人以上の方に関してそ

ういった勧奨をさせていただいておりまして、

また、あと受診歴が前にあったんですけれども、

今年は申込みしていなかったと。そういった方

に関してはやっぱりある一定程度の関心がござ

いますので、そういった方を中心にまた継続し

て毎年受けてくださいというような勧奨の仕方

をしています。そういった形で、受診勧奨につ

きましてもなるべく継続していただけるような

形で工夫してやってございます。 

  予算につきましても、多くやっぱりかけられ

ればいいんですが、限られた予算の中でござい

ますので、そういったマンパワーを活用しなが

ら、工夫して受診率の向上に努めてまいりたい

と考えております。 

  以上です。 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

山科正仁委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） 私から、この151ペー

ジなんですけれどもね。特定健康診断、今の委

員の続きみたいな形になるんだけれども、日本

人は国民皆保険といっていろんな形で必ず保険

に入らなければならないということで、この制
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度は世界にも冠たるものだと評価を受けていま

すし、私もそう思います。 

  サラリーマンリタイアすると必ず国保に入る

わけですけれども、その中で、今特定健康診断

が毎年来るんですね、人間ドック、すなわち。

いろんな科目があります。基本的なものはいろ

んなサービスではないですけれども、やってい

るんだけれども、オプショナルというのがある

んですね。いろんなそれ以上のレベルを自分の

健康を図るためにした場合、なかなかちょっと、

自分の命は自分で守るのが本来は原則だけれど

も、でも病気になってその保険のお金よりも、

やっぱり予防保健というのはとっても皆さん大

事にしているわけですけれども。 

  残念ながら、私が聞くと、特定健診を受ける

方が30％ぐらいですか。やっぱりもう少し上げ

るためにはいろんな方法あると思うんだけれど

も、そのオプショナルツアーみたいなものを、

もう全部ではなくても、全部受けると２万円ぐ

らいかかるんですよ。その２万円のお金が病気

になって苦しむより予防でいいという考えの人

も多くおるんだけれども、一般的に聞くとやは

りもう少し受診したいんだけれども、この負担

の補助金というか、もっと受けやすいようにあ

る程度の、限られた財政からあれもこれもと言

うわけではないですけれども、その辺もう少し

受診率を上げるためには、そういった政策も大

事ではないかなと。病気になってお金を国保か

ら使うよりも、予防保健という観点から、やは

りもう少し上げてもいいんではないかなという

気がするんですけれども、その辺いかがなんで

しょうか。 

山科雅寛健康課長 委員長、山科雅寛。 

山科正仁委員長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 特定健診の自己負担に関しま

しては、国保に加入されている方については１

人1,000円という形でお願いしてございます。

また、今委員おっしゃったオプションというの

は、がん検診とかそういったものをプラスした

場合、負担が大きくなるということを御意見い

ただいたのかなと思っているんですが、がん検

診のほうにつきましても、自己負担を抑制する

ために市のほうで負担をさせていただいてはご

ざいます。がん検診等は一般会計のほうになり

ますが、令和４年度につきましては自己負担を

減らすことはできなかったんですが、委託料の

金額が増加したんですが、増加した分をやはり

個人負担に上乗せするのではなくて、そこは市

のほうでの負担ということで、個人負担につき

ましては据置きにさせていただいたということ

があります。 

  また、令和５年度につきましては、乳がん検

診と子宮がん検診の個別検診といいまして、医

者でかかる受診した場合の負担金につきまして、

集団検診よりは若干高かったんですが、そちら

は集団検診と同じようにしましょうということ

で自己負担額を減らしたということでありまし

た。なかなか大きく改善を一気にというわけに

できないものですから、少しずつ改善には努力

しているんですが、見えにくいというところも

ありまして、何とか私たちとしても個人負担を

少しでも減らしながら、受診がしやすい環境を

つくりたいなということで目標を立ててやって

ございますので、御理解くださるようお願いい

たします。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

山科正仁委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） それはよく理解いたし

ます、できます。私も年に一遍、保健センター

のほうに行ってするんだけれども、年々その回

転、順序がスムーズにいくようになって、お昼

前にできるようになって、スピーディーで大変

感じもよくなっていることはそのとおりだ、努

力の結果だなと思って私も感謝しているんです

けれども。 

  あと、私も年齢も年齢ですから、メタボにな
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ったんです。そうすると、やっぱりフォローの

件でなんだけれども、非常に年に３回か４回ぐ

らい、どうですかと保健婦のほうから電話で来

ました。そういったおかげで私もメタボ解消に

なりましたけれども、やっぱりそういった動機

づけですか。今同僚の石川委員も言ったけれど

も、アフターケアということがやはりとっても

大事なんではないかなと私は体験してから感じ

たわけですので、保険を受けるとき補助金を出

してくれというのも、もちろん限られた予算の

中で最大限やっていると思うんだけれども、や

はりアフターケアですね。例えばメタボでだっ

たり、疾患があった方々に定期的で検査してい

ますかとか、そういったものということがやは

り動機づけされると、ふだん感じないことがそ

うだなということになると思うんですけれども、

その辺のアフターケアというのはやっているの

だけれども、もう一段ギアを上げるようなお考

え、ございませんでしょうか。 

山科雅寛健康課長 委員長、山科雅寛。 

山科正仁委員長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 保健指導の強化について御意

見いただきましてありがとうございます。私た

ちもやはり受診するだけで終わるんではなくて、

その結果で何か気になる部分ございましたらし

っかり精密検査していただいて、必要であれば

治療につなげるということがより重要であると

考えてございまして、重症化予防という形で取

り組んでございます。 

  令和４年度につきましては、成人病でありま

すとか、糖尿病の方とか、そういったことで市

内におきましてそれを専門とする先生がおりま

して、そちらと連携した形で保健指導を強化し

たということがございます。保健師は自主的に

指導するための資格を２名、その資格を取った

ということで、保健師は自分としても頑張ろう

という気持ちを前面に出してやってくれており

ます。 

  また、特定健診のデータを分析しまして、ど

の程度の状況であるかというものを可視化しま

して、そちらをお見せしながら指導をして、分

かりやすいものに変えていこうと、そういった

形で保健指導につきましても改善しながら努力

しているということでございますので、さらに

頑張ってまいりたいと思います。 

  以上です。 

１５番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

山科正仁委員長 小嶋冨弥委員。 

１５番（小嶋冨弥委員） 心遣い、お答えいただ

きましてありがとうございます。年を重ねます

と、やはりそういった人間的フォローとか、自

分を心配してくれているんだなということがや

はり行政等の信頼にもつながると思うのです。

新庄市はこうやって、高齢者になっても健康増

進のためにお年寄りを頑張って励ましてくれる

んだなという観点からも、ぜひ格段の努力をお

願いしたいと思いますので、終わります。よろ

しくお願いします。 

山科正仁委員長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 ほかに質疑なしと認めます。 

  よって、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 討論なしと認めます。 

  よって、討論を終結し、直ちに採決したいと

思います。 

  これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第９号令和５年度新庄市国民健康保険事

業特別会計予算は原案のとおり決することに御

異議ありませんか。 
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   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第９号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

  ただいまから10分間休憩いたします。 

 

     午前１０時４９分 休憩 

     午前１０時５９分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

議案第１０号令和５年度新庄市交

通災害共済事業特別会計予算 

 

 

山科正仁委員長 次に、議案第10号令和５年度新

庄市交通災害共済事業特別会計予算を議題とい

たします。 

  本件につきましては、歳入と歳出を一括して

質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 161ページの１の１の

１事業費で、交通災害共済見舞金が今回の会計

の一番中心になっております。会費は集めない

ことになっているわけですが、どのような方々

がいつの交通事故を対象に見舞金が頂けるかと

いうことでお聞きします。 

小関 孝環境課長 委員長、小関 孝。 

山科正仁委員長 環境課長小関 孝さん。 

小関 孝環境課長 それでは、御説明申し上げま

す。 

  交通災害共済の加入自体は令和４年度でもっ

て終了してございます。その給付についてです

けれども、令和４年度に加入された方に関しま

しては令和５年度末まで、令和６年３月になり

ますが、その間に事故に遭われた方に関しては

見舞金の形として支給することができるという

ふうになってございます。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） つまり、令和４年の加

入者の紙を持っている方が令和５年になって交

通事故になって……、令和４年で加入は終了。

とにかく令和４年の加入書を持っている方が令

和５年度中に交通事故に遭ったということが分

かれば、見舞金が頂けるということでよろしい

ですか。 

小関 孝環境課長 委員長、小関 孝。 

山科正仁委員長 環境課長小関 孝さん。 

小関 孝環境課長 ただいまの委員おっしゃられ

た内容で間違いございません。条例上の共済期

間ということがございますので、当該年度の４

月１日以降において加入申込みを行った者の共

済期間ということで、加入申込みの翌日から始

まり当該年度の末日をもって終わるというふう

に条例でなっておりますので、委員おっしゃっ

た形で間違いございません。 

山科正仁委員長 暫時休憩いたします。 

 

     午前１１時０２分 休憩 

     午前１１時０３分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

小関 孝環境課長 委員長、小関 孝。 

山科正仁委員長 環境課長小関 孝さん。 

小関 孝環境課長 すみません、もう一度御説明

させていただきます。 

  共済見舞いの給付金は、令和６年３月末まで

継続ということになっておりますが、その共済

期間は令和４年４月１日以降において加入申込

みされた方の共済期間が当該年度の末日をもっ

て終わるというふうな規定になっておりますの
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で、令和４年度中に事故に遭われた方に対して

令和５年度の給付事業が残るというふうな形で

ございます。 

  以上です。 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 別に質疑なしと認めます。 

  よって、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 討論なしと認めます。 

  よって、討論を終結し、直ちに採決したいと

思います。 

  これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第10号令和５年度新庄市交通災害共済事

業特別会計予算は原案のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第10号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 

 

議案第１１号令和５年度新庄市介

護保険事業特別会計予算 

 

 

山科正仁委員長 次に、議案第11号令和５年度新

庄市介護保険事業特別会計予算を議題といたし

ます。 

  本件につきましては、歳入と歳出を一括して

質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） 私からは、175ページ

の２款保険給付費、１介護サービス給付費の介

護サービスについてでございます。介護職員の

不足がとても深刻になっております。本市も、

介護職員の待遇の面での点について、他市に移

転して介護職を続けている方のお話をよく聞い

ております。せっかくのすばらしい建物が人材

不足で定員を埋めることができない状況は、と

ても不幸だと思っております。介護離職にもつ

ながっていくのではないかと社会問題化もして

おりますし、まずは改善の方向性についてお尋

ねいたします。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

伊藤リカ。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長伊

藤リカさん。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 委員の御

質問にお答えいたします。 

  介護人材の不足については、全国的にそのよ

うな傾向になっておりまして、コロナ禍の中で

さらにそういった状況が進んでいるということ

が言われております。これについてはやはりコ

ロナの中で、介護施設の中で感染拡大、クラス

ターが発生して、やはりそういった状況の中で、

勤務状況もかなり厳しいような状況になった中

で離職が進んだというような状況もあると聞い

ております。そういった中でやはり介護の人材

不足を解消していくというところは、市のみな

らず業界全体で考えていかなければいけない状

況であるということは認識しております。 

  今現在、市で独自にそういった補助を行って

いるというようなことはないんですけれども、

令和４年10月に介護報酬の改定がございまして、

介護職員のベースアップというところがありま

して、３％程度、月額にして9,000円相当を引

き上げるための介護報酬改定が行われておりま
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す。 

  以上です。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） 以前にも何かのときに

お話ししたと思います。コアカレッジの中でも

勉強をさせていただいている市民の方がいて、

大変有意義な時間を過ごさせていただいている

というお話をお聞きしたこともございます。根

本的な解決はなかなか見いだせないということ

が全国的な内容だとは思いますけれども、他県

では入居者を募って、高額年金者をターゲット

として職員給与や施設の管理費などを他県の自

治体から一部負担を担っていただいているとい

う現状もございます。どうでしょうか。このよ

うな福祉サービスにかじを取られるという現実

もあるのではないかと思っております。実行さ

れる自治体もあるので、本市でも実施されては

どうかなというふうに思っております。有効性

があるとも考えますが、可能性について再度お

尋ねいたします。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

伊藤リカ。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長伊

藤リカさん。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 介護の人

材不足についてはやはり大きな課題となってお

りますので、今後様々な形で検討が必要だとは

思いますが、今現在、最上郡内で介護の人材確

保の推進ネットワーク協議会というのをつくっ

ておりまして、介護の事業所の関係の方、県と

市町村、そういった関係団体でネットワークを

つくっておりまして、これから介護職に就いて

いただけるようにということで、小学校、中学

校、高校などを回って介護職のイメージアップ

を図ったり、先ほどお話のあったコアカレッジ

のほうでオープンカレッジなどを実施して、介

護の実際のそういった現場を知っていただくと

いうような事業をしております。やはり委員お

っしゃったように、すぐに課題が解決できると

いうことにはなかなかなりませんが、そういっ

た活動を通して、介護の人材不足を解消してい

くように今後も努めてまいりたいと思っており

ます。 

  以上です。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） 志のある方は若い方で

もたくさんいらっしゃると思うんですよ。ただ、

先ほどの課長のお話と同じように現実は厳しい

ものがあって、なかなか体力的にもきついとい

うお話を聞いております。これからはロボット

とかそういうものを使って、介護の荷重の軽減

化とか、そういうところにも取り組んでいただ

きたいと思っております。人材がたくさん入っ

てから入居者を募集するのではなく、両輪でぜ

ひとも介護の現場の改善に努めていただきたい

と思います。再度お聞きいたします。こういう

点についてはどのようにお考えでしょうか。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

伊藤リカ。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長伊

藤リカさん。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 介護現場

でのロボットの導入ということに関しては、国

のほうで補助金制度がございます。ロボットと

いうと、もう大層なもののようにちょっと感じ

るんですけれども、実際はセンサーマットなど

で、例えばベッドから落ちたというようなとこ

ろを知らせるという機器、そういったものを導

入した際に補助金が出るという制度がございま

す。センサーマットなどはかなり導入されては

いるようですけれども、それに連動した機器を

導入してというところになると、やはり補助金

が出るとはいってもなかなか高額な支出がござ

いますので、そういった制度を利用しながら介
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護人材の不足を解消できるようにということで、

事業所にもまた働きかけを行ってまいりたいと

思っております。 

  以上です。 

８ 番（庄司里香委員） 委員長、庄司里香。 

山科正仁委員長 庄司里香委員。 

８ 番（庄司里香委員） ぜひとも若い方たちが

離職しないように、また介護に携わっている家

族の方たちの負担を少しでも減らしていただき

たいと思いますので、ぜひともよろしくお願い

いたします。 

  以上です。 

山科正仁委員長 ほかに質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 169ページの１の１の

１に介護保険料があります。ここについてです

が、本市の保険料は基準が７万5,900円。第１

段階の保険料で２万2,700円。これは県内の比

較を見てみますと、大変高い部類に、最も高い

ぐらいになっております。高齢者の方々からは、

高齢者に非常に冷たいというか、そういう声が

悲鳴のように聞かされております。この負担を

抑えるための手だてはどのように考えておられ

るでしょうか。市独自の減免制度も必要ではな

いかなと思うんですが、どうでしょうか。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

伊藤リカ。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長伊

藤リカさん。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 介護保険

料については、３年ごとに見直しを行っており

ます。現在の介護保険料については、来年度ま

での保険料となっております。委員おっしゃる

ように、県内で見て決して安い部類ではないか

なということは認識しております。ただ、今回

３年の次、来年度は見直しの時期に入っており

ますので、現在の給付費から見てどの程度の介

護保険料が必要であるかというところは今後検

討が必要になってくるものと思われます。現在、

介護保険について独自の減免というのは行って

いないんですけれども、この保険料の見直しの

中でどの程度の保険料が必要であるか、また、

今後どのような保険給付費の推移となっていく

か、そういったところを全て考えた上で適正な

保険料を算出してまいりたいと考えております。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 山形市の場合ですけれ

ども、条例などによる独自の介護保険料減免と

いうことで、これも先ほど紹介しました山形の

社会保障、2022年で出ている資料なんですが、

参考になればなと思うんです。山形市の場合、

第１号被保険者、またはその属する世帯の生計

を主として維持する者（以下、生計を維持する

者）が震災、風水害、火災その他これらに類す

る災害により住宅、家財またはその他の財産に

ついて著しい損害を受けたこと、これについて

は当市も同じだと思います。 

  次があります。２として、生計を維持する者

が死亡したこと、またはその者が心身に重大な

障害を受け、もしくは長期間入院したことによ

りその者の収入が著しく減少したこと、これで

す。また、３番目として、生計を維持する者の

収入が、事業または業務の休廃止、事業におけ

る著しい損失、失業等により著しく減少したこ

と、これも入っていると。さらに、４番目とし

て、生計を主として維持する者の収入が、干ば

つ、冷害、凍霜害などによる農作物の不作、不

漁その他これに類する理由により著しく減少し

たこと、これは本市にもこういう方いらっしゃ

るなと私は思ったりしております。そして、そ

のほか特別の理由があることなどで、このよう

に市独自で条例などで介護保険料の減免制度を

設けている。こういうやり方は本市でも必要で
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ないかなと考えるんですけれども、検討するお

考えはないか、お願いします。 

佐藤 隆税務課長 委員長、佐藤 隆。 

山科正仁委員長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 本市におきましても、介護保

険条例施行規則におきまして、別表第２の中に

規定がございます。山形市とおっしゃいました

でしょうか、災害を受けた場合とか、主たる生

計維持者が例えば所得が皆無になったときの減

免とか、規定がございます。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 規定があって、その該

当を受けた方が令和４年などありましたか。 

佐藤 隆税務課長 委員長、佐藤 隆。 

山科正仁委員長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 該当はございません。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） ということで、このた

びの例えば農家の方も、この山形市の例で言え

ば、冷害、干ばつ、凍霜害などで農作物の不作、

その他これらに関係する場合、著しく収入が減

少したということで、市の場合は皆無の場合は

あるけれども、減少したということを言っても

減免にならないのではないですか。 

佐藤 隆税務課長 委員長、佐藤 隆。 

山科正仁委員長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 単純に所得が低くなった、あ

るいは落ちたからといって減免になるという制

度はございませんで、その生活状況がいかがで

あるかということを含めまして勘案していくと

いうふうなことで、たまたま減免はなかった。

コロナに関する減免はございましたけれども、

例えば所得の状況が変わったというふうな形で

の減免は該当がなかったということでございま

す。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 残念ながら、本市では

所得が落ちたからといって介護保険料の減免は

ないんだというお話でしたが、県内の山形市の

ように、落ちたときによくお話を伺って、著し

く減少したということであれば減免も考えるか

という制度があるというのは、本市にも当ては

めることのできる内容でないかなと考えると、

規則の改正も含めて、山形市のことを参考にし

て検討する余地があるんではないかなと思うん

ですが、どうですか。 

佐藤 隆税務課長 委員長、佐藤 隆。 

山科正仁委員長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 当市におきましても、例えば

段階がございまして、皆無になったとき、３分

の１以下に減少するとき、から以下、３分の２

以下に減少するときまで、皆無になったときま

で含めますと、４つの段階に区分して所得に関

しては規定がございます。たまたま該当がなか

ったというふうなことでございまして、当然、

例えば納税の相談のときにいろんな御相談を受

けてございまして、相談の中でいろいろ御案内

はしておるといった状況でございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 市役所というのは市民

にとって大変行きづらい、特に税務課などは難

しいというか、行きづらいとよく聞きます。そ

れは、納付は厳しくありながら、様々な助ける

ような施策について、その人に応じた形で御案

内するということが足りないのかもしれないと

いうふうに感じます。御案内を受けたある方な

どは、市役所に行ってよかったやと言ってくれ

るわけです。それは市役所に対する信頼と、ま

たその職員に対して感謝というか、非常に手厚

くやるわけでありまして、その思いというのは

すなわち職員のやる気にもつながってまいりま
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す。 

  そういう意味でも職員の方は、やはり市民を

助けるのが市役所、役に立つのが市役所、これ

は市長の言葉ですから、助ける立場でいかにそ

の人の状況に合わせて助けることができるかと

いうことを常に職員が研修をして、ただいっぱ

い取られたっけわ、言われたっけわみたいな厳

しいことだけではなくて、優しく市民にとって

役に立つなと感じさせられるような職員を育て

ていただきたいというところでございます。内

容もやっぱり、長を先頭に市民にもしかして使

えるようにできないかという検討がやはり必要

なんではないかなと私は思っております。 

  次に、176ページの２の５で施設介護に関し

てですが、特別養護老人ホームの入居待機者数

についてお尋ねします。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

伊藤リカ。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長伊

藤リカさん。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 令和４年

４月１日現在の調査によりますと、特別養護老

人ホームの待機者数は89となっております。令

和２年の調査に比べて減少しております。 

  以上です。 

小松 孝副市長 委員長、小松 孝。 

山科正仁委員長 副市長小松 孝さん。 

小松 孝副市長 先ほどの減免についてでありま

すけれども、新庄市の規定というのは全国的に

は一般的な規定の内容というふうになっており

ます。そして、運用の仕方についてもごく平均

的な、納付困難な方についての対応というふう

に理解しておりますので、御理解いただければ

と思います。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 特別養護老人ホームの

待機者数というのは、３以上だけですか。１、

２も含みますか。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

伊藤リカ。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長伊

藤リカさん。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 現在は、

要介護度が３以上の方が特別養護老人ホームに

は入所できるというふうになっておりますが、

それ以前から申し込んでいる待機の方がおりま

すので、この数字には１、２の方も含んでおり

ますが、申込みはしていらっしゃいますが、実

際にその方が入所希望が現在も続いているかと

いったところはまたその施設ごとの状況により

ますので、そこまでの把握はできておりません

が、一応その数も含んでいるというところです。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 特別養護老人ホームと

いうのは、非常に介護の施設の中でも手厚い制

度になっておりまして、ほかの施設に比べて収

入が少ない方に対しては、それに応じたかなり

近い形で入れてサービスも手厚いということで、

大変入所希望の方々にとってはついの住みかと

言えるぐらい希望が多いものと思います。 

  そういう意味で、この待機をそのままにして

いるというのは介護保険料だけ取って利用がで

きないということですから、厳しく言えば、前、

私言いましたけれども、やらずぶったくり的な

内容に介護保険がある、状況にあるんではない

かと思うんです。そういうことはなるべくなく

すという立場から、私はやはり必要な介護施設

として特別養護老人ホームを建てるべきと思う

んですが、どうでしょうか。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

伊藤リカ。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長伊

藤リカさん。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 特別養護
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老人ホームの待機期間の状況ですけれども、先

ほど申し上げました、令和４年４月１日現在の

待機者数が89ということで、そのうち在宅の待

機者数というのもございます。その数は28とい

うふうになっております。それ以外の方は、特

別養護老人ホームには申し込んではいるけれど

も、それ以外の施設に入所しているというよう

な状況で、一概に順番が回ってきてもすぐ入所

されない場合もございます。それは、その方の

今の状況が今現在入所している施設を動かさな

いほうがいい、今現在の施設をそのまま利用し

続けたほうがいいというような判断で、順番が

回ってきても入所を見送るというような状況も

あると聞いております。ですので、先ほど申し

上げました89という方全てが特別養護老人ホー

ムに入所しなければ、非常に家族も困っている

んだというような全て状況ではないということ

をこちらでも把握しております。 

  そういった中で、特別養護老人ホームが新設

の必要があるかというところになりますが、現

在、市内の入所施設においては、待機期間が１

年程度というところが多いと聞いておりますが、

周りを見ますと、町村においては何か月の単位

で入所ができるような今状況があると聞いてお

ります。そういった中で、特別養護老人ホーム

を新設しなければいけないかというところにな

りますけれども、やはり今後の人口の推移や、

先ほどお話がありました介護の人材不足という

ところもございますので、すぐに新設が必要か

というところは、まだそのように考えてはいな

いということであります。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） そうですかということ

です。ただ、入所を希望なさる方は、一部はそ

のように順番が来ても入らないという方がいら

っしゃるとは思いますが、それでも待っている

方がまだたくさんおられるわけですので、丁寧

な在り方としては、ケアマネジャーなどと組ん

でというか、一緒に情報提供し、市あるいは町

村の施設とも連携して、昔は措置という形があ

りましたが、そのような本当に近いぐらい、こ

ちらが空いていると聞いているけれどもどうだ

という御案内などもしてあげるということが、

個人にとっては情報が非常に少ないですので、

行政のほうからの連携の情報を必要な方に、こ

ちらも空いているという話もあるけれどもどう

ですかみたいなそういうことはできるのか、お

願いします。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

伊藤リカ。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長伊

藤リカさん。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 市におい

てもそうですが、地域包括支援センターに御相

談に来られる方もおります。そういった中で、

やはりそういった状況があるということは御案

内しております。そういった御案内をさせてい

ただいた方の中には、やはり入所が早まったと

いうことで喜んで御報告くださる方もございま

す。また、そういった状況をこちらでも把握し

て、また施設でも申し込んでおられる方の現在

の状況などを把握していて、入所の優先度とい

うのをつけております。そういった中で、やは

り順番に回ってくるということではなくて、困

っていらっしゃる方が優先的に入れるような制

度になっておりますので、いろいろな情報を利

用者の方に提供しながら、皆様が安心して暮ら

せるようにこちらもいろいろ手を尽くしてまい

りたいと思います。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 丁寧な答えだったよう

な気がします。ありがとうございます。 
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  次ですけれども、174ページの１の３の１、

介護認定です。介護認定者数はどのぐらいにな

っておられるのか。そのうち障害者控除認定者

数はどうか、その割合はどうなのか、お願いし

ます。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

伊藤リカ。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長伊

藤リカさん。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 要介護の

認定者数ですけれども、要支援と要介護を合わ

せて、令和４年３月末で総数としましては

2,000人ほどになっております。また、障害者

控除の発行については、令和４年度については

現在までに43件ほど認定証を発行しております。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 2,000人の介護認定者

に対して障害者控除認定者数は43件というお話

でありました。実は、山形市や河北町と前にも

言いましたけれども、ここでは障害者控除認定

証をほとんど要介護以上の方に送付して、その

結果、６割ぐらいの方が障害者控除認定証を活

用していると伺っております。私、市内で、数

少ないとは思いますが、お話伺っても、知らな

い。うちにとか関係者に要介護になっている方

がいても知らないと。そういう認定証というの

があるのかということや、どこでそういうのを

出してくれるのかと、どのように活用すればい

いのか、ほとんど知られておりません。 

  そういう意味では、介護のために支出が非常

に多く、家族も頑張っているわけですが、それ

が少しでもこの障害者控除ができて節税になり、

それが生活に使えるようになればどれだけ多く

の方が助かったなと思うかと思うと、新庄市の

場合、知らないまま利用できない方がたくさん

おられるということが、私は新庄市民の不幸で

はないかと、不幸の一つと思っております。そ

ういうことから、知らせる活動、そして使って

いただいて負担を軽減していただく活動が非常

に大事なような気がするんですけれども、どう

考えておられるでしょうか。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

伊藤リカ。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長伊

藤リカさん。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 障害者控

除の認定については、介護認定を受ける段階の

主治医意見書の内容を基に判定しております。

先ほど、令和４年度に43件の認定をしたという

ことをお話しいたしましたが、また却下も４件

ございます。４件のうち、程度が非該当だった

方が３件おられます。ですので、確かに、例え

ば介護３以上の方に対して全部通知を出して、

何割かは該当するのではないかというところに

なりますけれども、やはりそういったところで

該当しない方というのは少なからず出てくると

いうような状況です。 

  新庄市としましては、それぞれに通知を出す

ということではなくて、該当するかしないかは

その方の状況によってしまうので、全てが該当

するということではございませんので、個別に

通知を出すということではなくて、市報やお知

らせ版のほうに掲載して周知を図っていくと。

また、窓口にいらっしゃった方に対しても丁寧

に御説明を申し上げたいと思っております。ち

なみに、今回お知らせ版には、昨年の12月、ま

た２月にも掲載しております。そういった複数

回掲載することで、なお丁寧に皆様に周知を図

ってまいりたいと考えております。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） お知らせ版でこんなに

丁寧にやってくださっているにもかかわらず、
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僅か43件です。主治医の意見書によって認定す

るというお話ですから、主治医の意見書を持っ

ているのは介護認定をやっている市です。そう

いう意味では、介護認定に関わっている市のほ

うから主治医の意見書を見て、この方は障害者

控除認定に該当するなということは市で分かる

のではないですか。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員に申し上げます。 

  令和５年度予算の審査から若干逸脱しており

ますので、質問の趣旨を明確にして再度お願い

いたします。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 今のは、一番最初に言

ったように、174ページの１の３の１の介護認

定に関わって質問しております。ここで介護認

定で、介護認定するためには主治医の意見書が

市に来るわけです。そして、意見書を見ること

ができるのは市です。そういう意味では、市で

分かる、誰が、この人は該当するかしないかで

はないかということをお聞きしているんです。

どうですか。 

山科正仁委員長 そのように明確に質問してくれ

ればありがたいです。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

伊藤リカ。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長伊

藤リカさん。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 こちらの

ほうで様々な形で今後も、まだ知らない方が大

勢いるということですので、周知の方法を様々

考えながら、皆様に知っていただくように努め

てまいりたいと思います。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） あと、周知の方法を本

当に考えていただきたい。何よりも、市民が税

金の申告をするときに見るのは、例えば税金申

告に使えるよといって、生命保険だったり、地

震保険だったり、あるいは国民健康保険もそう

だと思いますが、本人に税金申告の前に、あな

たはこういうのが使えるから、重要だからどう

か見て検討してくださいねとくださる。それを

見て還付申告してみたり、あるいは申告に使っ

たりとみんなやっているわけなんです。そうい

う意味では、そこまで自分の場合は該当なのか

非該当なのかということが分かるようにその本

人にお知らせしないと、ぴんとこないと思うん

です。どうですか。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

伊藤リカ。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長伊

藤リカさん。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 周知の方

法については、先ほど来申し上げているように、

様々な形でということを考えてまいりたいと思

います。 

  以上です。 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

山科正仁委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） それでは、予算書181

ページ、４款地域支援事業費、また３款包括的

支援事業費、２事業費、７目生活支援体制整備

事業ということで、生活支援コーディネート支

援事業についてお伝えいたします。 

  予防介護のところなんですけれども、こうい

った方の活躍がすごくこれから期待されるんで

すけれども、地域における予防介護に携わる資

源の掘り起こしもすごく重要な業務であったり、

また地域サロンの訪問とか、体操の指導なども

こうやっていくということなんですけれども、

前回質問したとき、お一人そういったコーディ

ネーターをやられているということなんですけ

れども、ちょっと１人では大変なのではないか
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なと思うんですが、来年度も数は１名で変わり

ないでしょうか。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

伊藤リカ。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長伊

藤リカさん。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 こちらの

事業については、社会福祉協議会のほうに委託

している地域包括支援センターの事業の中で実

施しているものです。来年度についても１名の

生活支援コーディネーターを配置する予定とな

っております。 

  以上です。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

山科正仁委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） 数が変わりないという

ことですけれども、やはり住み慣れた地域で自

ら自分らしく生活していくということで、すご

くこれから本当に大きくやっていかなければい

けないところだと思うんですが、今度コロナの

ほうも２類から５類に変わっていくわけなんで

すけれども、積極的に例えば地域サロンとか、

また集いなどの推進とか、そういったのも考え

ていらっしゃるでしょうか。ぜひ市のほうから

もやってくださいみたいな、そういったことの

推進とかは考えてらっしゃるでしょうか。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

伊藤リカ。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長伊

藤リカさん。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 地域サロ

ンについては、やはり多くの地域で実施してい

ただきたいという思いがございますので、今現

在も様々な地域で働きかけを行っているところ

ですが、コロナが５類になるというところで、

今後皆様も集まることに対して安心ができるの

かなというふうに思いますので、そういった場

面で地域サロンの設置について働きかけをまた

行ってまいりたいと思っております。 

  なお、市としましても、出前講座のような形

で地域に出向いて介護予防教室などを実施して

おりますが、やはり令和３年度、令和４年度に

ついてはなかなか実施できないような状況であ

りました。ですので、今後そういった状況が変

わっていくであろうということで、そういった

部分にも今後力を注いでまいりたいと思ってお

ります。 

  以上です。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

山科正仁委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） ぜひ、そうですね、出

向いていただいて、予防のほうでいろいろ教え

ていただけるとありがたいです。 

  あと、４款１項１目の介護予防・支援サービ

ス事業の中身をちょっと教えていただきたいと

思います。 

山科正仁委員長 ページ数を。（「すみません、

180ページです」の声あり） 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

伊藤リカ。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長伊

藤リカさん。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 介護予

防・生活支援サービス事業というところですけ

れども、こちらについては介護予防というとこ

ろになりますけれども、先ほど介護認定の話が

ございましたが、介護予防については要介護度

がつく前の要支援状態というのがあるんですけ

れども、要支援状態の１、２というのが段階と

してございますが、その要支援状態の方か、も

しくは要支援までもまだ行っていないようなそ

の手前の方、チェックリストというのがござい

まして、そのチェックリストの中身をこちらで

チェックさせていただいて、質問させていただ

いて、事業対象者というんですけれども、事業

対象者に当てはまる方については、こちらの介
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護予防・生活支援サービス事業というのを受け

られるということになっております。 

  中身といたしましては、通常の介護事業と同

じでしてといいますか、通所事業ですとか、訪

問事業というような形になっております。です

ので、実際にはすることは同じで、通所であれ

ば、１か所に集まって事業所の中で運動をした

り、手先の折り紙を折ったりとか、そういった

ような通所事業を行っております。生活支援サ

ービスというのは、訪問を受けて買物支援や、

あと家の中の調理の支援などを受けるというよ

うな事業になっております。 

  以上です。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

山科正仁委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） 中身を教えていただい

てありがとうございます。要介護ということで、

介護度が上がっていく前に本当に支援していた

だく体制がきちんとできているんだなというふ

うに思いました。これからもぜひよろしくお願

いします。 

  あと、一般質問でも高齢者の移動支援につい

てということで質問をさせていただいたところ

もちょっと関連するんですけれども、他市のと

ころなんですが、地域支え合いボランティア活

動支援事業費補助金事業みたいなのを行ってい

るところもあって、ふだんの介護事業所のサー

ビスに加えて、地域において住民が主体的に行

う支え合いの活動の必要性がこれから高くなっ

てきますけれども、やっぱり住み慣れた地域で

暮らせるように、地域の中で行う高齢者に対す

る生活支援の活動とか、移動支援並びに居場所

づくりの立ち上げの運営に対する経費を一部助

成するというのをやっているところもあるんで

すけれども、町内会・自治会とか、また地区で

の社会福祉協議会とか、そのところはあるんで

すけれども、あとまた任意のボランティア団体

ということで、そういったところがやっていく

ことになるんですけれども、地域住民が広く利

用できる事業として、町内会とかサークルの仲

間でいろいろ要支援者への支援をできる事業と

いうことなんですが、例えば生活支援だと、調

理とか、買物支援、雪かき、ごみ出し、草むし

り、配食、灯油入れとか、あと移動支援として

は、通院、買物、公的手続、また在宅生活を継

続するために必要なものをやるとか、また居場

所づくりなどもあって、定期的に集まって交流

する、そういう場をつくるということで、やっ

ぱり積極的にこういった事業を推し進めていく

ことも大切になってくると思うんですけれども、

どのようにお考えでしょうか。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 委員長、

伊藤リカ。 

山科正仁委員長 成人福祉課長兼福祉事務所長伊

藤リカさん。 

伊藤リカ成人福祉課長兼福祉事務所長 今の委員

の御質問ですけれども、御提案といいますか、

それについては市としても必要性を非常に感じ

ております。予算といたしましては、４の１の

先ほど御質問いただきました介護予防・生活支

援サービス事業費、この中に総合事業委託料と

いうのがあるんですけれども、この中に一部、

地域で行うそういった居場所づくり、生活支援

であるとか、今年度考えていたのは玄関前除雪、

そういったものを地域で行えないかなというと

ころで予算化していたところなんですけれども、

地域に呼びかけを行っているんですが、やはり

実際にできると言っていただけるところがなか

なかないというような状況です。 

  ただ、やはり今後高齢化、高齢化といいまし

ても本当に後期高齢者が増えていくというよう

な非常に厳しい状況が今後またさらに進んでい

くということが見込まれておりますので、やは

り地域での助け合いというのは非常になくては

ならないものになっていくだろうというふうに

考えております。ですので、予算はあるけれど
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も実際にはできなかったということではなくて、

やはり地域への呼びかけをまたいろいろな形で

進めていきたいと思っております。その中で、

やはり移動支援というと、本当にさらにその上

かなというか、難しいところかなとは思います

が、そういったことも地域で考えていただける

と非常にありがたいとは思っておりますので、

やはり地域の方々と話し合えるような場をつく

っていきながら、そういった事業も進めてまい

りたいと考えております。 

  以上です。 

７ 番（山科春美委員） 委員長、山科春美。 

山科正仁委員長 山科春美委員。 

７ 番（山科春美委員） ありがとうございます。

よろしくお願いします。結構、移動支援とか、

ちょっと一般質問でも言ったんでしたけれども、

ポストがなくなったので郵便物が入れられない

とか、ＡＴＭに行けないとか、あと移動スーパ

ーの話もそうなんですけれども、やっぱりそう

いったところで不便を感じている方もいると思

いますので、ぜひ積極的に支援を行っていただ

きたいと思います。 

  本当に昨日下山委員もおっしゃられておりま

したけれども、令和元年にあったワークショッ

プの話を下山委員がされておりまして、私もそ

れに参加させていただいたんですけれども、す

ごく何かあそこで思ったことなんですけれども、

みんなが本当に新庄市のことを大事に考えてい

て、そして新庄をよくしていきたいという方が

ほとんどだったなというふうに思っているんで

すけれども、何かこういろんなこうアイデアが

いっぱいだったので、やっぱりそういう方々が

本当に絶対いると思いますので、うまい具合に

いろんな支援事業とか、そういったのもしてい

ただく中で、やっぱり主体的にやっていただけ

るような形で進めていっていただきたいと思い

ます。 

  以上です。 

山科正仁委員長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 ほかに質疑なしと認めます。 

  よって、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 討論なしと認めます。 

  よって、討論を終結し、直ちに採決したいと

思います。 

  これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第11号令和５年度新庄市介護保険事業特

別会計予算は原案のとおり決することに御異議

ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第11号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

  ただいまから１時まで休憩いたします。 

 

     午前１１時５４分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開します。 

 

 

議案第１２号令和５年度新庄市後

期高齢者医療事業特別会計予算 

 

 

山科正仁委員長 次に、議案第12号令和５年度新

庄市後期高齢者医療事業特別会計予算を議題と

いたします。 

  本件につきましては、歳入と歳出を一括して
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質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

１番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１番（佐藤悦子委員） 192ページの１の１の１

で保険料についてですが、この軽減のためには

どのような対策を考えておられるのか。それに

関わってですが、このたび出産手当一時金が増

えて大変みんな喜んでいることではありますが、

聞くところによりますと、後期高齢者医療保険

から出産手当一時金のためにかなり出している

負担があるというふうに聞いていますが、それ

はどこに現れているのか、お願いします。 

佐藤 隆税務課長 委員長、佐藤 隆。 

山科正仁委員長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 軽減のためという御質問でご

ざいましたが、保険料につきましては全て山形

県後期高齢者医療広域連合で決定してございま

す。新庄市において決定しているものではござ

いませんのでという状況でございます。現在の

利用率につきましては令和４年度、令和５年度

の利用率でございます。２年に一度の改正がご

ざいます。 

  以上でございます。 

山科雅寛健康課長 委員長、山科雅寛。 

山科正仁委員長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 出産育児一時金への後期高齢

者からの負担がどこに現れているかという御質

問だったと思いますが、今回出産育児一時金、

国保のほうで条例改正を上げさせていただいて

おりますが、そちらに関しては令和５年度にお

いては財源の３分の２が普通交付税から措置さ

れまして、残り部分、一部が5,000円ほど国か

ら補助が出る予定だということで聞いておりま

す。令和６年度以降につきまして、佐藤委員が

おっしゃったとおり、後期高齢者の方にも一部

負担をいただくような制度改正を検討している

ということでは聞いております。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 令和５年度については

後期高齢者医療保険料からは出ていないようだ

けれども、令和６年度以降は後期高齢者医療保

険料から負担が出るんだという方向でないかと

いうお話だったように思います。そういう意味

では、令和５年度についてはまずはほっとした

というか、そうかというふうに思ったわけです

が、今後これから来年、令和６年以降について

はそういう方向だということですが、これは後

期高齢者医療保険料とどのように関係があって

こういうことができるのだろうかという疑問が

湧いてくるんですが、何かその点についてお考

えがありましたらお願いいたします。 

  それから、もう一つですが、191ページで、

どこだかよく分からないので、後期高齢者医療

保険の窓口負担が２割負担に上げられたと聞い

ておりますが、その影響はどのように受け止め

られておられるのか、お願いします。 

山科雅寛健康課長 委員長、山科雅寛。 

山科正仁委員長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 まず、出産育児一時金に対す

る後期高齢者からの保険料の中からの支援の部

分でございますが、こちらにつきましては、全

世代型の社会保障改革という観点から、少子高

齢化であります。子供が少なくなっているとい

うのは国としても大変重要な課題だということ

で、それを社会全体で支えるための仕組みづく

り、持続可能な仕組みづくりという観点の中か

ら国のほうで検討された制度であると理解して

ございます。 

  あと、窓口負担の２割負担の導入についてで

ございますが、新庄市においては、２割負担対

象となったのが令和４年10月の時点で739人、

全体に占める割合が12.4％の方となってござい

ます。こちらにつきましても、現役世代からも
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負担を多くいただいている制度でございますの

で、その中で負担ができる高齢者に一部を負担

していただくという考えの下につくられた制度

ということで理解してございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 後期高齢者医療保険料

は２年に１回上げられるということで、この議

会で例えば上げるなということを決めることは

できないということのようです。そういう意味

では、この地域の皆さんからは、高齢者の負担

が年々重くなっている、年金は下がっているの

におかしいという声がかなり広がっているよう

な、深いところからあるような気がいたします。 

  そういう意味では、ほとんど住民の声はなか

なか届きにくい、県一本で決められてしまう、

上げられてしまう。こういう後期高齢者医療保

険というのは、高齢者の声がはっきり言って届

かない、届きにくい。そして、改正がほとんど

できにくい。そういうものであるにもかかわら

ず、次々と国の考えでこのように出産の手当を

上げるために高齢者に負担してもらうとか、そ

れから２割負担という形で少し年金が比較的い

いかなと思われるところにこのように来る。 

  これは黙っていれば、全後期高齢者に２割負

担など、今は１割で少ないかな、安いんだみた

いに皆さん言う方が少なくないですけれども、

これが２割になりますと、医者に受診しにくく

なる受診抑制となり、重症化の危険もあるので

はないかと懸念されるわけです。声は聞かない

まま、このように後期高齢者というだけで負担

がどんどん上がっていく仕組みというのは、高

齢者に対する差別ではないだろうかと。意見を

聞く場はほとんどなくどんどん上げられる。一

方、年金は上がらない、下がる。こういうやり

方というのは高齢者いじめではないかと私は感

じるんですけれども、どうでしょうか。 

山科雅寛健康課長 委員長、山科雅寛。 

山科正仁委員長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 後期高齢者医療の保険料等を

上げるのが高齢者の大きな負担になるのではな

いかという御意見だったと思います。確かにも

ともと１割だった方が２割に負担になるという

ことでは、そういった場合には負担が増えると

いう結果となります。ただ、今回の制度の中で

は、１か月の外来の負担増を最大3,000円で収

まるような配慮措置も設けられておりまして、

そういった配慮もされている中、現役世代の負

担が少子ということで高齢者がすごい多くなっ

ておりますが、それを支える現役世代の方が少

なくなってきておりまして、どんどんその負担

が大きくなっているということもございます。

そういったことを現世代、または高齢者の方、

全てのことを勘案した上で負担能力のある方に

可能な範囲で負担をいただくという制度である

ということで理解しております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） この小さな後期高齢者

医療保険料という中だけを見ますと、確かにお

っしゃるとおり医療費は上がるわけで、それは

必要な人が増えるのは間違いないわけで、そこ

に負担をどうするということになると、ここだ

け見ればそれはやむを得ないだろうという気が

してくるわけですが、でも、これはここだけで

支えている問題ではなくて、国全体の予算で支

えているわけです。国の予算を見れば、軍事費

２倍ですか。こんなような軍事費２倍にしてい

くような方向の中で…… 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員に申し上げます。 

  令和５年度の新庄市後期高齢者医療事業特別

会計予算についての質疑を行っております。後

期高齢者医療制度についての批判論は逸脱して

いると思いますので、修正の上、質問願います。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 
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１ 番（佐藤悦子委員） 委員長にちょっと言わ

せていただいていいでしょうか、運営について。

（「駄目だ」の声あり）はい。 

山科正仁委員長 明確に分かりやすく、きちんと

予算の中での質疑だったら許可します。 

１ 番（佐藤悦子委員） はい。簡単に言います

と、国の負担のやり方が少な過ぎるのではない

かということです。どうですか。 

山科雅寛健康課長 委員長、山科雅寛。 

山科正仁委員長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 国の公費負担の部分が少ない

んではないかという御意見だったと思います。

国の負担につきましては約５割ほど補助という

か、国の負担、公費が入っておりまして、その

中で国の負担を増やせば確かに保険料等は減少

できるのかなということは委員おっしゃるとお

りだと思います。全てはただ国民の皆さんの税

金で成り立っているわけでございますので、そ

の中の配分の中でそういった割合になっている

ということで考えております。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 後期高齢者というのは、

やはり全世代の中で医者にかかりやすくなる、

最も医療費がかかる世代です。誰でもがそうな

ります。それに対して負担が上げられるという

ことは、国民全体、今若い人たちが対立させら

れているように見えますが、実は若い人も後期

高齢者になるわけでありまして、今このように

後期高齢者の医療制度をどんどん悪化させてい

くということは若い人たちの将来を奪うという

ことにもなります。将来安心できないようなこ

の後期高齢者医療制度でいいのかということが、

若い人の問題でもあると思うんです。そういう

意味では、この高齢者差別的な保険制度は廃止

すべきだと私は思います。 

  以上です。 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 ほかに質疑なしと認めます。 

  よって、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 討論なしと認めます。 

  よって、討論を終結し、直ちに採決したいと

思います。 

  これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  暫時休憩します。 

 

     午後１時１２分 休憩 

     午後１時１３分 開議 

 

山科正仁委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  議案第12号令和５年度新庄市後期高齢者医療

事業特別会計予算は原案のとおり決することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議がありますので、表決シ

ステムにより採決を行います。 

  議案第12号について、原案のとおり決するこ

とに賛成の委員は賛成のボタンを、反対の委員

は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

山科正仁委員長 それでは締め切ります。 

  投票の結果は、賛成12票、反対１票。 

  よって、議案第12号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 

 

議案第１３号令和５年度新庄市水
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道事業会計予算 

 

 

山科正仁委員長 次に、議案第13号令和５年度新

庄市水道事業会計予算を議題といたします。 

  本件につきましては、歳入と歳出を一括して

質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

１番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１番（佐藤悦子委員） 14ページの２の（１）で

現金預金がありまして、８億4,225万円になっ

ております。16ページの２の（１）を見ますと、

収入の水道利用料金ですが８億3,833万円とな

ります。あっ、なりません。間違えました。料

金は３ページの１の１でした。失礼しました。

上水道料金は８億9,496万円でした。大変失礼

しました。ということで、現金預金がほぼ水道

料金に匹敵する、近いぐらいにあるということ

で、これは普通の会社で考えますと、１年間の

収入に及ぶぐらいの現金預金になっている、大

変優良な会社経営になっているということであ

りまして、これは公営のものでもありますし、

もともと市民の負担でこれが運営されているわ

けですから、水道料金を引下げできると思いま

すが、いかがですか。 

矢作宏幸上下水道課長 委員長、矢作宏幸。 

山科正仁委員長 上下水道課長矢作宏幸さん。 

矢作宏幸上下水道課長 令和５年度の現金預金の

予定額ですけれども、８億4,200万円ほどとな

っています。この現金預金につきましては、使

途といいますか、使い道が決まっております。

例えばこの内訳としましては、建設改良積立金、

減債積立金、あとは資本的収支の中で補塡財源

として損益勘定留保資金等々で、主にこの３つ

の項目で約８割強の使途が決まっているところ

ですが、この現金預金というのは建設改良のた

めに、今後水道施設の更新に充てるべきお金だ

というふうに思っているところです。よろしく

お願いします。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） そのとおりだと思いま

す。しかし、毎年、収入に匹敵するほどの現金

預金が出るということは、それだけ余裕がある

ということではないんですか。 

矢作宏幸上下水道課長 委員長、矢作宏幸。 

山科正仁委員長 上下水道課長矢作宏幸さん。 

矢作宏幸上下水道課長 決して、現金は確かに８

億4,000万円ありますけれども、余裕などは一

切なく、令和３年度に用途別から口径別に使用

料体系を変更させていただいたところですけれ

ども、その中で供給単価の部分でいきますと３

円ほどは上がったものの、有収水量、配水量な

どは年々減少傾向にあり、経営は厳しい状況に

あります。そういった中で施設管理、更新事業

なども控えておりまして、令和12年度以降から

は第２次拡張事業などで今後工事量が増えてく

る見込みともなっていますので、そちらのほう

に回さなければならない資金というようなこと

で考えておりますので、よろしくお願いします。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

山科正仁委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 資金として使うんだと

いうことはよく分かります。しかし、毎年の決

算の状況を見たときに、このように余裕が、水

道の場合ですけれどもあるわけです。一方、市

民の気持ちとしては、収入が減りということも

あり、水道料金が非常に高いという感覚が多く

の市民持っておられるようです。それはほかの

元から水道を早くから使っている都市の、ある

いは市町村と比べて移り住んだときに、があん

と来るような新庄市の水道料金の高さに驚くと

いうか、そのぐらいになっている状況でもあり

ます。そういう意味では、少しでもそういった

市民の感覚、もともと収入はさっきの税金の滞
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納問題を見ても、もともと新庄市の市民は収入

が少ない傾向にある方が多いわけでありますの

で、そういうことも含めて抑えるという考えは

大事なような気がするんですけれども、どうで

しょうか。 

矢作宏幸上下水道課長 委員長、矢作宏幸。 

山科正仁委員長 上下水道課長矢作宏幸さん。 

矢作宏幸上下水道課長 新庄市の水道事業の水道

料金としましては、県内13市で例えますと、10

立方メートルまでの料金でいきますと、県内13

市中４番目に安い状況です。20立方メートルの

料金としまして比較しますと、13市中２番目に

高い現状にあります。この原因の一因としまし

ては、思っているところに営業費用の約３分の

１が広域水道、県水受水費が占めている部分で

もあります。そういったこともあってこの広域

水道の契約が令和９年度まで続くわけですけれ

ども、それ以降に関しては今後県企業局のほう

と、現在でも市長からも県のほうへ要望などを

していただいているところですけれども、そち

らのほうに料金の値下げなり、強く要望を働き

かけていきたいというふうに思っております。

よろしくお願いします。（「分かりました」の声

あり） 

山科正仁委員長 ほかにございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 ほかに質疑なしと認めます。 

  よって、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 討論なしと認めます。 

  よって、討論を終結し、直ちに採決したいと

思います。 

  これに異議ございませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第13号令和５年度新庄市水道事業会計予

算は原案のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第13号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 

 

議案第１４号令和５年度新庄市下

水道事業会計予算 

 

 

山科正仁委員長 次に、議案第14号令和５年度新

庄市下水道事業会計予算を議題といたします。 

  本件につきましては、歳入と歳出を一括して

質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 別に質疑なしと認めます。 

  よって、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 討論なしと認めます。 

  よって、討論を終結し、直ちに採決したいと

思います。 

  これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第14号令和５年度新庄市下水道事業会計

予算は原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山科正仁委員長 御異議なしと認めます。 
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  よって、議案第14号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 

 

閉      議 

 

 

山科正仁委員長 以上をもちまして、本予算特別

委員会に付託されました全ての案件についての

審査を終了いたしました。 

  ここで、予算特別委員長として御挨拶申し上

げます。 

  令和５年度予算７件の審査につきましては、

不慣れな議事進行にもかかわらず、各委員の活

発な質疑の下、審査を終了することができまし

た。委員の皆様、執行部の皆様の御協力に心よ

り感謝申し上げます。 

  本委員会の審査、それから反対・賛成討論、

全て新庄市の財政の健全化、それを目指した活

発な意見でございました。 

  なお、執行部におかれましては、本委員会に

出された貴重な意見等につきまして、市勢の発

展、市民福祉の向上のために十分に精査され、

予算の適正かつ効率的な執行に最大限生かされ

るように要望いたします。 

  それでは、これをもちまして予算特別委員会

を閉会いたします。 

  大変お疲れさまでした。 

 

     午後１時２４分 閉議 

 

 

    予算特別委員会委員長 山 科 正 仁 




